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はじめに 

 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館では，茨城県内の動物，植物の分布や生育環境の

特性，地質・気象等の地学的特性を把握し，それらの相互関係や変遷のメカニズムを解明

するとともに，自然史資料の収集を図ることを目的に「総合調査」を研究活動に位置付け

実施している． 

茨城陸生無脊椎動物研究会は，茨城県の昆虫類を中心とした陸生無脊椎動物のファウナ

解明を目的とする団体で，ミュージアムパーク茨城県自然博物館より，「総合調査」の調査

委託を受け，茨城県の昆虫相の調査を進めてきた．今回，ミュージアムパーク茨城県自然

博物館開館時から進めてきた調査成果を，28目 515科 9,568種の昆虫リストにしてまとめ．

「茨城県産昆虫目録」を発刊するに至った． 

本編は，「茨城県産昆虫目録」で掲載された中のカメムシ目 (半翅目) Order Hemiptera につい

て，採集記録を付したものである．これまでに報告されたものについては“既報”として

県内での記録地とそれに関する文献を，未報告の記録については“新規”として採集デー

タを示した．昆虫相の特徴を捉えるとともに，茨城県の昆虫史を概括することができる資

料であると確信する．また，この記録をもとに，茨城県の昆虫相についてさらなる解明が

進むことを期待するものでもある． 

本編発行にあたり，調査に協力いただいた多くの方々に感謝するとともに，発行にご尽

力いただいた関係者に感謝の意を表する．本編が広く利用されることを期待する． 

 

茨城陸生無脊椎動物研究会 山根爽一 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館 久松正樹 
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「茨城県産昆虫目録－採集データを含む詳細版 (II)」について 

 

１．本目録（詳細版目録）は，これまでに茨城県で採集された，あるいは生息が確認された昆虫を，既存の文

献ならびに現地での調査の結果に基づいて収録したもので，「茨城県産昆虫目録」(2024 年，茨城陸生無脊椎

動物研究会編，ミュージアムパーク茨城県自然博物館発行) のバックデータである． 

２．詳細版目録に掲載する昆虫類は，コムシ目（双尾目）Order Diplura，カマアシムシ目（原尾目）Order 

Protura，トビムシ目（粘管目）Order Collembola，イシノミ目（古顎目）Order Archaeognatha，シミ目（総尾目）

Order Zygentoma，カゲロウ目（蜉蝣目）Order Ephemeroptera，トンボ目（蜻蛉目）Order Odonata，ガロアムシ目

（非翅目）Order Grylloblattodea，カワゲラ目（襀翅目）Order Plecoptera，シロアリ下目（等翅下目）Infraorder 

Isoptera，カジリムシ目（咀顎目）Order Psocodea，アザミウマ目（総翅目）Order Thysanoptera，カメムシ目（半

翅目）Order Hemiptera，ラクダムシ目（駱駝虫目）Order Raphidioptera，ヘビトンボ目（広翅目）Order 

Megaloptera，アミメカゲロウ目（脈翅目）Order Neuroptera，コウチュウ目（鞘翅目）Order Coleoptera，ネジレバ

ネ目（撚翅目）Order Strepsiptera，シリアゲムシ目（長翅目）Order Mecoptera，ノミ目（隠翅目）Order 

Siphonaptera，ハエ目（双翅目）Order Diptera，トビケラ目（毛翅目）Order Trichoptera，チョウ目 ガ類（鱗翅目 蛾

類）Order Lepidoptera (excl. Hesperioidea and Papilionoidea)，ハチ目（膜翅目）Order Hymenopteraとする． 

３．執筆者名は，各目の説明文の冒頭，あるいは科（亜科）の説明文（コウチュウ目など）の末尾に示してあ

る．  

４．分類体系，高次分類名，種名，亜種名については，日本昆虫目録編集委員会（編）『日本昆虫目録』（各

巻），あるいは最新の文献に依拠した． 

５．科の配列は，主に日本昆虫目録編集委員会（編）『日本昆虫目録』（各巻）に依拠した．また，それぞれの

科（亜科）内における属の配列はアルファベット順，または準拠した資料の配列に従った．  

６．通常，亜属名は示さないが，目あるいは科によっては著者の判断で併記した種もある． 

７．各目において，種番号を科ごとに1から付した．また，目によっては亜科ごとに番号を付した． 

８．詳細版目録では，種名（和名，学名）に続き，既存文献データ（既報：採集地、文献），新規採集データ

（新規：採集個体数，性別，採集日，採集者名）を記し，一部については解説・注記を付した．古い記録の

採集地は、採集時あるいは報告時の旧自治体名で記しているので、次ページの「茨城県の市町村」を参考に

されたい． 

９．文献の多くは既存文献データの引用元であるが，読者の利便に資するため，採集データのない冊子版にお

いても全て掲載してある． 

１０．外来種については，その旨注記している種もあるが，ないものもある．茨城県の外来昆虫類について

は，茨城県生物多様性センターのHPに掲載した「茨城における外来種リスト」を参照されたい． 

１１．本目録は印刷物ではなくウェブ掲載PD版であり，引用に際しては下記の記し方を参照されたい． 

例：茨城陸生無脊椎動物研究会 (編). 2025. 『茨城県産昆虫目録－採集データを含む詳細版 (II)‐トンボ目 (蜻蛉目)』(PDF). ミュージアムパーク

茨城県自然博物館（閲覧日×年×月×日）. 
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茨城県の市町村 

 

【県北】 

北茨城市 

常陸太田市（里美村，水府村，金砂郷町：2004年12月 編入） 

高萩市 

大子町 

常陸大宮市（山方町，美和村，緒川村，御前山村：2004 年

10月 大宮町へ編入合併） 

日立市（十王町：2004年11月 編入） 

 

【県央】 

水戸市（常澄村：1992年3月編入） 

（内原町：2005年2月編入） 

那珂市（那珂町，瓜連町：2005年1月） 

ひたちなか市（勝田市，那珂湊市：1994.年11月） 

城里町（常北町，桂村，七会村：2005年2月） 

東海村 

笠間市（笠間市，友部町，岩間町：2006年3月 新設合併） 

大洗町 

茨城町 

小美玉市（小川町，美野里町，玉里村：2006年3月） 

 

【県南】 

石岡市（石岡市，八郷町：2005年10月） 

つくば市（谷田部町,  大穂町, 豊里町, 桜村：1987年11月） 

（筑波町：1988年1月 編入） 

（茎崎町：2002年11月編入） 

かすみがうら市（霞ケ浦町（旧出島村），千代田町：2005年

3月） 

土浦市（新治村：2006年2月 編入） 

阿見町 

美浦村 

つくばみらい市（伊奈町，谷和原村：2006年3月） 

守谷市 

牛久市 

龍ケ崎市 

稲敷市（江戸崎町, 新利根町, 桜川村, 東村：2005年3月） 

取手市（藤代町：2005年3月 編入） 

利根町 

河内町 

 

【県西】 

桜川市（岩瀬町，真壁町，大和村：2005年10月） 

＊岩瀬町は合併前は「県央」に属したが，合併後【県西】に移った． 

筑西市（下館市，関城町，明野町，協和町：2005年3月） 

下妻市（千代川村：2006.年1月 編入） 

結城市 

八千代町 

常総市（水海道市，石下町：2006年1月） 

古河市（古河市，総和町，三和町：2005月9月 新設合併） 

境町 

五霞町 

坂東市（岩井市，猿島町：2005年3月 新設合併） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鹿行】 

鉾田市（鉾田町，大洋村，旭村：2005年10月） 

行方市（麻生町，北浦町，玉造町：2005年9月） 

鹿嶋市（鹿島町，大野村：1995年9月 編入） 

潮来市（潮来町，牛堀町：2001年4月） 

神栖市（神栖町，波崎町：2005年8月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域】 

市町村名（旧市町村名：旧市町村から現市町への合併年

月） 
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カメムシ目 (半翅目，アブラムシ科除く) Order Hemiptera (excl. Aphididae) 

 

成田行弘・山崎和哉・髙橋 玄・高瀬仁志・寺田恒雄 

 

カメムシ目は半翅目とも呼ばれる分類群で，『日本昆虫目録 第 4 巻 準新翅類』(日本昆虫目録編集委員会, 2016) によれば，

3,800 種ほどから構成される比較的大きな昆虫の一群であり，カメムシ類をはじめアブラムシ，セミ，ウンカ，アメンボなど

が包含される． 

半翅目の名称は，カメムシなどに見るように前翅の基半が革質，先端に向かっての部位が膜質部であることから名づけら

れたものだが，セミやウンカなどのように前翅が均一な膜質である種も多い．このような前翅の形態から，長く「異翅亜

目」と「同翅亜目」の２亜目に分類されてきたが，分子系統学的な検証により，現在は，「腹吻亜目 Sternorrhyncha (コナジラ

ミ，アブラムシなど)」「頚吻吻亜目 Auchenorrhyncha (セミ，ヨコバイなど)」「カメムシ亜目Heteroptera」の3亜目に分けられる． 

カメムシ目の特徴的な形質は，植物体や小動物に管状の口吻を突き刺して液汁や体液を食物として吸収するための口器を

持つことにある．多くは，植食性であることから，その食害により農作物の成長を著しく阻害し，時に経済的な損失を与え

ることから農業害虫とされる種も少なくない．カメムシ目は，形態的に変化に富む一群であるが，生活の場を陸上，地中，

淡水，そして海水域にまで求めた多様な生態を示す興味深い一群でもある．  

 茨城県でのカメムシ目に関する研究は，ヒメハルゼミ Euterpnosia chibensis が国指定の天然記念物に指定されたことなどか

ら，セミ類の研究が活発に行われた記録が残るが，セミ科以外のカメムシ目に関する報告は散見される程度であった．しか

し，近年，カメムシ類の充実した図鑑が発刊されるようになったことや外来種の侵入が著しいことから，関心を向ける同好

者が増えているように思える．ここでは，これまでに本県で記録された，アブラムシ科を除く 70科 576種を掲載するが，今

後一層カメムシ相が解明されることを期待する．本目録中、頚吻亜目のセミ科は高瀬・寺田が，カメムシ亜目のタイコウチ

科とミズムシ科、コバンムシ科、ナベブタムシ科、マツモムシ科，マルミズムシ科，ミズカメムシ科，ミズギワカメムシ科

は山崎が，イトアメンボ科とケシミズカメムシ科，カタビロアメンボ科，アメンボ科は髙橋が，コオイムシ科は髙橋・山崎

が，その他は成田が執筆した． 

 なお，3亜目の分類体系及び科の配列，和名，学名等については，上述の『日本昆虫目録 第4巻』によった． 

 

目 録 

 

コナジラミ科 Family Aleyrodidae 

 

1．ミカンコナジラミ (ミカンノコナジラミ) 

 Dialeurodes citri (Ashmead, 1885)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

2．イチゴコナジラミ 

 Trialeurodes packardi (Morrill, 1903) 

既報：【県西】下館市 布川 (茨城県植物防疫協会, 1976). 

 

3．オンシツコナジラミ 

 Trialeurodes vaporariorum (Westwood, 1856) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

フサカイガラムシ科 Family Asterolecaniidae 

 

1．ナラフサカイガラムシ (カシフサカイガラムシ) 

 Asterodiaspis japonica (Cockerell, 1900) 

既報：茨城県 (岸, 1987). 

 

2．シイフサカイガラムシ 

 Neoasterodiaspis pasaniae (Kuwana et Cockerell, 1909) 

既報：茨城県 (岸, 1987). 

 

カタカイガラムシ科 Family Coccidae 

 

1．ツノロウムシ (ツノロウカイガラムシ) 

 Ceroplastes ceriferus (Fabricius, 1798) 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974 ; 岸, 1987) ;【県南】牛久市 

結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

2．カメノコロウムシ (カメノコロウカイガラムシ)  

 Ceroplastes japonicus (Green, 1921) 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974 ;  河合, 1980 ;  岸,  1987) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

3．ルビーロウムシ (ルビーロウカイガラムシ, ルビーカイガ

ラムシ) Ceroplastes rubens Maskell, 1893 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974 ;  河合, 1980 ;  岸, 1987). 

 

4．タマカタカイガラムシ 

 Eulecanium kunoense (kuwana, 1907) 

既報：茨城県 (岸, 1987). 
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5．ツバキワタカイガラムシ 

 Leptopulvinaria kawaii Tanaka et Amano, 2008 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974). 

 

6．フカヤカタカイガラムシ (ヤマトワタカイガラムシ) 

 Protopulvinaria fukayai (Kuwana, 1909) 

既報：茨城県 (河合, 1980). 

 

7．ミカンワタカイガラムシ (カメノコカイガラムシ) 

 Pulvinaria aurantii Cockerell, 1896 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974). 

 

8．ヒモワタカイガラムシ 

 Takahashia japonica (Cockerell, 1896) 

既報：茨城県 (岸, 1987) ;【県南】つくば市 遠東 (今井, 2017). 

 

マルカイガラムシ科 Family Diaspididae 

 

1．マキアカマルカイガラムシ 

 Aonidiella taxus Leonardi, 1906 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974). 

 

2．スギマルカイガラムシ 

 Aspidiotus cryptomeriae Kuwana, 1902 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974 ; 岸, 1987). 

 

3．トビイロマルカイガラムシ 

 Chrysomphalus bifasciculatus Ferris, 1938 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974). 

 

4．ナシマルカイガラムシ 

 Comstockaspis perniciosa (Comstock, 1881) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

5．ビャクシンコノハカイガラムシ 

 Fiorinia pinicola Maskell, 1897 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974 ; 岸,  1987). 

 

6．マツカキカイガラムシ (マツノカキカイガラモドキ) 

 Lepidosaphes pini (Maskell, 1897) 

 既報：(海老根・岸, 1974 ; 岸,  1987). 

 

7．チャノマルカイガラムシ 

 Pseudaonidia paeoniae (Cockerell, 1899) 

既報：茨城県 (岸, 1987). 

 

     

種数 担当者

1 コナジラミ 3 成田

2 フサカイガラムシ 2 成田

3 カタカイガラムシ 8 成田

4 マルカイガラムシ 10 成田

5 フクロカイガラムシ 1 成田

6 ニセタマカイガラムシ 1 成田

7 マツモグリカイガラムシ 1 成田

8 ワタフキカイガラムシ 3 成田

9 コナカイガラムシ 4 成田

10 キジラミ 13 成田

11 トガリキジラミ 2 成田

小計 48

1 セミ 13 高瀬・寺田

2 コガシラアワフキ 1 成田

3 アワフキムシ 15 成田

4 トゲアワフキムシ 1 成田

5 ツノゼミ 5 成田

6 ヨコバイ 59 成田

7 ヒシウンカ 3 成田

8 ウンカ 15 成田

9 シマウンカ 1 成田

10 ハネナガウンカ 2 成田

11 コガシラウンカ 3 成田

12 アリヅカウンカ 1 成田

13 テングスケバ 1 成田

14 グンバイウンカ 1 成田

15 マルウンカ 1 成田

16 アオバハゴロモ 3 成田

17 ハゴロモ 3 成田

小計 128

カメムシ亜目  Heteroptera

1 クビナガカメムシ 1 成田

2 タイコウチ 3 山崎

3 コオイムシ 3 髙橋・山崎

4 ミズムシ 12 山崎

5 コバンムシ 1 山崎

6 ナベブタムシ 1 山崎

7 マツモムシ 2 山崎

8 マルミズムシ 2 山崎

9 ミズカメムシ 5 山崎

10 イトアメンボ 3 髙橋

11 ケシミズカメムシ 2 髙橋

12 カタビロアメンボ 7 髙橋

13 アメンボ 13 髙橋

14 ミズギワカメムシ 8 山崎

15 フタガタカメムシ 1 成田

16 カスミカメムシ 75 成田

17 ハナカメムシ 11 成田

18 グンバイムシ 17 成田

19 マキバサシガメ 8 成田

20 サシガメ 31 成田

21 ヒラタカメムシ 16 成田

22 ヒゲナガカメムシ 3 成田

23 ヒョウタンナガカメムシ 30 成田

24 オオメナガカメムシ 2 成田

25 コバネナガカメムシ 5 成田

26 マダラナガカメムシ 13 成田

27 ヒメヒラタナガカメムシ 3 成田

28 ホソメダカナガカメムシ 1 成田

29 メダカナガカメムシ 1 成田

30 イトカメムシ 2 成田

31 オオホシカメムシ 2 成田

32 ホシカメムシ 2 成田

33 ホソヘリカメムシ 5 成田

34 ヒメヘリカメムシ 3 成田

35 ヘリカメムシ 16 成田

36 クヌギカメムシ 4 成田

37 マルカメムシ 4 成田

38 ツチカメムシ 13 成田

39 キンカメムシ 3 成田

40 ノコギリカメムシ 1 成田

41 カメムシ 47 成田

42 ツノカメムシ 18 成田

小計 400

　 合計 576

表．茨城県産カメムシ目昆虫（アブラムシ科除く）の

　　科別種数と執筆担当者

腹吻亜目   Sternorrhyncha

科名

 頸吻亜目   Auchenorrhyncha
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8．クワシロカイガラムシ (クワノカイガラムシ) 

 Pseudaulacaspis pentagona (Targioni-Tozzetti, 1886) 

既報：茨城県 (岸, 1987).  

 

9．ウメシロカイガラムシ 

 Pseudaulacaspis prunicola (Maskell, 1895) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

10．ヤノネカイガラムシ (ヤノネナガカイガラムシ) 

 Unaspis yanonensis (Kuwana, 1923) 

既報：【県西】真壁町 酒寄 (奥代・是永, 1966). 

 

フクロカイガラムシ科 Family Eriococcidae 

 

1．サルスベリフクロカイガラムシ 

 Acanthococcus lagerstroemiae (Kuwana, 1907) 

既報：茨城県 (岸, 1987). 

 

ニセタマカイガラムシ科 Family Lecanodiaspididae 

 

1．カシニセタマカイガラムシ 

 Psoraleococcus quercus (Cockerell, 1896) 

既報：茨城県 (岸, 1987). 

 

マツモグリカイガラムシ科 Family Matsucoccidae 

 

1．マツモグリカイガラムシ 

 Matsucoccus matsumurae (Kuwana, 1905) 

 既報：茨城県 (岸, 1987). 

 

ワタフキカイガラムシ科 Family Monophlebidae 

 

1．オオワラジカイガラムシ 

 Drosicha corpulenta (kuwana, 1902) 

 

既報：【県央】水戸市 双葉台 (今井, 2017). 

 

2．マツワラジカイガラムシ 

 Drosicha pinicola (Kuwana, 1922) 

既報：茨城県 (岸, 1987). 

 

3．イセリアカイガラムシ (ワタフキカイガラムシ) 

 Icerya purchasi (Maskell, 1879) 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974 ; 岸,  1987) ; 海老根・岸, 1974 ; 

岸, 1987). 

 

コナカイガラムシ科 Family Pseudococcidae 

 

1．スギヒメコナカイガラムシ (ヒバノコナカイガラムシ) 

 Atrococcus flavidus (Kanda, 1935) 

既報：茨城県 (岸, 1987). 

 

2．マツコナカイガラムシ Crisicoccus pini (Kuwana, 1902) 

既報：茨城県 (海老根・岸, 1974). 

 

3．ミカンコナカイガラムシ Planococcus citri (Risso, 1813) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

4．クワコナカイガラムシ 

 Pseudococcus comstocki (Kuwana, 1902) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

キジラミ科 Family Psyllidae 

 

1．クワキジラミ Anomoneura mori Schwarz, 1896   

既報：【県北】里美村 岡見／御前山村 相川 (成田, 1992a) ;

【県央】水戸市 双葉台 (今井, 2017) ;【県南】筑波山 (成田, 

1992a) ; 牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

2．トドキジラミ (トドマツキジラミ, マエジロキジラミ) 

 Cacopsylla abieti (Kuwayama, 1908) 

既報：【県北】里美村 岡見／北茨城市 関本町一軒家 (成田, 

1992a). 

 

3．ホオジロキジラミ Cacopsylla albigena (Miyatake, 1964) 

既報：【県北】里美村 岡見／御前山村 相川 (成田, 1992a). 

 

4．シロスジキジラミ 

 Cacopsylla albovenosa (Kuwayama, 1908) 

既報：【県北】里美村 岡見 (成田, 1992a). 

 

5．ベニキジラミ Cacopsylla coccinea (Kuwayama, 1908) 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

6．ヤツデキジラミ Cacopsylla fatsiae (Jensen, 1957) 

新規：【県北】3exs., 31. X. 2023., 日立市 伊師浜, 成田行弘. 

 

7．ハコネキジラミ (アケビマダラキジラミ)  

 Cacopsylla hakonensis (Kuwayama, 1908) 

既報：【県北】里美村 里美牧場／大子町 男体山／北茨城

市 関本町亀谷地／御前山村 相川 (成田, 1992a). 

 

8．カエデキジラミ Cacopsylla japonica (Kuwayama, 1955) 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

9．ナシキジラミ Cacopsylla pyrisuga (Foerster, 1848) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

10．ミズキクロスジキジラミ (クロスジキジラミ) 

 Cacopsylla nopeunsanicola (Kwon, 1983) 



成田行弘ほか 
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既報：【県北】里美村 里美牧場, 里美村 岡見／大子町 男体

山, 大子町八溝山 (成田, 1992a). 

 

11．トベラキジラミ Cacopsylla tobirae (Miyatake, 1964) 

既報：茨城県 (岸, 1974). 

 

12．ハンノキキジラミ (ハンノキジラミ) 

 Psylla alni (Linnaeus, 1758) 

既報：【県北】大子町 八溝山 (成田, 1992a). 

 

13．ウワミズザクラキジラミ 

 Psylla morimotoi Miyartake, 1963 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

トガリキジラミ科 Family Triozidae 

 

1．クストガリキジラミ Trioza camphorae Sasaki, 1910 

既報：茨城県 (岸, 1987). 

 

2．クロトガリキジラミ Trioza nigra Kuwayama, 1910 

既報：【県北】大子町 男体山／北茨城市 関本町亀谷地 (成

田, 1992a). 

 

セミ科 Family Cicadidae 

 

 セミ類の分布確認においては，その鳴き声による判断に

よることが少なくない．そのため，林道や稜線の踏査によ

る調査においては，「県北」「県央」，あるいは，「県

央」「県南」「県西」のいずれかに区分することが困難な

場合があるため，「※」による但し書きを付している． 

 

1．ニイニイゼミ Platypleura kaempferi (Fabricius, 1794) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県

北】北茨城市 関本町小川 定波 (沼田, 1974) ;【県央】水戸

市 (沼田, 1974) ; 北山内村 (現笠間市) 片庭 八幡社 (岸田, 

1930 ; 加藤, 1940) ; 笠間市 片庭 八幡社 (小菅, 1980d, 1981a) ; 北

山内村 (現笠間市) 片庭 楞厳寺 (加藤･堀江, 1930) ; 笠間市 片

庭 八幡社 (小菅, 1980d, 1981a) ; 笠間市 笠間 佐白山 (小菅, 

1980d) ;【県南】小桜村 (現石岡市) 菖蒲沢 (枝, 1954) ; 筑波

町 筑波 筑波山 (岸田, 1929 ; 高山･畠山, 1929 ; 加藤, 1932 ; 小

菅, 1975, 1980d, 1981a) ; つくば市 筑波 (小菅, 1998) ; 土浦市 国

分町 (林, 1991) ; 江戸崎町 (林, 1991) ; 藤代町 (林, 1991) ; 龍ケ

崎市 佐貫町 (林, 1991) ; 伊奈町 (林, 1991) ;【県西】水海道町 

(鈴木, 1949) ; 下妻市 (林, 1991). 

 

2．コエゾゼミ Auritibicen bihamatus (Motschulsky, 1861) 

既報： 茨城県 (小菅, 1980d, 1981a) ;【県北】大子町 上野宮 

八溝山 山頂付近 (沼田1974 ; 小菅1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 

1995b) ; 大子町 上野宮 八溝山 日輪寺付近 (小菅 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b). 

※ 棲息地は八溝山だけだが，3か所記載 (山頂付近, 日輪

寺付近, 沼ノ平)． 

 

3．アカエゾゼミ Auritibicen flammatus (Distant, 1892) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県

北】黒沢村 (現大子町) 上野宮 八溝山 (關*, 1934a ; 山崎*, 

1953) ; 大子町上野宮 八溝山 (林, 1981) ; 上小川村 (現大子町) 

頃藤 男体山 (關*, 1934a) ; 多賀郡 山中 (關*, 1934a) ; 北茨城市 

関本町小川 定波 (沼田, 1974 ; 小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 

1985, 1995b) ; 北茨城市  関本町小川 亀谷地 (沼田, 1974 ; 小

菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 北茨城市 関本町小川 

和尚山 (林, 1989) ; 北茨城市 華川町花園 (沼田, 1974 ; 小菅, 

1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 高萩市 上君田  滝倉湿原 

(茨城県, 1985, 1995b) ;【県央】御前山村 御前山 (山崎*, 

1953) ; 笠間市 福原 吾国山 (寺田, 2020) ;【県南】石岡市 大

塚 吾国山 (寺田, 2020) ; 石岡市 大増 燕山 (寺田, 2020) ; 恋瀬

村 (現石岡市) 大塚 加波山 (關*, 1934a ; 山崎*, 1953) ; 筑波町 

筑波 筑波山 (加藤, 1932, 關*, 1934a ; 山崎*, 1953 ; 小菅, 1975 ; 

小菅, 1981a, 1985) ; つくば市 筑波 筑波山 (茨城県, 1995b, ; 小

菅, 1998) ;【県西】樺穂村 (現桜川市) 長岡 加波山 (關*, 

1934a ; 山崎*, 1953) ; 桜川市 木植 燕山 (寺田, 2020). 

新規：【県南】1♀脱皮殻, 5. Ⅸ,  2021, 石岡市 大塚 加波山, 

寺田. 

※  (關*, 1934a) (山崎*, 1953)に関しては，エゾゼミ･アカエ

ゾゼミの両種併記で，2種を区別せず記載． 

※ 吾国山の記録は県央ブロック，県南ブロックに重複

記載． 

※ 加波山の記録は県南ブロック，県西ブロックに重複

記載． 

 

4．エゾゼミ Auritibicen japonicus (Kato, 1925) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県

北】黒沢村 (現大子町) 上野宮 八溝山 (關*, 1934a ; 山崎*, 

1953) ; 大子町上野宮 八溝山 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 

1985, 1995b) ; 大子町 上野宮 花瓶山 (茨城県, 1985, 1995b) ; 上

小川村 (現大子町) 頃藤 男体山 (關*, 1934a) ; 大子町 頃藤 男

体山 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 多賀郡 山中 

(關*, 1934a) ; 北茨城市 関本町小川 定波 (沼田, 1974 ; 小菅, 

1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 北茨城市 関本町小川 亀

谷地 (茨城県, 1995b) ; 北茨城市 華川町花園 (沼田, 1974 ; 小

菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 高萩市 中戸川 花貫渓

谷 (小菅, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 高萩市 中戸川 土岳 (茨

城県, 1985, 1995b) ; 里美村 里川岡見 (沼田, 1974 ; 小菅, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ;  里美村 里川 里美牧場 (茨城県, 

1985, 1995b) ; 金砂郷村 上宮河内 西金砂山 (小菅, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985) ; 金砂郷町 上宮河内 西金砂山 (茨城県, 

1995b) ; 美和村 鷲子 鷲子山 (茨城県, 1995) ; 【県央】御前山

村 御前山 (山崎*, 1953) ; 笠間市 福原 吾国山 (茨城県, 1985, 

1995b) ; 岩間町上郷 難台山 (茨城県, 1995b) ;【県南】八郷町 

中戸 難台山 (茨城県, 1995b) ; 恋瀬村 (現石岡市) 大塚 加波
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山 (關*, 1934a ; 山崎*, 1953) ; 八郷町 大塚 加波山 (小菅, 1980d, 

1998) ; 筑波町 筑波 筑波山 (岸田, 1929 ; 高山･畠山, 1929 ; 加

藤1932 ; 關*, 1934a ; 山崎*, 1953 ; 小菅, 1975, 1980d, 1981a ; 茨

城県, 1985) ; つくば市 筑波 筑波山 (茨城県, 1995b, ; 小菅, 

1998 ) ; 守谷町 (久松, 1998) ; つくばみらい市 青古新田 (久

松, 2008b) ;【県西】樺穂村 (現桜川市)長岡 加波山 (關*, 

1934a ; 山崎*, 1953) ; 真壁町長岡 加波山 (小菅, 1980d, 1981a ; 

茨城県, 1985, 1995b). 

※ (關*, 1934a) (山崎*, 1953)に関しては，エゾゼミ･アカエ

ゾゼミの両種併記で，2種を区別せず記載． 

※ (山崎*, 1953)による東茨城郡御前山村は，旧桂村との

関連で県央ブロックに記載． 

※ 吾国山，難台山の記録は県央ブロック，県南ブロッ

クに重複記載． 

※ 筑波稜線 (燕山，加波山，足尾山，きのこ山など) の

記録は，県南ブロック，県西ブロックに重複記載． 

 

5．クマゼミ Cryptotympana facialis (Walker, 1858) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 広瀬, 1976 ; 日置･広瀬, 

1977 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県北】北茨城市 中郷町 (井上, 

2004) ; 日立市 (清水, 1998) ; 常陸太田市 稲木町 (久松ほか, 

2005) ;【県央】水戸市 (小菅, 1980d, 1981a ; 成田･小林, 1995 ; 

渡辺, 2009 ; 渡辺, 2014) ; 勝田市 (今井, 1968) ; 勝田市 東石川 

(小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985) ; ひたちなか市 稲田 (加藤, 

2004) ; ひたちなか市 市毛 (成田･久松, 2012 ; 高橋, 2013) ; 美

野里町堅倉 (久松, 2003) ;【県南】八郷町 菖蒲沢 (久松, 

2003) ; つくば市 (後藤, 1991 ; 植村, 1997 ; 久松, 1999) ; つくば

市 金田 (久松, 2003) ; つくば市 竹園二丁目 (久松ほか, 2005) ; 

茎崎町 松の里 (井上, 2002) ; つくば市 松の里 (久松ほか, 

2005) ; つくば市 並木二丁目 (井上, 2002 ; 久松ほか, 2005) ; つ

くば市 古来 (久松, 2009 ; 成田･久松, 2009) ; つくば市 吉沼 

(飯島, 2022) ; 土浦市 中央一丁目 (久松, 1999) ; 土浦市 霞ヶ

丘町 (久松, 2001) ; 牛久市 猪子町 (久松ほか, 2005) ; 牛久市 

神谷三丁目 (久松ほか, 2005) ; 牛久市 中央一丁目 (久松ほ

か, 2005) ; 江戸崎町 (關, 1934a) ; 江戸崎町 大宿 (山崎, 1953 ; 

小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985 ; 林, 1991) ; 取手市 下高井 (久

松, 2003) ; 取手市 藤代 (石塚ほか, 2008 ; 久松, 2008a, 2009 ; 成

田･久松, 2009 ; 成田･久松, 2012) ; 取手市 井野台 (久松, 2009) ; 

取手市 (有賀, 2018 ; 染谷･渡辺, 2019) ; 守谷市 (大久保, 2001 ; 

久松, 2009) ; 利根町 布川 (茨城県, 1985) ;【県西】明野町 村

田 (久松, 2003) ; 明野町 桑山 (久松ほか, 2005) ; 水海道町 (鈴

木, 1949) ; 水海道市 (小菅, 1980d, 1981a) ; 水海道市 宝 (小菅, 

1980d, 1981a ; 茨城県, 1985) ; 水海道市 栄 (小菅, 1980d, 1981a ; 

茨城県, 1985) ; 水海道市 高野町 (久松, 2003) ; 水海道市 山田

町 (久松, 2003) ; 常総市 水海道元町 (久松, 2009 ; 成田･久松, 

2009) ; 常総市 坂手町 (久松, 2009 ; 成田･久松, 2009) ; 岩井市 

鵠戸 (久松, 2003) ;【鹿行】鹿島町 (小菅, 1980d, 1981a). 

 

6．アブラゼミ Graptopsaltria nigrofuscata (Motschulsky, 1866) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県

北】【県央】水戸市 (林, 1989) ; 北山内村 (現笠間市) 片庭 

八幡社 (岸田, 1930) ; 笠間市 片庭 八幡社 (小菅, 1980d, 1981a) ; 

北山内村 (現笠間市) 片庭 楞厳寺 (加藤･堀江, 1930) ; 大洗町 

(桜井, 2001) ;【県南】小桜村 (現石岡市) 菖蒲沢 (枝, 1954) ; 

筑波町 筑波 筑波山 (岸田, 1929 ; 高山･畠山, 1929 ; 加藤, 

1932 ; 小菅, 1975, 1980d, 1981a ; 林, 1989) ; つくば市 筑波 (小

菅, 1998) ; つくば市 沼田 (林, 1989) ;【県西】水海道町 (鈴

木, 1949). 

 

7．ヒメハルゼミ 

 Euterpnosia chibensis Matsumura, 1917 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 広瀬, 1975b, 日置･広瀬, 

1977; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県央】北山内村 (現笠間市) 片庭 

八幡社 (岸田, 1930 ; 加藤･堀江, 1930 ; 關, 1930a, 1930b, 1934a, 

1934b, 1937, 1938 ; 堀江, 1931, 1934 ; 佐藤, 1934 ; 野原, 1935 ; 高

島, 1938, 1954 ; 加藤, 1940 ; 小林, 1944 ; 山崎, 1953) ; 笠間市 片

庭 八幡社 (小菅, 1977a, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b ; 林, 

1990a) ; 北山内村 (現笠間市) 片庭 楞厳寺 (加藤･堀江, 1930 ; 

關, 1930a, 1930b, 1934a, 1934b, 1937, 1938 ; 堀江, 1931, 1934 ; 佐

藤, 1934 ; 高島, 1938, 1954 ; 小林, 1944 ; 山崎, 1953) ; 笠間市 片

庭 楞厳寺 (小菅, 1977a, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 笠

間市 片庭 (小菅, 1973 ; 沼田, 1974 ; 鈴木･小菅, 1975 ; 広瀬, 

1975a ; 小菅, 1976a, 1978, 1981b, 1982) ;【県南】小桜村 (現石

岡市) 菖蒲沢 (關, 1935, 1936 ; 山崎, 1953 ; 枝, 1954) ; 八郷町 菖

蒲沢 (読売新聞, 1975 ; 小菅, 1977a, 1980d, 1981a, 1998 ; 茨城県, 

1985, 1995b) ; 葦穂村 (現石岡市) 小山田 (關, 1936 ; 山崎, 1953) ; 

八郷町 小山田 (読売新聞, 1975 ; 小菅, 1977a, 1980d, 1981a, 

1998 ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 石岡市 小山田 (茨城県, 1985, 

1995b) ; 八郷町 (鈴木･小菅, 1975 ; 小菅, 1976b, 1980d, 1981b). 

 

8．ツクツクボウシ Meimuna opalifera (Walker, 1850) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県

北】大子町 上野宮 八溝山 (沼田, 1974) ; 大子町 頃藤 男体

山 (沼田, 1974) ; 北茨城市 華川町 花園 (沼田, 1974) ; 里美村 

(沼田, 1974) ;【県央】水戸市 (林, 1992) ; 北山内村 (現笠間

市) 片庭 楞厳寺 (加藤･堀江, 1930) ;【県南】筑波町 筑波 筑

波山 (加藤, 1932 ; 小菅, 1975) ; つくば市 筑波 筑波山 (小菅, 

1998) ; つくば市 筑波 筑波神社 (林, 1992) ; つくば市 筑波 筑

波山麓 (林, 1992) ; 恋瀬村 (現石岡市) 小見 (林, 1992) ; 土浦市 

国分町 (林, 1992) ; 江戸崎町 (林, 1992) ; 牛久市 (林, 1992) ;【県

西】水海道町 (鈴木, 1949). 

 

9．ヒグラシ Tanna japonensis (Distant, 1892)  

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県

北】北茨城市 華川町花園 (林, 1990a) ; 里美村 里川 岡見 (林, 

1990a) ;【県央】北山内村 (現笠間市) 片庭 八幡社 (岸田, 

1930) ; 笠間市 片庭 八幡社 (小菅, 1980d, 1981a) ; 北山内村 (現

笠間市) 片庭 楞厳寺 (加藤･堀江, 1930) ; 笠間市 片庭 楞厳寺 

(小菅, 1980d) ;【県南】小桜村 (現石岡市) 菖蒲沢 (枝, 1954) ; 

八郷町 (林, 1990a) ; 筑波町 筑波 筑波山 (岸田, 1929 ; 加藤
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1932 ; 小菅, 1975, 1980d, 1981a) ; つくば市 筑波 筑波山 (小菅, 

1998) ; 筑波町 筑波 筑波神社 (林, 1990a) ; 土浦市 国分町 (林, 

1990a) ; 牛久市 (林, 1990a) ;【県西】水海道町 (鈴木, 1949). 

 

10．エゾハルゼミ 

 Yezoterpnosia nigricosta (Motschulsky, 1866) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県

北】黒沢村 上野宮 八溝山 (關, 1934a) ; 大子町上野宮 八溝

山 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b ; 大子町 上野宮 花

瓶山 (茨城県, 1985, 1995b) ; 大子町 上野宮 高笹山 (茨城県, 

1995b) ; 北茨城市 花園 (沼田, 1974 ; 小菅, 1980d, 1981a) ; 北茨

城市 関本町小川 定波 (茨城県, 1995b) ; 北茨城市 華川町花

園 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 里美村 里川岡見 

(小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ;【県南】筑波町 筑

波 筑波山 (加藤, 1931, 1932 ; 關, 1934a, 1937 ; 小菅, 1975, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985) ; つくば市 筑波 筑波山 (茨城県, 1995b ; 

小菅, 1998) ; 小幡村 十三塚 (關, 1934a) ; 八郷町 小幡 十三塚 

(小菅, 1980d, 1981a, 1998) ; 恋瀬村 (現石岡市) 大塚 加波山 

(關, 1934a) ; 八郷町 大塚 加波山 (小菅, 1980d, 1981a, 1998 ; 茨

城県, 1985, 1995b) ;【県西】樺穂村 (現桜川市) 長岡 加波山 

(關, 1934a) ; 真壁町 長岡 加波山 (小菅1980d, 1981a, 1998 ; 茨

城県, 1985, 1995b). 

※ 加波山の記録は県南ブロック，県西ブロックに重複

記載． 

 

11．ハルゼミ Yezoterpnosia vacua (Olivier, 1790) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1977b, 1980d, 1981a) ;

【県北】北茨城市 華川町花園 (小菅, 1980d, 1981a) ;【県

央】那珂郡中野村? (關, 1934a) ; 桂村赤沢 御前山 (小菅, 

1980d, 1981a ; 茨城県, 1985 ; 茨城県, 1995b) ;【県南】南部諸

郡 (關, 1934a) ; 八郷町 仏生寺 (小菅, 1980d, 1981a, 1998 ; 茨城

県, 1985, 1995) ; 八郷町 柴内 (小菅, 1980d, 1981a, 1998 ; 茨城県, 

1985, 1995b) ; 筑波山 (加藤, 1932疑問 ; 小菅, 1998) ; 筑波町 筑

波 宮脇 (茨城県, 1985) ; つくば市 筑波 宮脇 (茨城県, 1995b) ; 

つくば市 神郡 風返峠 (茨城県, 1995b) ; 筑波町 山口 不動峠 

(小菅, 1980d, 1981a, 1985) ; つくば市 山口 不動峠 (茨城県, 

1995b ; 小菅, 1998) ; 筑波町 大形 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 

1985) ; つくば市 大形 (茨城県, 1995b ; 小菅, 1998) ; つくば市 

小田 (茨城県, 1995b) ; つくば市 遠東 (茨城県, 1995b) ; つくば

市 鬼ケ窪 (森田, 2021) ; つくば市 臼井 筑波ふれあいの里 

(森田, 2021) ; 茎崎町 (林, 1990a) ; 新治村 東城寺 (小菅, 1980d, 

1981a, 1998 ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 新治村 大志戸 (小菅, 1980d, 

1981a, 1998 ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 土浦市 宍塚 (小菅, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 土浦市 大岩田 (茨城県, 1985) ; 阿

見町 阿見 茨大 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 阿

見町 阿見 立の越 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 

阿見町 飯倉 (森田, 2021) ; 江戸崎町 江戸崎 (茨城県, 1985) ; 

江戸崎町 椎塚 (茨城県, 1985, 1995b) ; 桜川村 飯出 (茨城県, 

1985) ; 新利根町 小野 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 

1995b) ; 新利根町 狸穴 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 

1995b) ; 龍ケ崎市 若柴町 蛇沼 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 

1985, 1995b) ; 伊奈村  (現つくばみらい市) 山王新田 (小菅, 

1980d, 1981a) ; 伊奈町 (現つくばみらい市) 山王新田 (茨城

県, 1985, 1995b) ; 取手市 小文間 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 

1985, 1995b) ;【県西】岩瀬町 富谷 富谷山 (小菅, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 岩瀬町下泉 上野沼 (小菅, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 岩瀬町 上城 (小菅, 1980d, 1981a) ; 

岩瀬町 堤上 (茨城県, 1995b) ; 真壁町 桜井 伝正寺 (小菅, 

1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 桜川市 真壁町桜井 伝正

寺 (小菅, 1998) ; 大和村 高森 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 

1995b) ; 結城市 結城 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985) ; 下妻

市 西山 (小菅, 1980d, 1981a) ; 総和町 下大野 (小菅, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 総和町 駒羽根 (茨城県, 1985, 

1995b) ; 水海道町 (鈴木, 1949) ; 水海道市 豊岡町 (小菅, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b). 

※ 旧東茨城郡御前山村の記録  (現常陸大宮市=県北ブロ

ック)は，旧桂村との関連で県央ブロックに記載． 

※ 桜川市の旧西茨城郡岩瀬町は，合併以前 (2005年まで

県央ブロック) の記録も県西ブロックに記載． 

 

12．ミンミンゼミ Hyalessa maculaticollis (Motschulsky, 1866) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県

北】大子町 頃藤 男体山 (林, 1990a) ;【県央】水戸市 (林, 

1990a) ; 北山内村 (現笠間市) 片庭 楞厳寺 (加藤･堀江, 1930) ;

【県南】筑波町 筑波 筑波山 (加藤, 1932) ; つくば市 筑波 

筑波山 (林, 1990a ; 小菅, 1975, 1998) ; つくば市 沼田町 (林, 

1990a) ;【県西】水海道町 (鈴木, 1949) ;【鹿行】玉造町 (林, 

1990a). 

 

13．チッチゼミ  Kosemia radiator (Uhler, 1896) 

既報：茨城県 (關, 1934a ; 日置, 1973 ; 小菅, 1980d, 1981a) ;【県

北】久慈多賀山中 (關, 1934a) ; 大子町 上野宮 八溝山 (小菅, 

1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 大子町 頃藤 男体山 (關, 

1934a ; 小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 大子町 池田 

(小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 北茨城市 花園 (小

菅, 1980d, 1981a ; 林, 1992) ; 北茨城市 関本町小川 定波 (茨城

県, 1995b) ; 北茨城市 関本町小川 亀谷地 (茨城県, 1995b) ; 北

茨城市 華川町花園 (茨城県, 1985, 1995b) ; 高萩市 下君田 (茨

城県, 1995b) ; 里美村 (小菅, 1980d, 1981a) ; 里美村 里川岡見 

(林, 1992) ; 里美村 里川 里美牧場 (茨城県, 1995b) ; 里美村 小

菅 (小菅, 1980d, 1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 水府村 下高倉 

(小菅, 1980d ; 茨城県) ;【県央】御前山 (關, 1934a) ; 御前山村 

御前山 (小菅, 1980d, 1981a) ; 御前山村 檜山 (小菅, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 御前山村 相川 (小菅, 1980d, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 桂村 孫根 (茨城県, 1985, 1995b) ; 

桂村 赤沢 (茨城県, 1985, 1995b) ; 七会村下赤沢 鶏足山 (小菅, 

1981a ; 茨城県, 1985, 1995b) ; 笠間市 寺崎 (茨城県, 1995b). 

※ 旧東茨城郡御前山村の記録 (現常陸大宮市=県北ブロ

ック) は，旧桂村との関連で県央ブロックに記載． 
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コガシラアワフキムシ科 Family Cercopidae 

 

1．コガシラアワフキ Eoscarta assimilis (Uhler, 1896) 

既報：【県北】高萩市 下君田, 高萩市 竪石林道, 高萩市 滝

ノ倉湿原, 高萩市 秋山 (小菅ほか, 1991) ;【県央】美野里町 

部室 (美野里生物の会, 2005). 

 

アワフキムシ科 Family Aphrophoridae 

 

1．マツアワフキ Aphrophora flavipes Uhler, 1896 

既報：【県央】常北町 藤井川ダム (成田, 1992a) ;【県南】牛

久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

2．シロオビアワフキ Aphrophora intermedia Uhler, 1896 

既報：【県北】高萩市 下君田, 高萩市 滝ノ倉湿原, 高萩市 

大金田 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 

1992a) ;【県央】東海村 白方 (東海村の自然調査会, 1994) ; 水

戸市 千波町 (成田, 1992a) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほ

か, 1991). 

 

3．イシダアワフキ Aphrophora ishidae Matsumura, 1903 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 関本町亀谷地 (成

田, 1992a) ;【県北】御前山村 (成田, 1992a). 

 

4．モンキアワフキ (ウスイロアワフキ) 

 Aphrophora major Uhler, 1896 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 関本町亀谷地 (成

田, 1992a). 

 

5．ハマベアワフキ Aphrophora maritima Matsumura, 1903 

既報：【県央】水戸市 千波町 (成田, 1992) ; 美野里町 羽鳥 (美

野里生物の会, 2005) ;【県南】筑波山 (成田, 1992a) ; 牛久市 

結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

6．コガタアワフキ Aphrophora obtusa Matsumura, 1903 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

7．マエキアワフキ Aphrophora pectoralis Matsumura, 1903 

既報：【県北】高萩市 上君田, 高萩市 加老 (小菅ほか, 1991) ; 

北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992) ;【県央】水戸市 千波

町／桂村 那珂川大橋 (成田, 1992a) ; 美野里町 (美野里生物

の会, 2005). 

 

8．ヒメモンキアワフキ Aphrophora rugosa Matsumura, 1903 

既報：【県北】高萩市 加老 (小菅ほか, 1991) ;北茨城市 関本町

亀谷地 (成田, 1992a). 

 

9．ホシアワフキ Aphrophora stictica Matsumura, 1903 

既報：【県北】高萩市 下君田, 高萩市 上君田 (小菅ほか, 

1991) ; 里美村 里美牧場 (成田, 1992a) ;【県央】常北町 藤井

川ダム (成田, 1992a) ; 美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ;

【県南】石岡市 吾国山 (成田, 1992a). 

 

10．クロスジアワフキ Aphrophora vittata Matsumura, 1903 

既報：【県南】つくば市 筑波山 (成田, 1992a). 

 

11．オオアワフキ Aphropsis galloisi (Matsumura, 1940) 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 関本町亀谷地 (成

田, 1992a). 

 

12．マダラアワフキ Awafukia nawae (Matsumura, 1904) 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地／大子町 花瓶山 (成

田, 1992a). 

 

13．オカダアワフキ Lepyronia okadae (Matsumura, 1903) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (成田, 1992a). 

 

14．ミヤマアワフキ 

 Peuceptyelus nigroscutellatus Matsumura, 1904 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 関本町亀谷地／御

前山村 相川 (成田, 1992a). 

 

15．クロフアワフキ 

 Sinophora submacula Metcalf et Horton, 1934 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 関本町亀谷地 (成

田, 1992a). 

 

トゲアワフキムシ科 Family Machaerotidae 

 

1．ムネアカアワフキ Hindoloides bipunctata (Haupt, 1923) 

既報：【県央】美野里町 小岩戸 (美野里生物の会, 2005). 

 

ツノゼミ科 Family Membracidae 

 

1．ツノゼミ Butragulus flavipes (Uhler, 1868) 

既報：【県北】高萩市 下君田, 高萩市 竪石林道, 高萩市 柳沢 

(小菅ほか, 1991) ; 大子町 八溝山 (成田, 1992a). 

 

2．ニトベツノゼミ Centrotus nitobei Matsumura, 1912  

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 定波 (渡辺・染谷, 2020). 

 

3．オビマルツノゼミ Gargara katoi Metcalf et Wade, 1965 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

4．トビイロツノゼミ Machaerotypus sibiricus (Lethierry, 1876) 

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原, 高萩市仙道坂 (小菅ほか, 

1991) ; 大子町 八溝山／北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 

1992a) ;【県央】水戸市 田野町 (成田, 1992a) ;【県南】牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991). 
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5．モジツノゼミ Tsunozemia paradoxa (Lethierry, 1876) 

既報：【県北】北茨城市 関本町 和尚山付近 (成田, 1992a). 

 

ヨコバイ科 Family Cicadellidae 

 

1．シダヨコバイ Austroagallia pteridis (Matsumura, 1955) 

既報：【県北】北茨城市 関本町 和尚山付近 (成田, 1992a) ;

【県央】水戸市 田野町／桂村 赤沢林道 (成田, 1992a). 

 

2．オヌキシダヨコバイ Onukigallia onukii (Matsumura, 1912)  

既報：【県北】高萩市 竪石林道 (小菅ほか, 1991). 

 

3．フタオビハトムネヨコバイ (フタオビホソズキンヨコバ

イ) Macropsis matsumurana China, 1925 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

4．ムナグロズキンヨコバイ 

 Metidiocerus rutilans (Kirschbaum, 1868) 

既報：【県北】北茨城市 関本町 和尚山付近 (成田, 1992a). 

 

5．ズキンヨコバイ Pdulmorinus vitticollis (Matsumura, 1905) 

既報：【県北】高萩市 竪石林道, 高萩市 下君田 (小菅ほか, 

1991). 

 

6．ミミズク Ledra auditura Walker, 1858 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】常北

町 藤井川ダム／桂村 那珂川大橋 (成田, 1992a) ;【県南】石

岡市 吾国山 (成田, 1992a). 

 

7．コミミズク Ledropsis discolor (Uhler, 1896) 

既報：【県北】高萩市 安良川 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸

市 成沢町 (成田, 1992a). 

 

8．ツマグロオオヨコバイ 

 Bothrogonia ferruginea (Fabricius, 1787)  

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原, 高萩市 下君田, 高萩市 大

能, 高萩市 秋山 (小菅ほか, 1991) ;【県央】桂村 赤沢林道／

水戸市 千波町 (成田, 1992a) ; 東海村 白方 (東海村の自然調

査会, 1994) ; 美野里町 竹原中郷 (美野里生物の会, 2005) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

9．オオヨコバイ Cicadella viridis (Linnaeus, 1758) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸

市 千波町／玉里村 (成田, 1992a) ; 美野里町 部室 (美野里生

物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

10．マエジロオオヨコバイ 

 Kolla atramentaria (Motschulsky, 1859) 

既報：【県央】美野里町 竹原 (美野里生物の会, 2005). 

 

11．キスジカンムリヨコバイ 

 Evacanthus interruptus (Linnaeus, 1758) 

既報：【県北】高萩市 大能 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 八溝山

／北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

12．オヌキヨコバイ Onukia onukii Matsumura, 1912 

既報：【県北】高萩市 竪石林道, 高萩市 下君田 (小菅ほか, 

1991). 

 

13．クワキヨコバイ Pagaronia guttigera (Uhler, 1896) 

既報：【県北】高萩市 菅ノ沢 (小菅ほか, 1991). 

 

14．ホソサジヨコバイ Nirvana pallida Melichar, 1903  

既報：【県北】十王町 山部 (成田, 1992a). 

 

15．シロズオオヨコバイ Oniella honestai (Melichar, 1902) 

既報：【県北】高萩市 上君田, 高萩市 竪石林道, 高萩市 上君

田 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

16．ヨモギシロテンヨコバイ 

 Mileewa margheritae Distant, 1908  

既報：【県北】高萩市 大能 (小菅ほか, 1991). 

 

17．ヒメアオズキンヨコバイ 

 Bataraacomorphus diminutus (Matsumura, 1912) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城市 関

本町亀谷地 (成田, 1992);【県央】東海村 (成田, 1992a). 

 

18．セグロアオズキンヨコバイ 

 Trocnadella suturalis (Melichar, 1902) 

既報：【県北】高萩市 竪石林道 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城市 

関本町亀谷地 (成田, 1992). 

 

19．クロサジヨコバイ (シマサジヨコバイ) 

 Planaphrodes nigricans (Matsumura, 1912) 

既報：【県北】高萩市 大能 (小菅ほか, 1991). 

 

20．イネヒラタヨコバイ 

 Stroggylocepharus agrestis (Fallén1806) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 八溝

山 (成田, 1992a). 

 

21．ツマグロヨコバイ Nephotettix cincticeps (Uhler, 1896) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】美野

里町 三箇 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 

(藤村ほか, 1991). 

 

22．イナズマヨコバイ Maiestas dorsalis (Motschulsky, 1859)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 
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23．イネマダラヨコバイ Maiestas oryzae (Matsmura, 1902) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県南】牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

24．シロミャクイチモンジヨコバイ 

 Paramesodes albinervosus (Matsumura, 1902) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

25．アカカスリヨコバイ 

 Balclutha rubrinervis (Matsumura, 1902)  

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

26．フタテンウスバヨコバイ (フタテンヨコバイ) 

 Macrosteles alpinus Zetterstedt, 1828 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

27．ヨツテンウスバヨコバイ (ヨツテンヨコバイ) 

 Macrosteles quadrimaculatus (Matsumura, 1900) 

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原 (小菅ほか, 1991) ;【県南】

牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

28．ヒメフタテンウスバヨコバイ (ヒメフタテンヨコバイ) 

Macrosteles striifrons Manufriev, 1968 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ; 御前山村 相

川 (成田, 1992);【県央】東海村 (成田, 1992a). 

 

29．アライヒシモンヨコバイ Hishimonus araii Okada, 1978 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

30．クロヒラタヨコバイ Penthimia nitida Lehierry, 1876 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

31．ブチミャクヨコバイ 

 Drabescus nigrifemoratus (Matsumura, 1905) 

既報：【県北】高萩市 上君田, 高萩市 下君田 (小菅ほか, 

1991) ; 北茨城市 関本町亀谷地／大子町 八溝山 (成田, 1992a). 

 

32．ニトベブチミャクヨコバイ 

 Drabescus nitobei Matsumura, 1912 

既報：【県北】高萩市 上君田 (小菅ほか, 1991) ; 御前山村 相

川 (成田, 1992a). 

 

33．ウスブチミャクヨコバイ 

 Drabescus pallidus Matsumura, 1912 

既報：【県央】美野里町 竹原中郷 (美野里生物の会, 2005). 

 

34．マエジロヨコバイ Albicostella albicosta (Matsumura, 1914) 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

35．ウスイロヒロヨコバイ 

 Handianus ogikubonis (Matsumura, 1914) 

既報：【県央】美野里町 竹原中郷 (美野里生物の会, 2005). 

 

36．ミドリヒロヨコバイ Laburrus similis Vilbaste, 1965 

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原 (小菅ほか, 1991). 

 

37．コチャイロヨコバイ 

 Matsumurella kogotensis (Matsumura, 1914) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

38．ナカハラヨコバイ 

 Nakaharanus nakaharae (Matsumura, 1914)  

既報：【県北】高萩市 下君田 (奥寺, 2011). 

 

39．リンゴマダラヨコバイ 

 Orienthus isidae (Matsumura, 1902) 

既報：【県北】高萩市 上君田, 高萩市 竪石林道 (小菅ほか, 

1991) ; 北茨城市 関本町亀谷地／大子町 花瓶山 (成田, 1992a). 

 

40．ヒトツメヨコバイ 

 Phlogotettix cuclops (Mulsant et Rey, 1855) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城市 関

本町亀谷地 (成田, 1992a) ;【県央】水戸市 千波町 (成田, 

1992a). 

 

41．シラホシスカシヨコバイ 

 Scaphoideus festivus (Matsumura, 1902) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ; 御前山村 相

川 (成田, 1992a). 

 

42．フタスジトガリヨコバイ 

 Futasujinus candidus (Matsumura, 1914) 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

43．モモグロヨコバイ 

 Paralaevicephalus nigrifemoratusa Ishihara, 1953 

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 

八溝山／里美村 里美牧場 (成田, 1992a) ;【県央】桂村 那珂

川大橋 (成田, 1992a). 

 

44．スナヨコバイ Psammotettix kurilensis Anufriev, 1976 

既報：【県北】高萩市 高戸海岸／十王町 伊師浜海岸 ;【鹿

行】旭村 玉田海水浴場／鉾田町 大竹海岸／大洋村 別所

釜海岸／鹿嶋市 下津海岸／波崎町 波崎砂丘 (井上 堅, 

2003). 

 

45．ベニスジトガリヨコバイ 

 Varta japonica Viraktamath, 1908 

既報：【県南】石岡市 吾国山 (成田, 1992a). 
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46．オナガトガリヨコバイ (トガリヨコバイ) 

 Doratulina producta (Matsumura, 1902) 

既報：【県南】石岡市 吾国山 (成田, 1992a) ;【県央】東海村 

(成田, 1992a). 

 

47．イグチホシヨコバイ 

 Xestocephalus iguchii (Matsumura, 1914) 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 関本町亀谷地 (成

田, 1992a). 

 

48．ホシヨコバイ Xestocephalus japonicus Ishihara, 1961  

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

49．ニッコウホシヨコバイ 

 Xestocephalus nikkoensis Matsumura, 1914 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

50．オビヒメヨコバイ Naratettix zonatus (Matsumura, 1915) 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 関本町亀谷地 (成

田, 1992a) ; 高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県南】石岡市 

吾国山 (成田, 1992a). 

 

51．フタテンヒメヨコバイ Arboridia apicalis (Nawa, 1913) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

52．マダラヒメヨコバイ Diomma pulchra (Matsumura, 1916) 

既報：【県央】東海村 (成田, 1992a). 

 

53．ヨツモンコヒメヨコバイ (ヨツモンヒメヨコバイ) 

 Empoascanara limbata (Matsumura, 1907) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

54．チマダラヒメヨコバイ 

 Tautoneura mori (Matsumura, 1910) 

既報：【県央】水戸市 河和田町 (成田, 1992a). 

 

55．アカヒメヨコバイ Alebroides rubicundus Ishihara, 1953 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城市 関

本町亀谷地 (成田, 1992a). 

 

56．チャノミドリヒメヨコバイ  

 Empoasca onukii Matsuda, 1952 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

57．シロズヒメヨコバイ 

 Aguriahana triangularis (Matsumura, 1932) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

58．ホシヒメヨコバイ 

 Limassolla multipunctata (Matsumura, 1920) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

59．アカシヒメヨコバイ 

 Paracyba akashiensis (Takahashi, 1928) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

ヒシウンカ科  Family Cixiidae 

 

1．ハスオビヒシウンカ Betacixius obliquus Matsumura, 1914 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸

市 酒門町 (成田, 1992a). 

 

2．キガシラヒシウンカ Kubera flaviceps (Matsumura, 1900)  

既報：【県北】高萩市 竪石林道 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 八

溝山／高萩市 下君田／北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 

1992a). 

 

3．ヒシウンカ Pentastiridius apicalis (Uhler, 1868) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

ウンカ科 Family Delphacidae 

 

1．エゾナガウンカ Stenocracranus matsumurai Metcalf, 1943 

既報：【県北】高萩市 竪石林道 (小菅ほか, 1991) ; 里美村 里

美牧場 (成田, 1992a). 

 

2．テラウチウンカ Terauchiana singularis Matsumura, 1915  

既報：【県央】水戸市 酒門町 (成田, 1992a). 

 

3．ホソミドリウンカ 

 Saccharosydne procerus Matsumura, 1910 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

4．ナガラガワウンカ 

 Garaga nagaragawa (Matsumura, 1900) 

既報：【県北】里美村 里美牧場／御前山村 相川 (成田, 

1992a). 

 

5．シロカタウンカ 

 Harmalia sirokata (Matsumura et Ishihara, 1945) 

既報：【県央】常北町 藤井川ダム／桂村 那珂川大橋 (成田, 

1992a). 

 

6．ヒロズウンカ 

 Hirozuunka japonica Matsumura et Ishihara, 1945 

既報：【県央】常北町 藤井川ダム (成田, 1992a). 

 

7．クワヤマウンカ Kakuna kuwayamai Matsumura, 1935 

既報：【県北】高萩市 竪石林道 (小菅ほか, 1991) ;【県央】常
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北町 藤井川ダム (成田, 1992a). 

 

8．ヒメトビウンカ Laodelphax striatellus (Fallén, 1826) 

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原 (小菅ほか, 1991) ;【県央】

水戸市 千波町 (成田, 1992a) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村

ほか, 1991). 

 

9．ホオグロウンカ 

 Leoterthrona nigrigena (Matsumura et Ishihara, 1945)  

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

10．シロウズウンカ 

 Metadelphax propropinquus (Fieber, 1866) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

11．トビイロウンカ Nilaparvata lugens (Stål, 1854) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸

市 千波町 (成田, 1992a) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991). 

 

12．エゾトビウンカ Paradelphacodes paludosus (Flor, 1861) 

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城

市 関本町亀谷地 (成田, 1992a) ;【県央】常北町 藤井川ダム

／水戸市 千波町 (成田, 1992a). 

 

13．セジロウンカ Sogatella furciferai (Horváth , 1899) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城市 関

本町亀谷地 (成田, 1992a) ;【県央】水戸市 千波町／桂村 那

珂川大橋 (成田, 1992a) ; 美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 

2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

14．セスジウンカ Terthron albovittatum (Matsumura, 1900) 

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原 (小菅ほか, 1991) ;【県央】

水戸市 千波町 (成田, 1992a). 

 

15．シロオビウンカ Unkanodes albifascia (Matsumura, 1900)  

既報：【県北】高萩市 竪石林道 (小菅ほか, 1991). 

 

シマウンカ科 Family Meenoplidae 

 

1．シマウンカ Nisia nervosa (Motschulsky, 1863) 

既報：【県央】美野里町 羽刈 (美野里生物の会, 2005). 

 

ハネナガウンカ科 Derbidae 

 

1．アカハネナガウンカ Diostrombus politus Uhler, 1896 

既報：【県央】水戸市 全隈町 (今井, 2017) ; 美野里町 羽鳥 (美

野里生物の会, 2005). 

 

2．マエグロハネナガウンカ 

 Zoraida pterophoroides (Westwood, 1851) 

既報：【県央】桂村 御前山 (成田, 1992a). 

 

コガシラウンカ科 Family Achilidae 

 

1．ウチワコガシラウンカ Catonidia sobrina Uhler, 1896 

既報：【県北】高萩市 竪石林道 (小菅ほか, 1991). 

 

2．ナワコガシラウンカ Errada nawae (Matsumura, 1914) 

既報：【県北】大子町 八溝山 (今井, 2017) ; 高萩市 下君田, 高

萩市 鳥曽根 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 八溝山／北茨城市 関

本町亀谷地／御前山村 相川 (成田, 1992a). 

 

3．スジコガシラウンカ Errada vittata (Stål, 1914) 

既報：【県北】御前山村 相川 (成田, 1992a). 

 

アリヅカウンカ科 Family Tettigometridae 

 

1．アリヅカウンカ Tettigometra bipunctata Matsumura, 1900 

既報：【県央】桂村 御前山 (成田, 1992a). 

 

テングスケバ科 Family Dictyopharidae 

 

1．ミツハシテングスケバ 

 Tenguella mitsuhasii Matsumura, 1910 

既報：【県南】稲敷市 浮島 (成田, 2023). 

 

グンバイウンカ科 Family Tropiduchidae 

 

1．ヒラタグンバイウンカ Ossides lineatus Birman, 1910 

既報：【県央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005). 

 

マルウンカ科 Family Issidae 

 

1．マルウンカ Gergithoides variabilis (Butler, 1875) 

既報：【県北】高萩市 安良川, 高萩市 秋山 (小菅ほか, 1991) ;

【県央】桂村 御前山 (成田, 1992a). 

 

アオバハゴロモ科 Family Flatidae 

 

1．キノカワハゴロモ Atracis formosana Jacobi, 1915  

既報：【県央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ;【県

南】牛久市 (成田, 2023). 

  

2．アオバハゴロモ Geisha distinctissima (Walker, 1858) 

既報：【県央】水戸市 千波町 (成田, 1992a) ; 美野里町 先後 

(美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991). 

 

3．トビイロハゴロモ Mimophantia maritima Matsumura  
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既報：【県央】東海村 豊岡 (成田, 1992a). 

 

ハゴロモ科 Family Ricaniidae 

 

1．スケバハゴロモ Euricania facialis (Walker, 1858) 

既報：【県央】水戸市 千波町 (成田, 1992a) ;【県南】牛久市 

結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

2．ベッコウハゴロモ Orosanga japonicus (Melichar, 1858) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】東海

村 村松 (東海村の自然調査会, 1994) ; 水戸市 千波町 (成田, 

1992a) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

3．アミガサハゴロモ Pochazia albomaculata (Uhler, 1896) 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1992a) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

クビナガカメムシ科 Family Enicocephalidae 

 

1．ヒメクビナガカメムシ 

 Pseudenicocephalus lewisi (Distant, 1903 )  

既報：【県北】常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ;【県

央】美野里町 寺崎 (美野里生物の会, 2005) ／笠間市  岩間

支所前 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 神郡蚕影神

社／土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023) ;【鹿行】旭村 冷

水海岸 (成田, 1991). 

新規：【県北】1ex., 26. VIII. 2017, 常陸太田市 里川町, 成田行

弘. 

 

タイコウチ科 Family Nepidae 

 

日本からは 3属 7種の記録があり，その中の 3種が県内

に分布する．なお，ヒメタイコウチNepa hoffmanni Esaki, 1925

が, 1950年代に菅生沼から記録されているが (広瀬, 1973; 小菅, 

1980a)，これは誤同定に基づくものである可能性が高いと

されているため (堀・佐藤, 1984)，本目録には含めなかっ

た ． 

 

1．タイコウチ Laccotrephes japonensis Scott, 1874 

既報：茨城県 (広瀬, 1973 ; 今井ほか, 1980) ;【県北】高萩市 

下君田 (小菅ほか, 1991) ; 里美村 岡見 (成田, 1992b) ; 水府村 

(福島, 1980) ; 常陸大宮市 御前山 (佐々木, 2022) ;【県央】水                                                                                                                                                        

戸市 常照寺池, 水戸市 七ツ洞 (水戸市, 1990) ; 小美玉市 竹原

中郷 (小美玉生物の会, 2018) ;【県南】阿見町 精進川の下

流 (小菅, 1980b) ; 牛久市 牛久自然観察の森 (牛久市, 1992 ; 榎

本, 1997) ; 守谷町 城跡公園敷地内 (守谷町自然調査会, 1994) ; 

守谷町 守谷, 高野, 鈴塚, 乙子, けやき台, 松ヶ丘 (守谷町自然

調査会, 1998) ; 守谷町 立沢, 大山新田, 北守谷等 (守谷町自然

調査会, 1999) ;【県西】桜川市 大曽根 (早瀬ほか, 2012) ; 岩井

市 菅生沼 (茨城県, 1991) ; (久松・鈴木, 1998) ; 水海道市 (水海

道自然環境調査会, 2003). 

 

2．ミズカマキリ Ranatra chinensis Mayr, 1865 

既報：茨城県 (広瀬, 1973 ; 今井ほか, 1980) ;【県北】水府村 

(福島, 1980) ; 常陸大宮市 御前山 (佐々木, 2022) ;【県央】水

戸射爆場跡地 (茨城県・野村総合研究所, 1978) ; 水戸市 千

波湖 (小倉, 1988) ; 水戸市 酒門町 常照寺池 (成田, 1992c) ; 水

戸市 八幡 (水戸市, 1989) ; 水戸市 大塚池, 水戸市 七ツ洞 (水

戸市, 1990) ; 水戸市 田野川 (水戸市, 1994) ; 小美玉市 部室 (小

美玉生物の会, 2018) ;【県南】阿見町 掛馬の溝, 阿見町 立

ノ越の湿地 (小菅, 1980c) ; 牛久市 牛久自然観察の森 (牛久

市, 1992 ; 榎本, 1997) ; 江戸崎町 (三省堂編集所, 1950) ; 守谷町 

城跡公園敷地内 (守谷町自然調査会, 1994) ; 守谷町 守谷, 高

野, 鈴塚, 乙子, けやき台, 松ヶ丘 (守谷町自然調査会, 1998) ; 

守谷町 立沢, 大山新田, 北守谷等 (守谷町自然調査会, 1999) ;

【県西】桜川市 大曽根 (早瀬ほか, 2012) ; 菅生沼 (茨城県, 

1991) ; (久松・鈴木, 1998) ; 水海道市 (水海道自然環境調査

会, 2003) ;【鹿行】潮来市 釜谷 (内田ほか, 2020a). 

 

3．ヒメミズカマキリ Ranatra unicolor Scott, 1874 

既報：茨城県 (広瀬, 1973) ;【県北】常陸大宮市 御前山 (佐々

木, 2022) ;【県央】水戸射爆場跡地 (茨城県・野村総合研究

所, 1978) ; 水戸市 常照寺池, 水戸市 大塚池, 水戸市 七ツ洞 

(水戸市, 1990) ; 水戸市 木葉下町, 水戸市 酒門町常照寺池 (成

田, 1992c) ; 小美玉市 部室 (小美玉生物の会, 2018) ;【県南】

牛久市 牛久自然観察の森 (牛久市, 1992) ;【鹿行】潮来市 

釜谷 (内田ほか, 2020a). 

 

コオイムシ科 Family Belostomatidae 

 

日本からは 4属 5種の記録があり，その中の 3種が県内

に分布する． 

 

1．コオイムシ Appasus japonicus Vuillefroy, 1864 

既報：茨城県 (広瀬, 1973 ; 今井ほか, 1980) ;【県北】高萩市 

上君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸射爆場跡地 (茨城

県・野村総合研究所, 1978) ; 岩間町 野口池 (成田, 1992c) ; 小

美玉市 部室 (小美玉生物の会, 2018) ;【県南】つくば市ま

たは石岡市 (渡辺ほか, 2019) ; 江戸崎町 (三省堂編集所, 

1950) ;【鹿行】鉾田市 烟田, 鉾田市 烟田鉾田川, 鉾田市 烟

田長茂川／行方市 小貫, 行方市 吉川大円寺川, 行方市 吉川

／神栖市 南浜 (内田・山川, 2021) ; 潮来市 釜谷 (山崎・内田, 

2021a). 

 

2．オオコオイムシ Appasus major (Esaki, 1934) 

既報：茨城県 ;【県北】高萩市 中戸川 (小菅ほか, 1991) ; 常陸

太田市 真弓山北方 (成田, 1992c) ; 常陸大宮市 山方, 常陸大

宮市 御前山 (佐々木, 2022) ;【県央】東海村 村松 (成田, 

1992c) ; 小美玉市 三箇 (小美玉生物の会, 2018) ;【県南】牛久

市 牛久自然観察の森 (榎本, 1997) ;【鹿行】潮来市 釜谷 (内
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田ほか, 2020a). 

 

3．タガメ Kirkaldyia deyrolli (Vuillefroy, 1864) 

既報：茨城県 (広瀬, 1973 ; 今井ほか, 1980) ;【県北】大子町 

下野宮, 大子町 町付／里美村 行石／水府村 和田／金砂郷

村 竹合／大宮町 白岩／御前山村 野口 (茨城県, 1985) ; 大子

町 大子 (久松・榎本, 1999) ; 大子町 山田 (久松・榎本, 1999) ; 

大子町小生瀬 (今井, 2015) ; 高萩市 花貫渓谷 (小菅ほか, 

1991) ; 常陸大宮市 御前山, 常陸大宮市 大宮 (佐々木, 2022) ; 

常陸大宮市 山方地域 (吉武・佐藤, 2023) ;【県央】城里町 

下古内 (渡邊・久松, 2005) ; 常北町 下古内, 常北町 安渡／笠

間市 大橋 (今井, 1982) ; 常北町 安渡, 常北町 下古内, 常北町 

上古内小畔, 常北町 上青山, 常北町 下古内／七会村 徳蔵, 

七会村 小勝, 七会村 塩子／水戸市 田野町, 水戸市 下国井

町小原内, 水戸市 木場下町, 水戸市 開江町／内原町 三軒屋

／笠間市 稲田前山, 笠間市 片庭, 笠間市 大橋羽衣 (茨城県, 

1985) ; 常北町 藤井川ダム (成田, 1992c) ; 常北町 増井／桂村 

阿波山, 桂村 孫根／七会村 小勝／水戸市 田谷町／笠間市 

本戸 (久松・榎本, 1999) ; 七会村 塩子水田の用水溝／内原

町 (鈴木, 1980) ; 那珂市 戸多地区 (吉武・佐藤, 2023) ; 水戸市  

(今井, 1981) ; 東海村 亀下 (山崎, 2021a) ; 水戸市 大塚町／美野

里町 柴高 (茨城県, 1995b) ; 岩間町 (岩間町, 1988) ; 小美玉市 

羽鳥 (小美玉生物の会, 2018) ;【県南】八郷町 柴内, 八郷町 

小幡, 八郷町 下青柳 (久松・榎本, 1999) ; 八郷町 小幡 (大久

保, 2002) ;【県西】岩瀬町 新橋, 岩瀬町 南飯田, 岩瀬町 富谷

／下館市 玉戸 (茨城県, 1995b) ; 岩瀬町 上野原新田, 岩瀬町 

入野／大和村 大曽根, 大和村 羽田 (久松・榎本, 1999) ; 桜川

市 大曽根 (早瀬ほか, 2012) ; 下館市 折本 (久松・早瀬, 2004) ; 

菅生沼 上沼 (成田・久松, 2012). 

 

ミズムシ科 Family Corixidae 

 

日本からは 8属 31種・亜種の記録があり，その中の 12

種が県内に分布する．これらのうち，コミズムシ属 Sigara 

Fabriciu, 1775 は，古い記録では一括してコミズムシ Sigara 

substriata (Uhler, 1896)に同定されていた可能性が高いとされて

おり (矢崎・石田, 2008; 三田村ほか, 2017; 林・宮本, 2018)，コ

ミズムシの記録については検討が必要である．なお, 佐々木 

(2022) は常陸大宮市において，ミズムシ科 Corixidae の“ミズ

ムシ”を記録しているが, 学名を甲殻綱ワラジムシ目ミズム

シ科AsellidaeのミズムシAsellus hilgendorfi hilgendorfiとしている

ため，本目録には含めなかった． 

 

1．ハイイロチビミズムシ 

 Micronecta sahlbergii (Jakovlev, 1881) 

既報：【県北】常陸太田市 新宿町 (成田, 1992c) ; 日立市 十王

町伊師 (山崎, 2021a) ;【県央】小美玉市 部室 (小美玉生物の

会, 2018) ;【鹿行】行方市 玉造甲 (山崎, 2021b). 

 

2．チビミズムシ Micronecta sedula Horváth, 1905 

既報：茨城県 (広瀬, 1973) ;【県央】小美玉市 (小美玉生物の

会, 2018) ;【県南】東村 東大沼 (成田, 1992c). 

 

3．クロチビミズムシ 

 Micronecta orientalis Wróblewski, 1960 

既報：【県央】東海村 亀下 (山崎, 2021a) ; 大洗町 神山町涸沼 

(内田ほか, 2019) ;【鹿行】潮来市 大生 (内田ほか, 2020a) ; 神

栖市 南浜 (内田・山崎, 2021). 

 

4．コチビミズムシ Micronecta guttata Matsumura, 1905 

既報：【県央】桂村 那珂川大橋 (成田, 1992c). 

 

5．ミゾナシミズムシ Cymatia apparens (Distant, 1911) 

既報：茨城県 (今井ほか, 1980) ;【県央】東海村 亀下 (山崎, 

2021a) ; 水戸射爆場跡地 (茨城県・野村総合研究所, 1978) ;

【県南】土浦市 手野町 (松島ほか, 2021). 

 

6．ホッケミズムシ 

 Hesperocorixa distanti hokkensis (Matsumura, 1905) 

既報：【県北】常陸太田市 小島町 (勝間・柳田, 2015) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

7．ミヤケミズムシ Xenocorixa vittipennis (Horváth, 1879) 

既報：【県北】常陸太田市 小島町 (勝間・柳田, 2015). 

 

8．エサキコミズムシ Sigara septemlineatai (Paiva, 1918) 

既報：茨城県 (今井ほか, 1980) ;【県北】高萩市 下君田, 高

萩市 土岳 (小菅ほか, 1991) ;【県央】東海村 照沼 (成田, 

1992c) ; 東海村 亀下 (山崎, 2021a) ; 小美玉市 納場 (小美玉生

物の会, 2018) ;【鹿行】行方市 玉造甲 (山崎, 2021b) ; 潮来市 

大生 (内田ほか, 2020a). 

 

9．ヒメコミズムシ Sigara matsumurai Jaczewski, 1968 

既報：【県央】城里町 錫高野 (内田ほか, 2020b) ;【県南】石

岡市 半田 (渡辺, 2020). 

 

10．アサヒナコミズムシ 

 Sigara maikoensis (Matsumura, 1915) 

既報：茨城県 (今井ほか, 1980) ;【県央】水戸射爆場跡地 

(茨城県・野村総合研究所, 1978) ;【鹿行】行方市 玉造甲 

(山崎, 2021b). 

 

11．ハラグロコミズムシ 

 Sigara nigroventralis (Matsumura, 1905) 

既報：茨城県 (今井ほか, 1980) ;【県北】北茨城市 関本町亀

谷地 (成田, 1992c) ; 高萩市 下君田, 高萩市 土岳 (小菅ほか, 

1991) ; 日立市 十王町伊師 (山崎, 2021a) ;【県央】水戸射爆場

跡地 (茨城県・野村総合研究所, 1978) ; 東海村 亀下 (山崎, 

2021a) ; 水戸市 酒門池 (成田, 1992c) ; 小美玉市 柴高 (小美玉

生物の会, 2018) ;【県南】江戸崎町 東大沼 (成田, 1992c) ;
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【鹿行】行方市 玉造甲 (山崎, 2021b) ; 潮来市 釜谷 (内田ほ

か, 2020a). 

 

12．コミズムシ Sigara substriata (Uhler, 1896) 

既報：茨城県 (広瀬, 1973 ; 今井ほか, 1980) ;【県央】小美玉市 

柴高 (小美玉生物の会, 2018) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村

ほか, 1991) ; 牛久市 牛久自然観察の森 (牛久市, 1992 ; 榎本, 

1997) ;【県西】菅生沼 (茨城県, 1977) ; 菅生沼 (茨城県, 1991 ; 

1995a) ; 水海道市 (水海道自然環境調査会, 2003) ;【鹿行】行

方市 玉造甲 (山崎, 2021b). 

 

コバンムシ科 Family Naucoridae 

 

日本からは 1属 1種の記録があり，県内においては古い

記録がある． 

 

1．コバンムシ Ilyocoris cimicoides exclamationis (Scott, 1874) 

既報：【県南】江戸崎町 (三省堂編集所, 1950). 

 

ナベブタムシ科 Family Aphelocheiridae 

 

日本からは 1属 3種の記録があり，その中の 1種が県内

に分布する． 

 

1．ナベブタムシ Aphelocheirus vittatus Matsumura, 1905 

既報：茨城県 (広瀬, 1973 ; 今井ほか, 1980) ;【県北】高萩市 

上君田, 高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ; 里美村 岡見 (成田, 

1992c) ; 日立市 東河内町里川, 日立市 川尻町 十王川 (山崎, 

2021a) ; 常陸大宮市 御前山, 常陸大宮市 大宮 (佐々木, 2022). 

 

マツモムシ科 Family Notonectidae 

 

日本からは3属12種の記録があり，その中の2種が県内

に分布する． 

 

1．マツモムシ Notonecta triguttata Motschulsky, 1861 

既報：茨城県 (広瀬, 1973 ; 今井ほか, 1980) ;【県北】高萩市 

下君田 (小菅ほか, 1991) ; 水府村 (福島, 1980) ; 常陸大宮市 御

前山 (佐々木, 2022) ;【県央】水戸射爆場跡地 (茨城県・野

村総合研究所, 1978) ; 水戸市 木葉下町, 水戸市 酒門町 常照

寺池 (成田, 1992c) ; 小美玉市 羽刈 (小美玉生物の会, 2018) ;

【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 牛久市 牛久自然

観察の森 (牛久市, 1992 ; 榎本, 1997) ;【県西】桜川市 大曽

根 (早瀬ほか, 2012). 

 

2．コマツモムシ Anisops ogasawarensis Matsumura, 1915 

既報：茨城県 (広瀬, 1973 ; 今井ほか, 1980) ;【県北】常陸大

宮市 御前山 (佐々木, 2022) ;【県央】東海村 亀下 (山崎, 

2021a) ; 水戸射爆場跡地 (茨城県・野村総合研究所, 1978) ; 

小美玉市 中台 (小美玉生物の会, 2018) ;【県南】牛久市 牛

久自然観察の森 (牛久市, 1992 ; 榎本, 1997). 

 

マルミズムシ科 Family Pleidae 

 

日本からは 1属 3種の記録があり，その中の 2種が県内

に分布する． 

 

1．マルミズムシ Paraplea japonica (Horváth, 1904) 

既報：【県北】大子町 小生瀬 (山崎・内田, 2021b) ;【県央】

城里町 塩子, 城里町 下古内 (山崎・内田, 2021b). 

 

2．ヒメマルミズムシ 

 Paraplea indistinguenda (Matsumura, 1905) 

既報：【県央】小美玉市 外之内 (小美玉生物の会, 2018). 

 

ミズカメムシ科 Family Mesoveliidae 

 

日本からは 3属 7種の記録があり，その中の 5種が県内

に分布する． 

 

1．キタミズカメムシ Mesovelia egorovi Kanyukova, 1981 

既報：【県央】茨城町 下石崎 (山崎・渡部, 2021). 

 

2．ムモンミズカメムシ Mesovelia miyamotoi Kerzhner, 1977 

既報：【県央】小美玉市 部室 (小美玉生物の会, 2018). 

 

3．ヘリグロミズカメムシ Mesovelia thermalis Horváth, 1915 

既報：【県北】日立市 十王町伊師 (山崎, 2021a) ;【県央】小

美玉市 部室 (小美玉生物の会, 2018). 

 

4．ミズカメムシ Mesovelia vittigera Horváth, 1895 

既報：茨城県 (広瀬, 1973). 

 

5．ウミミズカメムシ Speovelia maritima Esaki, 1929 

既報：【県央】ひたちなか市 平磯 (山崎・外山, 2023a). 

 

イトアメンボ科 Family Hydrometridae 

 

1．イトアメンボ Hydrometra albolineata (Scott, 1874) 

既報：【県北】日立市 折笠 (成田, 1992a) ;【県央】城里町 藤

井川ダム (成田, 1992b) ;【県西】坂東市 菅生沼周辺 (久松・

鈴木, 1998). 

 

2．ヒメイトアメンボ Hydrometra procera Horváth, 1905 

既報：【県央】東海村 亀下 (山崎, 2021a) ; 小美玉市 橋場美 

(小美玉生物の会, 2018) ;【県南】つくば市または石岡市 

(渡辺ほか, 2019) ;【県西】坂東市 菅生沼周辺 (久松・鈴木, 

1998) ;【鹿行】潮来市 大生 (内田ほか, 2020). 

 

3．オキナワイトアメンボ 
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 Hydrometra okinawana Drake, 1951 

既報：【県北】日立市 国分町 (山崎, 2021a) ;【県央】小美玉

市 宮田 (小美玉生物の会, 2018). 

 

ケシミズカメムシ科 Family Hebridae 

 

1．ケシミズカメムシ Hebrus nipponicus Horváth, 1929 

既報：【県央】小美玉市 三箇 (小美玉生物の会, 2018). 

新規：【県南】1 ex. (写真) , 26. IV. 2020, つくば市 上郡, 松島良

介. 

 

2．ケブカコバネケシミズカメムシ 

 Hebrus pilosellus Kanyukova, 1997 

既報：【県西】坂東市 神田山 菅生沼付近 (内田ほか, 2023). 

 

カタビロアメンボ科 Family Veliidae 

 

1．ナガレカタビロアメンボ 

 Pseudovelia tibialis Esaki et Miyamoto, 1955 

既報：【県北】北茨城市 磯原町 木皿／大子町 大沢／高萩

市 秋山／常陸太田市 棚谷町／常陸大宮市 上小瀬 (内田ほ

か, 2021) ;【県央】城里町 錫高野 (内田ほか, 2021) ; 小美玉市 

羽鳥 (小美玉生物の会, 2018) ;【県南】石岡市 吉生／つく

ば市 小田 (内田ほか, 2021) ;【鹿行】鉾田市 烟田／行方市 

北高岡 (内田ほか, 2021). 

 

2．マダラケシカタビロアメンボ 

 Microvelia reticulata (Burmeister, 1835) 

既報：【県北】日立市 十王町伊師 (山崎, 2021a) ;【県南】つ

くば市または石岡市 (渡辺ほか, 2019) ;【鹿行】潮来市 釜

谷 (山崎・内田, 2021a). 

 

3．ケシカタビロアメンボ Microvelia douglasi Scott, 1874 

既報：【県南】つくば市または石岡市 (渡辺ほか, 2019) ;【鹿

行】潮来市 釜谷 (山崎・内田, 2021a). 

 

4．ホルバートケシカタビロアメンボ 

 Microvelia Horváthi Lundblad, 1933 

既報：【県央】小美玉市 羽鳥 (小美玉生物の会, 2018) ;【県

南】つくば市または石岡市 (渡辺ほか, 2019) ;【鹿行】潮来

市 大生 (内田ほか, 2020). 

 

5．チャイロケシカタビロアメンボ 

 Microvelia japonica Esaki et Miyamoto, 1955 

既報：【県北】日立市 大みか町 久慈浜海岸 (松島ほか, 2021). 

 

6．カスリケシカタビロアメンボ 

 Microvelia kyushuensis Esaki et Miyamoto, 1955 

既報：【県南】稲敷市 浮島 霞ヶ浦湿原 (松島・渡辺, 2019) ; 

土浦市 手野町 (松島ほか, 2020) ;【鹿行】潮来市 釜谷 (山

崎・内田, 2021a) ; 行方市 玉造甲 (山崎, 2021b). 

 

7．エサキナガレカタビロアメンボ 

 Pseudovelia esakii Miyamoto, 1959 

既報：【県央】ひたちなか市 三反田 那珂川 (山崎・外山, 

2023b). 

 

アメンボ科 Family Gerridae 

 

1．エサキアメンボ Limnoporus esakii (Miyamoto, 1958) 

既報：【県央】ひたちなか市 水戸射爆場跡地の小池 (茨城

県・野村総合研究所, 1978) ; 小美玉市 竹原 (小美玉生物の

会, 2018) ;【県南】稲敷市 浮島 霞ヶ浦湿原 (松島・渡辺, 

2019) ;【県西】坂東市 菅生沼周辺 (久松・鈴木, 1998) ;【鹿

行】潮来市 釜谷 (山崎・内田, 2021a) ; 行方市 西蓮寺 (成田, 

1991). 

新規：【県南】1♂1♀, 4. V. 2017, つくば市 筑波大学構内, 髙

橋 玄. 

 

2．オオアメンボ Aquarius elongatus (Uhler, 1896) 

既報：【県北】日立市 入四間町 (山崎, 2021a) ; 御前山村 相川 

(成田, 1991) ;【県央】小美玉市 中延 (小美玉生物の会, 2018). 

 

3．アメンボ Aquarius paludum paludum (Fabricius, 1794) 

既報：【県北】大子町 貝沼 (成田, 1991) ; 日立市 川尻十王川 

(山崎, 2021a) ;【県央】水戸市 千波湖周辺 (小倉, 1988) ; 小美

玉市 竹原中郷 (小美玉生物の会, 2018) ;【県南】つくば市 

筑波大学構内 (髙橋・渡辺, 2015) ;【県西】坂東市 菅生沼

周辺 (久松・鈴木, 1998) ;【鹿行】潮来市 釜谷 (内田ほか, 

2020) ; 行方市 西蓮寺 (成田, 1991). 

 

4．ヤスマツアメンボ Gerris insularis (Motschulsky, 1866) 

既報：【県北】北茨城市 関本町 (成田, 1991) ; 日立市 大久保

町 桜川 (山崎, 2021a) ;【県央】; 小美玉市 橋場美 (小美玉生

物の会, 2018). 

 

5．コセアカアメンボ Gerris gracilicornis (Horváth, 1879) 

既報：【県北】北茨城市 関本町 (成田, 1991) ;【県央】水戸市 

上国井町／城里町 赤沢林道 (成田, 1991) ;【県西】坂東市 

菅生沼周辺 (久松・鈴木, 1998) ;【鹿行】潮来市 釜谷 (内田

ほか, 2020). 

 

6．ヒメアメンボ Gerris latiabdominis Miyamoto, 1958 

既報：【県北】日立市 大久保町 桜川 (山崎, 2021a) ;【県央】

東海村 亀下 (山崎, 2021a) ; 水戸市 上国井町 (成田, 1991) ;【県

央】水戸市 千波湖周辺 (小倉, 1988) ; 小美玉市 小岩戸 (小美

玉生物の会, 2018) ;【県南】つくば市または石岡市 (渡辺ほ

か, 2019) ;【鹿行】行方市 西蓮寺 (成田, 1991) ; 潮来市 釜谷 

(内田ほか, 2020) ; 潮来市 釜谷 (山崎・内田, 2021a). 

新規：【県南】1♂1♀, 4. V. 2017, つくば市 筑波大学構内, 髙橋 
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玄. 

 

7．ババアメンボ Gerris babai Miyamoto, 1958 

既報：【県北】常陸太田市 新宿町 (成田, 1991) ;【県央】ひた

ちなか市 水戸射爆場跡地の小池 (茨城県・野村総合研究

所, 1978) ; 小美玉市 部室 (小美玉生物の会, 2018) ;【鹿行】行

方市 西蓮寺 (成田, 1991). 

新規：【県南】1♂1♀, 4. V. 2017, つくば市 筑波大学構内, 髙

橋 玄. 

 

8．ハネナシアメンボ Gerris nepalensis Distant, 1910 

既報：【県北】日立市 山部 (成田, 1991) ;【県央】水戸市 上

国井町 (成田, 1991) ; 小美玉市 寺崎 (小美玉生物の会, 2018) ;

【鹿行】行方市 西蓮寺 (成田, 1991). 

新規：【県南】2♂2♀, 3. VI. 2017, つくば市 筑波大学構内, 髙

橋 玄. 

 

9．トガリアメンボ Rhagadotarsus kraepelini Breddin, 1905 

東南アジア原産の外来種であり, 2015年に県内に侵入を確

認. 

既報：【県北】北茨城市 関南町神岡下 江戸上川 (山崎, 

2022) ;【県央】小美玉市 世楽 (小美玉生物の会, 2018) ;【県

南】つくば市 筑波大学構内 (髙橋ほか, 2015). 

 

10．シマアメンボ Metrocoris histrio (White, 1883) 

既報：【県北】北茨城市 関本町 (成田, 1991) ;【県央】ひたち

なか市 金上 (成田, 1991) ; 小美玉市 張星 (小美玉生物の会, 

2018). 

新規：【県南】1♂1♀, 3. VI. 2017, つくば市 宝篋山, 髙橋 玄. 

 

11．ツヤウミアメンボ Halobates micans Eschscholtz, 1822 

既報：【鹿行】神栖市 波崎海岸 (札, 2022) ; 神栖市 矢田部 (柳

田, 2007). 

 

12．コガタウミアメンボ Halobates sericeus Eschscholtz, 1822 

既報：【鹿行】神栖市 波崎海岸 (札, 2022) ; 神栖市 矢田部 (柳

田, 2007). 

 

13．センタウミアメンボ Halobates germanus White, 1883 

既報：【鹿行】神栖市 波崎海岸 (札, 2022) ; 神栖市 矢田部 (柳

田, 2007). 

 

ミズギワカメムシ科 Family Saldidae 

 

日本からは8属24種の記録があり，その中の8種が県内

に分布する． 

 

1．モンシロミズギワカメムシ 

 Chartoscirta elegantula (Fallen, 1807) 

既報：【県央】小美玉市 中野谷 (小美玉生物の会, 2018). 

 

2．タニガワミズギワカメムシ 

 Macrosadula miyamotoi Cobben, 1985 

既報：【県北】高萩市 横川 大北川 (松島, 2020). 

 

3．コミズギワカメムシ Micracanthia ornatula (Reuter, 1881) 

既報：【県西】八千代町 高崎 鬼怒川(松島, 2020). 

 

4．トゲミズギワカメムシ Saldoida armata Horváth, 1911 

既報：【県南】つくば市 神郡 (松島, 2020). 

 

5．ホシミズギワカメムシ Saldula kurentzovi Van Duzee, 1914 

既報：【県北】日立市 大みか町久慈浜海岸, 日立市 水木町

水神宮 (渡辺ほか, 2021). 

 

6．ケブカミズギワカメムシ Saldula pilosella (Thomson, 1871) 

既報：【県央】小美玉市 与沢 (小美玉生物の会, 2018). 

 

7．エゾミズギワカメムシ Saldula recticollis (Horváth, 1899) 

既報：【県南】つくば市 上境 (松島, 2021) ;【鹿行】潮来市 

釜谷 (内田・瀬戸山, 2021). 

 

8．ミズギワカメムシ Saldula saltatoria (Linnaeus, 1758) 

既報：茨城県 (広瀬, 1973) ;【県央】小美玉市 大谷 (小美玉

生物の会, 2018) ;【県南】つくば市 神郡 (松島, 2020). 

 

フタガタカメムシ科 Family Microphysidae 

 

1．ミヤモトフタガタカメムシ 

 Loricula miyamotoi Yasunaga et Yamada, 2017 

既報：【県北】北茨城市 関本町定波 (金子・金子, 2023). 

 

カスミカメムシ科 Family Miridae 

 

1．ダルマカメムシ Isometopus japonicus Hasegawa, 1946 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

2．ダルマキノコカスミカメ 

 Bothriomiris gotohi Yasunaga, 2000 

既報：【県北】常陸太田市  武生林道 (金子・金子, 2023) ;【県

央】笠間市 仏頂山 (金子・金子, 2023). 

 

3．コモンキノコカメムシ Peritropis advena Kerzhner, 1972 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県西】

桜川市 ／坂東市  菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

4．クロキノコカスミカメ 

 Punctifulvius kerzhneri Schmitz, 1978 

既報：【県北】高萩市 大能／常陸太田市  武生林道 (金子・

金子, 2023) ;【県西】桜川市 羽鳥 (金子・金子, 2023). 
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5．ツヤキノコカスミカメ 

 Yamatofulvius miyamotoi Yasunaga, 2000 

既報：【県北】常陸太田市  武生林道 (金子・金子, 2023) ;【県

央】笠間市 仏頂山 (金子・金子, 2023). 

 

6．オオクロトビカスミカメ 

 Ectmetopterus micantulus (Horváth, 1905) 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023). 

 

7．クロマルカスミカメ Orthocephalus funestus Jakovlev, 1881 

既報：【県北】北茨城市 定波 (成田, 1986) ; 高萩市 下君田 (小

菅ほか, 1991) ; 北茨城市 花園／高萩市 上君田, 高萩市 大能

／常陸太田市 武生林道／日立市 高原 (金子・金子, 2023) ;

【県央】水戸市 田野町 (成田, 1986) ; 美野里町竹原 (美野里

生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つ

くば市 神郡／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ;【県

西】桜川市 富谷観音 (金子・金子, 2023). 

 

8．ツヤクロマルカスミカメ 

 Strongylocoris leucocephalus (Linnaeus, 1758) 

既報：【県南】つくば市 館 (金子・金子, 2023). 

 

9．ケブカキベリナガカスミカメ 

 Dryophilocoris miyamotoi Yasunaga, 1999 

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 定波 (金子・金子, 

2023) ;【県南】つくば市 臼井 (金子・金子, 2023) ;【県西】

桜川市 池亀五大力堂 (金子・金子, 2023). 

 

10．テンサイカスミカメ 

 Orthotylus flavosparsus (Sahlberg, 1841) 

既報：【県西】八千代町 坪井 鬼怒川 (金子・金子, 2023). 

 

11．ヒイロカスミカメ Pseudoloxops miyatakei Miyamoto, 1969 

既報：【県北】常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023). 

 

12．チャイロホシチビカスミカメ (ヒノキチビメクラガメ) 

 Atractotomoidea castanea Yasunaga, 1999 

既報：【県央】笠間市 道祖神峠 (金子・金子, 2023). 

 

13．コブヒゲカスミカメ 

 Harpocera orientalis Kerzhner, 1979 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】

土浦市 永井, 土浦市 (新治村) 朝日峠, 土浦市 宍塚大池 (金

子・金子, 2023). 

 

14．キアシクロホソカスミカメ 

 Phylus miyamotoi Yasunaga, 1999 

既報：【県南】土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

15．オオクロナガトビカスミカメ 

 Psallus pullus Yasunaga et Vinokurov, 2000 

既報：【県南】つくば市 神郡 (金子・金子, 2023). 

 

16．カシワトビカスミカメ 

 Psallus tonnaichanus Muramoto, 1973 

既報：【県央】水戸市 米沢町 (金子・金子, 2023). 

 

17．クリトビカスミカメ Psallus castaneae Josifov, 1983 

既報：【県南】つくば市 桜橋, つくば市 上野 (金子・金子, 

2023) ;【県西】桜川市 加波山 (金子・金子, 2023). 

 

18．ケブカトビカスミカメ Psallus yasunagai Vinokurov, 1998 

既報：【県西】桜川市 池亀五大力堂 (金子・金子, 2023). 

 

19．クヌギトビカスミカメ Psallus bagjonicus Josifov, 1983 

既報：【県西】桜川市 上野沼 (金子・金子, 2023). 

 

20．シラゲヨモギカスミカメ (ナスメクラガメ) 

 Europiella artemisiae (Becker, 1864) 

既報：【県南】つくば市 桜橋 (金子・金子, 2023). 

 

21．ヒメヨモギカスミカメ 

 Plagiognathus yomogi Miyamoto, 1969 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】

つくば市 臼井 (金子・金子, 2023) ;【県西】坂東市 (岩井市) 

菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

22．マツヒョウタンカスミカメ 

 Pherolepis miyamotoi Linnavuori 1961 

既報：【県央】美野里町 張星 (美野里生物の会, 2005). 

 

23．ヒョウタンカスミカメ Pherolepis setulosus Horváth, 1905 

既報：【県北】北茨城市 花園 ;【県央】水戸市 千波町 (成田, 

1986) ;【県南】つくば市 桜橋／土浦市 宍塚大池 (金子・金

子, 2023) ;【県西】坂東市 菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

24．エサキクロカスミカメ 

 Pseudophylus esakii Yasunaga et Duwal, 2021 

既報：【県西】桜川市 加波山 (金子・金子, 2023). 

 

25．ズアカシダカスミカメ Monalocoris filicis (Linnaeus, 1758) 

既報：【県央】城里町 (七会村)／水戸市 逆川緑地／笠間市

佐白山 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市千現／阿見町 

神田池 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 富谷観音 (金

子・金子, 2023). 

 

26．タバコカスミカメ Nesidiocoris tenuis (Reuter, 1895 ) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 
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27．マツノヒゲボソカスミカメ 

 Alloeotomus simplus (Uhler, 1896 ) 

既報：【県央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005).  

 

28．カザリツヤカスミカメ 

 Apoderaeocoris decolatus Nakatani, Yasunaga et Takai, 2000 

既報：【県南】つくば市 上野／土浦市 本郷 (金子・金子, 

2023). 

 

29．カワヤナギツヤカスミカメ 

 Deraeocoris claspericapilatus Kulik, 1964 

既報：【県央】城里町 那珂川大橋 (金子・金子, 2023) ;【県

西】八千代町 坪井 鬼怒川 (金子・金子, 2023). 

 

30．シラヒゲウスバツヤカスミカメ 

 Deraeocoris josifovi Kerzhner, 1988 

既報：【県北】大子町 八溝山山頂 (金子・金子, 2023). 

 

31．ヤナギウスバツヤカスミカメ 

 Deraeocoris salicis Josifov, 1983 

既報：【県西】坂東市 菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

32．グンバイカスミカメ 

 Stethoconus japonicus Schumacher, 1917 

既報：【県南】土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

33．ヒコサンテングカスミカメ 

 Termatophylum hikosanum Miyamoto, 1965 

新規：【県北】1 ex., 19. VII. 2008, 常陸太田市 武生林道, 成田行

弘 ;【県南】1 ex., 13. IV. 2023, 土浦市 宍塚大池, 金子道夫. 

 

34．アカアシカスミカメ Onomaus lautus (Uhler, 1896) 

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 

八溝山 ;【県央】桂村 御前山 (成田, 1986). 

 

35．ウスモンカスミカメ Adelphocoris demissus Horváth, 1905 

既報：【県央】美野里町 三箇 (美野里生物の会, 2005). 

 

36．ウススジカスミカメ Adelphocoris lineolatus (Goeza, 1778) 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023). 

 

37．ウスアカカスミカメ Adelphocoris piceosetosus Kulik, 1965 

既報：【県央】美野里町 部室 (美野里生物の会, 2005). 

 

38．ナカグロカスミカメ 

 Adelphocoris suturalis (Jakovlev, 1882) 

既報：【県央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸市

逆川緑地  (金子・金子, 2023);【県南】つくば市 桜橋 (金子・

金子, 2023). 

 

39．ブチヒゲクロカスミカメ 

 Adelphocoris triannulatus (Stål, 1861) 

既報：【県北】高萩市 上大能 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城市 花

園／水府村 (成田, 1986). 

 

40．ヒゲナガカスミカメ (カスミヒゲナガメクラガメ) 

 Adelphocorisella lespedezae Miyamoto et Yasunaga, 199 

既報：【県南】つくば市 上野 (金子・金子, 2023). 

 

41．クロバカスミカメ 

 Apolygopsis nigritulus (Linnavuori, 1961) 

既報：【県北】大子町 八溝山頂／北茨城市 関本町小川, 北

茨城市 中郷町石岡／常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 

2023) ;【県央】桂村 御前山／水戸市 千波町 (成田, 1986) ;

【県西】桜川市 上野沼, 桜川市 池亀五大力堂 (金子・金

子, 2023). 

 

42．フタモンアカカスミカメ (ハシドイアカメクラガメ) 

 Apolygus hilaris (Horváth, 1905) 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 高萩市 上君田, 高

萩市 柳沢 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸市 千波町 (成田, 

1986) ;【県南】土浦市 朝日峠 (金子・金子, 2023) ;【県西】

桜川市 池亀五大力堂 (金子・金子, 2023) ;【県央】笠間市 

片庭 楞厳寺 (金子・金子, 2023). 

 

43．ウスイロツヤマルカスミカメ (ハギメクラガメ) 

 Apolygus pulchellus (Reuter, 1906) 

既報：【県央】笠間市 道祖神峠／水戸市 逆川緑地 (金子・

金子, 2023). 

 

44．モモアカハギカスミカメ 

 Apolygus roseofemoralis (Yasunaga, 1992) 

既報：【県北】大子町八溝山／北茨城市 亀谷地湿原 (金

子・金子, 2023) ;【県央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 

2005)／水戸市 逆川緑地  (金子・金子, 2023);【県南】石岡

市 宇治会／土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

45．ツマグロアオカスミカメ (ハナグロミドリメクラガメ, 

ウスミドリメクラガメ, コミドリメクラガメなど) 

 Apolygus spinolae (Meyer-Dür, 1841) 

既報：【県西】坂東市 (岩井市) 菅生沼 (金子・金子, 2023).  

 

46．ツマグロハギカスミカメ 

 Apolygus subpulchellus (Kerzhner, 1988) 

既報：【県北】北茨城市 亀谷地湿原 (金子・金子, 2023) ;【県

央】小美玉市 高崎 (櫻井, 2013) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・金

子, 2023) ;【県南】つくば市 臼井 (金子・金子, 2023). 

 

47．ヤナギツヤマルカスミカメ 

 Apolygus takaii T. Yasunaga et M. Yasunaga, 2000 
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既報：【県西】坂東市 菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

48．ツヤコアオカスミカメ 

 Apolygus watajii T. Yasunaga et M. Yasunaga, 2000 

既報：【県西】坂東市 菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

49．アズマカスミカメムシ 

 Azumamiris vernalis Yasunaga, 2010 

既報：【県南】牛久市 下根町／取手市 長兵衛新田 (金子・

金子, 2023). 

牛久市をタイプロカリティとする種である． 

 

50．Castanopsides hasegawai Yasunaga, 1992 

既報：【県南】石岡市 上曽／つくば市 東岡 (金子・金子, 

2023). 

 

51．クヌギカスミカメ Castanopsides kerzhneri (Josifov, 1985) 

既報：【県央】水戸市 米沢町 (金子・金子, 2023) ;【県南】つ

くば市 臼井／土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

52．ヒメセダカカスミカメ (コセダカカスミカメ) 

 Charagochilus angusticollis Linnavuori, 1961 

既報：【県北】北茨城市 花園／水府村 (成田, 1986) ; 高萩市 

中戸川, 高萩市 横川 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 所谷 久慈川／

北茨城市 関本町定波 (金子・金子, 2023) ;【県央】桂村 赤

沢林道 (成田, 1986) ; 美野里町 部室 (美野里生物の会, 2005) ; 

城里町 鶏足山／水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県

南】つくば市上境／土浦市 宍塚大池／稲敷市妙岐ノ鼻 

(金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 酒寄／坂東市 (岩井市) 

菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

53．マダラカスミカメ Cyphodemidea saundersi (Reuter, 1896) 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 北茨城市 花園神

社／大子町 上野宮／高萩市 上君田／日立市 黒坂／常陸

太田市 西金砂神社／武生林道／常陸大宮市 白山 (金子・

金子, 2023) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

54．メンガタカスミカメ 

 Eurystylus coelestialium (Kirkaldy, 1902) 

既報：【県北】北茨城市 花園／大子町 八溝山 (成田, 1986) ; 

常陸太田市 竜神川 (金子・金子, 2023) ;【県南】牛久市 結

束町 (藤村ほか, 1991) ; 土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

55．アカスジオオカスミカメ 

 Gigantomiris jupiter Miyamoto et Yasunaga, 1988 

既報：【県北】北茨城市 関本町／大子町 八溝山 (成田, 

1991) ; 北茨城市 関本町定波 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 滝ノ

倉湿原 (今井, 2018). 

 

56．ハナアカカスミカメ 

 Lygocorides rubronasutus (Linnavuori, 1961) 

既報：【県南】つくば市 上野 (金子・金子, 2023). 

 

57．ツヤミドリカスミカメ 

 Lygocoris pabulinoides (Linnavuori, 1961) 

既報：【県北】北茨城市 花園 (金子・金子, 2023). 

 

58．マキバカスミカメ Lygus rugulipennis Poppius, 1911 

既報：【県北】高萩市 花貫渓谷 (金子・金子, 2023). 

 

59．シマアオカスミカメ (シマメクラガメ, クロスジアオメ

クラガメ) Mermitelocerus annulipes Reuter, 1908 

既報：【県西】坂東市 菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

60．モンミドリカスミカメ 

 Neolygus lobatus (Linnavuori, 1963)  

既報：【県南】つくば市 吉瀬 (金子・金子, 2023). 

 

61．フタモンウスキカスミカメ 

 Neolygus honshuensis (Linnavuori, 1961) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991). 

 

62. ムモンミドリカスミカメ 

 Neolygus lobatus (Linnavuori, 1963) 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986). 

 

63．オオチャイロカスミカメ 

 Orientomiris tricolor (Scott, 1880) 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 大子町 西金 ;【県

央】笠間市 古新田 (金子・金子, 2023). 

 

64．セダカマルカスミカメ (オオキベリメクラガメ) 

 Pachylygus japonicus (Kerzhner, 1977) 

既報：【県央】城里町 藤生川ダム (金子・金子, 2023). 

 

65．チャイロカスミカメ 

 Philostephanus fulvus (Jakovlev, 1882) 

既報：【県北】高萩市 大能／常陸太田市 武生林道 ;【県

南】石岡市 (八郷町) 一本杉峠 ;【県西】桜川市 酒寄 (金

子・金子, 2023). 

 

66．アシアカクロカスミカメ 

 Philostephanus rubripes (Jakovlev, 1876) 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 高萩市 滝ノ倉湿

原 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 八溝山頂 (金子・金子, 2023) ;

【県南】つくば市 吉瀬 (金子・金子, 2023). 

 

67．オオクロセダカカスミカメ 

 Proboscidocoris varicornis (Jakovlev, 1904) 

既報：【県央】茨城町 涸沼 (金子・金子, 2023). 
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68．フタスジカスミカメ Stenotus binotatus (Fabricius, 1794) 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】

土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

69．アカスジカスミカメ 

 Stenotus rubrovittatus (Matsumura, 1913) 

既報：【県央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 茨城

町 涸沼自然公園 (金子・金子, 2023) ;【県南】牛久市 結束

町 (藤村ほか, 1991) ; 土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

70．ケブカカスミカメ Tinginotum perlatum Linnavuori, 1961  

既報：【県央】美野里町 寺崎 (美野里生物の会, 2005) ;【県

南】稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

71．フタトゲムギカスミカメ 

 Stenodema calcarata (Fallén, 1807) 

既報：【県北】大子町 所谷久慈川／日立市 東河内里川 (金

子・金子, 2023) ;【県央】小美玉市 高崎 (櫻井, 2013 ) ; 城里

町 那珂川大橋／茨城町涸沼 (金子・金子, 2023) ;【県南】

土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

新規：【県北】1ex., 22. VI. 2006, 北茨城市  関本町小川, 成田行

弘. 

 

72．アカミャクカスミカメ 

 Stenodema rubrinervis Horváth, 1905 

既報：【県北】大子町 八溝山 (成田, 1986) ; 大子町 八溝山頂

／北茨城市 亀谷地湿原 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 29. IV. ひたちなか市 新光町, 成田行弘. 

 

73.     ナガムギカスミカメ Stenodema sibirica Bergroth, 1914 

既報：【県北】大子町 八溝山頂 (金子・金子, 2023). 

 

74． Stenodema sp. 

新規：【県央】1 ex., 23. III. 2019, ひたちなか市 新光町, 成田行

弘. 

 

75．イネホソミドリカスミカメ (アカヒゲホソミドリカス

ミカメ, ベニヒゲホソミドリメクラガメ) 

 Trigonotylus caelestialium (Kirkaldy, 1902) 

既報：【県央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸

市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】牛久市 結束町 (藤

村ほか, 1991). 

 

ハナカメムシ科 Family Anthocoridae 

 

1．チビクロハナカメムシ Anthocoris chibi Hiura, 1959 

既報：【県央】水戸市  逆川緑地 (金子・金子, 2023). 

 

2．クロハナカメムシ Anthocoris japonicus Poppius, 1909 

既報：【県北】常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ;【県

央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸市 逆川緑

地 (金子・金子, 2023) ;【県南】稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金

子, 2023) ;【県西】桜川市 雨引観音 (金子・金子,     2023). 

 

3．キモンクロハナカメムシ 

 Anthocoris miyamotoi Hiura, 1959 

既報：【県央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸市 

逆川緑地 (金子・金子, 2023). 

 

4．エサキトゲアシハナカメムシ 

 Blaptostethoides esakii (Hiura, 1960) 

既報：【県南】稲敷市 妙岐ノ鼻／取手市 小文間 (金子・金

子, 2023). 

 

5．キタダルマハナカメムシ (ダルマハナカメムシ) 

 Bilia esakii Carayon et Miyamoto, 1960 

既報：【県南】つくば市 倉掛 (金子・金子, 2023). 

 

6．コヒメハナカメムシ Orius minutus (Linnaeus, 1758) 

既報：【県南】つくば市 神郡 (金子・金子, 2023). 

 

7．ナミヒメハナカメムシ (ヒメハナカメムシ) 

 Orius sauteri (Poppius, 1909) 

既報：【県央】城里町 那珂川大橋 (金子・金子, 2023) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ;【県西】桜川市 雨引

観音 (金子・金子, 2023). 

 

8．ヤサハナカメムシ Amphiareus obscuriceps (Poppius, 1909) 

既報：【県北】高萩市 滝ノ倉湿原 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 

籠岩／常陸太田市 竜神峡, 常陸太田市 花立山 (金子・金

子, 2023) ;【県央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 笠

間市  岩間支所前 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 神

郡 蚕影神社／土浦市 大志戸, 土浦市 宍塚大池／霞ヶ浦町 

沖宿 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 山口 鏡ヶ池 , 桜川

市 雨引観音 (金子・金子, 2023). 

 

9．ケシハナカメムシ Cardiastethus exiguus Poppius, 1913 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023). 

 

10．クロアシブトハナカメムシ 

 Xylocoris hiurai Kerzhner et Elov, 1976 

既報：【県南】つくば市 (安永ほか, 2001) ; 稲敷市  妙岐ノ鼻 

(金子・金子, 2023). 

 

11．ケブカハナカメムシ Lasiochilus japonicus Hiura, 1967 

既報：【県南】石岡市 (八郷町) 道祖神峠 (金子・金子, 2023) ; 

つくば市 (安永ほか, 2001).  

 

グンバイムシ科 Family Tingidae 



カメムシ目 (半翅目，アブラムシ科除く) 
 Order Hemiptera (excl. Aphididae) 
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1．ウチワグンバイ Cantacader lethierryi Scott, 1874 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地湿原, 北茨城市 大北

川河口 (金子・金子, 2023) ;【県央】笠間市 西念寺, 笠間市 

片庭 楞厳寺 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 神郡／

土浦市 宍塚大池／取手市 小文間 (金子・金子, 2023). 

 

2．エグリグンバイ Cochlochila conchata (Matsumura, 1913) 

既報：【県北】北茨城市 関本町 (成田; 2023 ) ; 北茨城市 関本

町 亀谷地湿原 (金子・金子, 2023). 

 

3．プラタナスグンバイ Corythucha ciliata (Say, 1832)  

既報：【県北】北茨城市 中郷町石岡／常陸太田市 天下野

町 (金子・金子, 2023) ;【県央】小美玉市 中延 (櫻井, 2013 ). 

 

4．アワダチソウグンバイ 

 Corythucha marmorata (Uhler, 1878)  

既報：【県央】東海村 船場 (東海村の自然調査会, 2018) ; 水

戸市 双葉台 (今井, 2017) ; 小美玉市 張星 (櫻井, 2013 ) 城里町 

藤井川ダム／水戸市 米沢町, 水戸市 逆川緑地, 茨城町 涸沼 

(金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 春日, つくば市 千現 

(金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 真壁町  加波山／八千

代町 坪井 鬼怒川 (金子・金子, 2023). 

 

5．ヤブガシラグンバイ Cysteochila consueta Drake, 1948 

既報：【県央】美野里町 寺崎 (美野里生物の会, 2005). 

 

6．コアカソグンバイ Cysteochila fieberi (Scott, 1874) 

既報：【県北】大子町 上野宮／常陸太田市 大中宿 (金子・

金子, 2023) ;【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;

【県南】つくば市 吉瀬, つくば市 臼井／土浦市 宍塚大池 

(金子・金子, 2023). 

 

7．ボタンヅルグンバイ Cysteochila vota Drake, 1848 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地湿原, 北茨城市 大北

川河口 (金子・金子, 2023) ;【県央】笠間市 西念寺, 笠間市 

片庭 楞厳寺 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 神郡／

土浦市 宍塚大池／取手市 小文間 (金子・金子, 2023). 

 

8．キクグンバイ Galeatus afftnis (Herrich-Schaeffer, 1835) 

既報：【県央】水戸市 米沢町 (金子・金子, 2023) ;【県南】牛

久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 

2023). 

 

9．コリヤナギグンバイ (ヒメチャイログンバイ) 

 Physatocheila distinguenda (Jakovlev, 1880) 

既報：【県南】石岡市 難台山 (金子・金子, 2023). 

 

10．チャイログンバイ Physatocheila orientis Drake, 1942 

既報：【県南】土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

11．ナシグンバイ Stephanitis nashi Esaki et Takeya, 1931 

既報：【県央】美野里町 寺崎 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸

市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】牛久市 結束町   (藤

村ほか, 1991). 

 

12．ツツジグンバイ Stephanitis pyrioides (Scott, 1874 ) 

既報：【県央】美野里町 先後 (美野里生物の会, 2005) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991)／つくば市 千現 (金

子・金子, 2023). 

 

13．シキミグンバイ Stephanitis svensoni Drake, 1948 

既報：【県北】常陸太田市 大中宿 (金子・金子, 2023). 

 

14．トサカグンバイ Stephanitis takeyai Drake et Maa, 1955 

既報：【県北】北茨城市 関本町 亀谷地湿原／高萩市 上君

田／常陸太田市 武生林道, 常陸太田市 鍋足山 (金子・金

子, 2023) ;【県央】水戸市 逆川緑地  (金子・金子, 2023);【県

南】石岡市 大覚寺／つくば市 東岡／土浦市 宍塚大池 (金

子・金子, 2023). 

 

15．マツムラグンバイ Tingis matsuimurai Takeya, 1962 

既報：【県北】高萩市 中戸川 (成田; 2023) ; 常陸太田市 武生

林道  (金子・金子, 2023). 

 

16．ヒメグンバイ Uhlerites debilis (Uhler, 1896) 

既報：【県北】常陸太田市 武生林道／常陸大宮市 下伊勢畑

(金子・金子, 2023) ;【県央】美野里町 寺崎 (美野里生物の

会, 2005) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つくば市 上境, つくば市 吉瀬／

土浦市 宍塚大池／牛久市 下根町 (金子・金子, 2023) ;【県

西】常総市 鬼怒川左岸 (金子・金子, 2023). 

 

17．クチナガグンバイ Xynotingis hoytona Drake, 1948 

既報：【県北】北茨城市 水沼山 (金子・金子, 2023) ; 常陸大宮

市 白山 (成田; 2023 ). 

 

マキバサシガメ科 Family Nabidae 

 

1．アシブトマキバサシガメ 

 Prostemma hilgendorfii Stein, 1878 

既報：【県央】大洗町 (成田, 1991) ; 美野里町 羽鳥 (美野里生

物の会, 2005). 

 

2．キバネアシブトマキバサシガメ 

 Prostemma kiborti Jakovlev, 1889 

既報：【県央】美野里町 羽鳥, 美野里町 小岩戸 (美野里生物

の会, 2005) ;【県南】稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 29. X. 2014, つくば市 豊里, 高橋敬一. 

 



成田行弘ほか 
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3．ベニモンマキバサシガメ Gorpis japonicus Kerzhner, 1968 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ;【県央】常北町 藤

井川ダム (成田, 1986). 

 

4．アカマキバサシガメ Gorpis brevilineatus (Scott, 1874) 

既報：【県北】北茨城市 花園／大子町 日輪寺／高萩市 花

貫渓谷／常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ; 水府村 

(成田, 1986) ;【県南】石岡市 (八郷町) 一本杉峠 (金子・金

子, 2023). 

 

5．ハラビロマキバサシガメ 

 Himacerus apterus (Fabricius, 1798) 

既報：【県北】北茨城市 花園・和尚山付近 (成田, 1986) ; 高

萩市 竪石林道 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸市 (広瀬, 

1955). 

 

6．コバネマキバサシガメ Nabis apicalis Matsumura, 1913 

既報：【県北】高萩市 柳沢 (小菅ほか, 1991) ; 大子町 上野宮

／北茨城市 華川 水沼山／常陸太田市 竜神川, 常陸太田市 

鍋足山 ／常陸大宮市 陰陽山, 常陸大宮市 尺丈山 (金子・金

子, 2023) ;【県央】城里町 (七会村) 鶏足山 (金子・金子, 

2023) ; 常北町 藤井川ダム (成田, 1986). 

 

7．ハネナガマキバサシガメ Nabis stenoferus Hsiao, 1964 

既報：【県北】高萩市 上手綱, 高萩市 下君田 (小菅ほか, 

1991) ;【県央】美野里町 柴高 (美野里生物の会, 2005) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

8．セスジマキバサシガメ Stenonabis uhleri Miyamoto, 1964  

既報：【県央】城里町 那珂川大橋 (金子・金子, 2023). 

 

サシガメ科 Family Reduviidae 

 

1．ビロウドサシガメ Ectrychotes andreae (Thunberg, 1784) 

既報：【県北】水府村 (成田, 1986) ;【県央】美野里町 西郷地 

(美野里生物の会, 2005) ;【県南】土浦市 朝日峠 (金子・金

子, 2023) ;【県西】桜川市 上野沼 (金子・金子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 9. III. 2019, つくば市 筑波, 成田行弘. 

 

2．クビグロアカサシガメ 

 Haematoloecha delibuta (Distant, 1883) 

既報：【県北】高萩市 花貫渓谷 (金子・金子, 2023) ;【県央】

水戸市 千波町 (成田, 1986) ; 美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 

2005) ;【県南】稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ;【鹿

行】神栖市 波崎海岸 (金子・金子, 2023). 

新規：1 ex., 24. IX. 2015, 阿見町 実穀, 高橋敬一. 

 

3．アカシマサシガメ Haematoloecha nigrorufa (Stål, 1867) 

既報：【県央】水戸市 (谷, 1939 ) ; 水戸市 千波町 (成田, 1986) ; 

水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 張星 (美野里

生物の会, 2005) ;【県南】石岡市 道祖神峠／つくば市 明石

／土浦市 上高津 (金子・金子, 2023) ／牛久市 結束町 (藤村

ほか, 1991) ;【県西】桜川市 ; 雨引観音 (金子・金子, 2023) ;

【鹿行】行方市 自性寺 (金子・金子, 2023). 

 

4．セスジアシナガサシガメ Gardena brevicollis Stål, 1871  

新規：【県北】1♀, 16. Ⅹ. 2005, 日立市 諏訪町, 櫻井 浩 ;【県

央】１ex., 28. Ⅴ. 2006, 城里町 御前山, 櫻井 浩, 2♀, 7. Ⅹ. 

2005, 水戸市 鯉淵町, 櫻井  浩.  

 

5．ゴミアシナガサシガメ Myiophanes tipulina Reuter, 1881 

既報：【県央】水戸市 (谷, 1939 ). 

 

6．アシナガサシガメ Schiduim marcidum (Uhler, 1896 ) 

既報：【県央】小美玉市 竹原 (櫻井, 2013 ). 

新規：【県央】1ex., 5. Ⅺ. 2020, 城里町 御前山, 櫻井 浩／1♂

3♀, 7. Ⅹ. 2005, 水戸市 鯉淵町, 櫻井 浩. 

 

7．ヒメマダラカモドキサシガメ 

 Empicoris minutus Usinger, 1946  

既報：【県央】小美玉市 寺崎 (櫻井, 2013). 

 

8．ウスイロカモドキサシガメ 

 Tridemula ishiharai Tomokuni, 1994 

新規：【県央】2 exs., 5. Ⅺ. 2020, 城里町 御前山, 櫻井 浩. 

 

9．ヨコヅナサシガメ Agriosphodrus dohrni (Signoras, 1862) 

既報：【県北】大子町 井戸ケ沢, 池田／日立市 小木津山自

然公園／常陸太田市 西山公園／御前山村 三王山公園 (廣

瀬, 2002) ; 日立市 鮎川町, 小木津町, 久慈町 (井上ほか, 2003) ; 

北茨城市 中郷町石岡／高萩市 石滝／大子町 北田気, 袋田

／常陸太田市 小菅町, 天下野町, 東染町, 町田町, 松平町, 中

城町／日立市 末広町, 鮎川町, 諏訪町, 東大沼町 (井上, 2005) ;

【県央】桂村 白山／瓜連町 古徳／那珂町 県民の森, 一の

関溜池畔／ひたちなか市 日立工機内, 大成町, 虎塚古墳／

水戸市 下国井町, 千波湖畔, 護国神社, 旧城跡, 緑町, 大工町, 

東原, 見和, 大塚池公園, 見川／内原町 県立コロニー／友部

町 友部小学校／茨城町 大戸／美野里町 柴高／笠間市 笠

間城跡, 片庭 (廣瀬, 2002) ; 東海村 村松, 石上外宿／ひたちな

か市 東大島町,  勝田中央町／水戸市 緑町／大洗町 成田／

友部町 北山公園 (井上, 2005) : 東海村 村松 (東海村の自然調

査会, 2018) ; 美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005)／水戸市 

逆川緑地 (金子・金子) ;【県南】つくば市 竹園, 面野井／

守谷市 野木崎／取手市 寺田／谷和原村 福岡 (井上, 2005) ; 

石岡市 芦穂／土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023) ;【県

西】岩瀬町 羽黒東山香取神社境内／下館市 甲／水海道

市 亀岡 (井上, 2005). 

新規：【県央】1 ex., 4. VI. 2000, 水戸市 五軒町, 成田行弘. 

 

10．ハネナシサシガメ Coranus dilatatus (Matsumura, 1913) 



カメムシ目 (半翅目，アブラムシ科除く) 
 Order Hemiptera (excl. Aphididae) 
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既報：【県北】里美村 里美牧場 (成田, 1986). 

 

11．アカサシガメ Cydnocoris russatus Stål, 1867 

既報：【県北】大子町 男体山 (成田, 1986) ; 高萩市 上君田, 高

萩市 柳沢 (小菅ほか, 1991) ; 日立市 小木津町 (井上, 2003) ;

【県央】渡里村 (現水戸市) (谷, 1939 ) , 水戸市 逆川緑地 (金

子・金子, 2023) ; 東海村 (成田, 1986) ; 東海村 村松 (東海村の

自然調査会, 2018) ; 小美玉市 羽鳥 (櫻井, 2013 ) ;【県南】石

岡市 (八郷町) 辻／つくば市吉瀬 ;【県西】桜川市 (岩瀬町) 

上野沼, 桜川市 加波山 (金子・金子, 2023). 

 

12．オオトビサシガメ Isyndus obscurus (Dallas, 1850 ) 

既報：【県北】常陸太田市 (里美村) 鍋足山／常陸大宮市 (山

方町) 地割 (金子・金子, 2023).;【県央】水戸市 桜山 (広瀬, 

1955 ) , 水戸市 南町, 水戸市 木葉下町 (成田, 1986) ／美野里

町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005)／城里町 (七会村) 高田山 (金

子・金子, 2023) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ／

つくば市 洞下 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 (大和村) 

雨引観音 (金子・金子, 2023). 

 

13．トゲサシガメ Polididus armatissimus Stål, 1859 

既報：【県北】常陸太田市 大里 (成田, 2023) ;【県南】稲敷市 

妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ; 稲敷市 浮島 (成田, 2023).  

 

14．アカヘリサシガメ 

 Rhynocoris rubromarginatus (Jakovlev, 1893) 

既報：【県北】大子町 男体山／水府村 (成田, 1986) ; 高萩市 

下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】友部町 (谷, 1939) ; 桂村 御

前山 (成田, 1986). 

新規：1 ex., 29. IV. 2018, ひたちなか市 新光町, 成田行弘. 

 

15．シマサシガメ Sphedanolestes impressicollis (Stål, 1861) 

既報：【県北】水府村 (成田, 1986) ; 高萩市 下君田 (小菅ほか, 

1991) ; 大子町 西金 (金子・金子, 2023) ;【県央】美野里町 羽

鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 

2023) ;【県南】つくば市 吉瀬 (金子・金子, 2023) ;【県西】

桜川市 上野沼 (金子・金子, 2023). 

 

16．ヤニサシガメ Velinus nodipes (Uhler, 1860) 

既報：【県北】大子町 長福山 (成田, 1986) ; 高萩市 鳥曽根, 高

萩市 安良川 (小菅ほか, 1991) ;【県央】緑岡村 (現水戸市) 

(谷, 1939 ) ; 常北町 藤井川ダム (成田, 1986) ; 美野里町 羽鳥 (美

野里生物の会, 2005) ; 城里町 鶏足山／水戸市 逆川緑地 (金

子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 鬼ヶ作林道 (金子・金子, 

2023). 

 

17．クロサシガメ Peirates cinctiventris Horváth, 1879 

既報：【県央】吉田村 (現水戸市) (谷, 1939 ) ; 水戸市 逆川緑地 

(金子・金子, 2023) ; 美野里町 三箇 (美野里生物の会, 2005) ;

【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 土浦市 田土部, 土

浦市 宍塚大池／稲敷市 西代 (金子・金子, 2023) ;【県西】

常総市 豊田 (金子・金子, 2023). 

 

18．クロモンサシガメ Peirates turpis Walker, 1873 

既報：【県北】大子町 八溝山 (成田, 1986) ; 大子町 八溝山頂

／北茨城市 大北川河口／高萩市 横川 (金子・金子, 2023) ;

【県央】水戸市 大町 (成田, 1986) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・

金子, 2023) ; 美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】

筑波山 (江崎, 1929)／牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ;【県

南】土浦市 (新治村) 朝日峠 (金子・金子, 2023) ;【県西】常

総市 石下橋／桜川市 足尾山 (金子・金子, 2023).  

 

19．キイロサシガメ Sirthenea flavipes (Stål, 1855) 

既報：【県央】水戸市 上国井町 (成田, 1992) ; 美野里町 堅倉 

(美野里生物の会, 2005) ;【県南】つくば市 桜橋／土浦市 

田土部／稲敷市 (桜川村) 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

新規：1 ex., 13. IX. 2014, 水戸市 元石川町, 成田行弘. 

 

20．ハリサシガメ Acanthaspis cincticrus Stål, 1859 

既報：【県央】那珂湊市  阿字ヶ浦海岸 (成田, 1991). 

 

21．チャイロサシガメ Reduvius decliviceps Hsiao, 1976 

既報：【県央】笠間市 天狗の森公園 (野村ほか, 2013). 

新規：【県央】1 ex., 13. IX. 2014, 水戸市 元石川町, 成田行弘. 

 

22．ウデワユミアシサシガメ 

 Polytoxus armillatus Ishikawa, 1998 

既報：【県南】かすみがうら市 折戸 (金子・金子, 2023). 

 

23．アシボソトビイロサシガメ Caunus noctulus Hsiao, 1977 

既報：【県南】かすみがうら市 中佐谷 (阿部・奥田, 2020). 

 

24．コゲヒメトビサシガメ (ウストビサシガメ, ウストビイ

ロサシガメ) Neostaccia plebeja (Stål, 1866) 

既報：【県南】土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

25．トビイロサシガメ Oncocephalus assimilis Reuter, 1882 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ;【県央】常北町 

藤井川ダム (成田, 1986) ; 美野里町 部室 (美野里生物の会, 

2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

26．クロトビイロサシガメ 

 Oncocephalus breviscutum Reuter, 1882 

既報：【県央】桂村 御前山 (成田, 1986) ;【県西】桜川市 池

亀五大力堂 (金子・金子, 2023). 

 

27．モモブトトビイロサシガメ 

 Oncocephalus femoratus Reuter, 1882 

既報：【県北】日立市 河原子海岸 (金子・金子, 2023) ;【県

央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】つく
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ば市 金田 (金子・金子, 2023). 

 

28．ホソサシガメ Pygolampis bidentata (Goeze, 1778 ) 

既報：【県北】高萩市 上君田, 高萩市 中戸川 (小菅ほか, 

1991) ;【県央】水戸市 大町／桂村御前山／常北町 藤井川

ダム (成田, 1986) ; 美野里町 部室 (美野里生物の会, 2005) ;

【県西】常総市 石下橋 (金子・金子, 2023). 

 

29．ミナミホソサシガメ Pygolampis foeda Stål, 1859 

既報：【県央】小美玉市 下玉里 (櫻井, 2013) ;【県南】土浦市 

田土部 ;【県西】桜川市 池亀五大力堂 (金子・金子, 2023). 

 

30．ヒメホソサシガメ Sastrapada oxyptera Bergroth, 1922 

既報：【県央】水戸市 (谷, 1939). 

 

31．ヒメトビサシガメ (ヒメトビイロサシガメ) 

 Staccia diluta (Stål, 1860) 

既報：【県央】美野里町 三箇 (美野里生物の会, 2005). 

 

ヒラタカメムシ科 Family Aradidae 

 

1．ヒメヒラタカメムシ Aneurus macrotylus Jakovlev, 1880  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

新規：【県央】1 ex., 19. VII. 2008, 常陸太田市 武生林道, 成田行

弘. 

 

2．カクムネヒメヒラタカメムシ 

 Paraneurus galiae (Kerzhner, 1979) 

新規：【県北】1 ex., 6. IX. 2023, 大子町 男体山, 金子道夫.  

 

3．ヒラタカメムシ Aradus consentaneus Horváth, 1905 

既報：【県北】常陸太田市 花立山 (金子・金子, 2023) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

4．マツコヒラタカメムシ Aradus czerskii Kiritshenko, 1915 

既報：【県西】桜川市 酒寄 (金子・金子, 2023). 

 

5．エサキヒラタカメムシ 

 Aradus esakii Kormilev et Heiss, 1976 

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 (金子・金子, 2023) ;【県

西】桜川市 筑波山北面 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 23. VIII. 2019, ひたちなか市 馬渡, 成田行

弘. 

 

6．オオチャイロヒラタカメムシ 

 Aradus gretae Kiritshenko, 1955 

既報：【県北】常陸太田市 西金砂山 (成田, 2023). 

 

7．フトヒゲ(ボソ)ヒラタカメムシ 

 Aradus miyamotoi Heiss et Shono, 2003 

既報：【県北】北茨城市 関本町定波 (金子・金子, 2023). 

 

8．ノコギリヒラタカメムシ Aradus orientalis Bergroth, 1885 

既報：【県北】大子町 八溝山 ; 大子町 上野宮 (金子・金子, 

2023) ; 北茨城市 花園定波 (成田, 1986) ; 北茨城市 関本町小川

／高萩市 大能, 高萩市 鳥曽根／常陸太田市 花立山, 常陸太

田市 天下野 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 柳沢, 高萩市 上君田 

(小菅ほか, 1991) ;【県央】岩間町 難台山 (谷, 1939) ／水戸市 

丹下 (成田, 1986)／美野里町 竹原中郷 (美野里生物の会, 

2005) ;【県南】石岡市 大覚寺／土浦市 清滝寺 (金子・金

子, 2023) ; 牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

9．クロヒラタカメムシ 

 Brachyrhynchus taiwanicus (Kolmilev, 1957) 

既報：【県北】大子町 上野宮／常陸太田市 竜神川／常陸

大宮市 殿山 (金子・金子, 2023) ;【県央】御前山 (谷, 1939) ; 

城里町 御前山 (今井, 2018) ; 城里町 藤井川ダム／笠間市 片

庭 楞厳寺 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 7. V. 2003, 城里町 相川, 成田行弘 ; 1 ex., 10. 

VI. 2014, 城里町 塩子, 渡辺 健. 

 

10．オオヒラタカメムシ Mezira scabrosa Scott, 1874  

新規：【県西】1 ex., 6. IX. 2003, 桜川市 筑波山, 金子道夫. 

 

11．アラゲオオヒラタカメムシ 

 Mezira subsetosa Josifof et Kerzhner, 1974 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県西】

桜川市 池亀五大力堂 (金子・金子, 2023). 

新規：【県北】1 ex., 27. VI. 1992, 大子町 八溝山頂, 成田行弘. 

 

12．Mezirinae  sp. 

新規：【県北】2 exs., 23. XII. 2023, 常陸太田市 鍋足山, 金子道

夫.  

13．トビイロオオヒラタカメムシ 

 Neuroctenus castaneus (Jakovlev, 1878) 

既報：【県北】水府村 (成田, 1986) ; 北茨城市 中郷町石岡／

高萩市大能／日立市 高原／常陸大宮 井殿山 (金子・金子, 

2023) ;【県央】美野里町 部室 (美野里生物の会, 2005) ;【県

南】石岡市 大覚寺／つくば市 吉瀬 (金子・金子, 2023). 

新規：【県北】1 ex., 27. VI. 1992, 大子町 八溝山頂, 善場荘八 ; 

多数, 19. V. 2019, 北茨城市 関本町小川, 金子道夫 . 

 

14．チャイロナガヒラタカメムシ 

 Neuroctenus taiwanicus Komilev, 1955 

既報：【県北】大子町 八溝山頂／北茨城市 関本町小川／高

萩市 上君田 (金子・金子, 2023). 

 

15．Neuroctenus sp. 

新規：【県北】1 ex., 2. VI. 2019, 常陸太田市 武生林道, 金子道

夫. 
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16．イボヒラタカメムシ 

 Usingerida verrucigera (Bergroth, 1892) 

既報【県北】大子町 八溝山頂／北茨城市 関本町小川／高

萩市大能／常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 3. V. 2019, ひたちなか市 馬渡, 成田行弘. 

 

 

ヒゲナガカメムシ科 Family Pachygronthidae 

 

1．ヒゲナガカメムシ Pachygrontha antennata (Uhler, 1860) 

既報：【県北】高萩市 大能草木山, 高萩市 下君田 (小菅ほか, 

1991) ; 常陸太田市 (成田, 1986) ;【県央】美野里町 羽鳥 (美

野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991)／つくば市 上境 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 

山口 鏡ヶ池 ／常総市 鬼怒川左岸 (金子・金子, 2023). 

 

2．クロヒゲナガカメムシ Pachygrontha nigrovittata Stål, 1871 

既報：【県北】常陸太田市 畑中 (金子・金子, 2023) ;【県南】

土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

3．クロスジヒゲナガカメムシ 

 Pachygrontha similis Uhler, 1896 

既報：【県北】大子町 上野宮／北茨城市 亀谷地湿原 (金

子・金子, 2023) ; 北茨城市 花園／常陸太田市 (成田, 1986) ; 

高萩市 上君田, 柳沢 (小菅ほか, 1991) ;【県央】小美玉市 納

場 (櫻井, 2013) ; 城里町 (常北町) 藤井川ダム／水戸市 逆川

緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】江戸崎町 (成田, 1986) ; 石

岡市 道祖神峠／つくば市 神郡 (金子・金子, 2023) ;【県

西】桜川市 山口鶴が池 (金子・金子, 2023). 

 

ヒョウタンナガカメムシ科 

Family Rhyparochromidae 

 

1．ヨツボシチビナガカメムシ 

 Botocudo japonicus (Hidaka, 1959) 

既報：【県南】石岡市 道祖神峠／つくば市 神郡蚕影神社 

(金子・金子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 22. X. 2022, 美浦村 陸平貝塚, 金子道夫. 

 

2．ヤスマツチビナガカメムシ 

 Botocudo yasumatsui (Hidaka, 1959) 

既報：【県北】常陸大宮市 地割 (金子・金子, 2023) ;【県南】

つくば市 吉瀬 (金子・金子, 2023). 

新規：【県北】1 ex., 20. IV. 2023, 常陸太田市 武生林道：【県

南】1 ex., 20.III.2019, つくば市 神郡, 金子道夫. 

 

3．ヒナナガカメムシ Iodinus ferrugineus Lindberg, 1927 

既報：【県北】常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ;【県

央】小美玉市 三箇 (櫻井, 2013 ) ;【県南】つくば市 神郡／

土浦市 手野町 (金子・金子, 2023) ;【鹿行】鹿嶋市 鹿嶋神

宮 (金子・金子, 2023). 

 

4．クロナガカメムシ Drymus marginatus Distant, 1883 

既報：【県北】大子町 八溝山 (金子・金子, 2023) ; 水府村 竜

神峡 (成田, 2023).  

 

5．オオクロナガカメムシ Drymus orientalis Kerzhner, 1977 

既報：【県北】常陸太田市 竜神峡 (金子・金子, 2023). 

 

6．ムラクモナガカメムシ 

 Eremocoris angusticollis Jakovlev, 1881 

新規：【県北】1 ex., 15. V. 2021, 大子町 八溝山頂, 1 ex., 10. VI. 

2021, 北茨城市 関本町定波, 金子道夫. 

 

7．マツヒラタナガカメムシ 

 Gastrodes grossipes (De Geer, 1773) 

既報：【県央】小美玉市 羽鳥 (櫻井, 2013). 

 

8．ヒサゴナガカメムシ Neomizaldus lewisi (Distant, 1901) 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023). 

 

9．チャモンナガカメムシ 

 Paradieuches dissimilis (Distant, 1883) 

既報：【県北】大子町 日輪寺, 大子町 上野宮, 大子町 西金／

北茨城市 花園渓谷／高萩市 上君田／常陸太田市 花立山

／日立市 高原／常陸大宮市 光戸 (金子・金子, 2023) ;【県

央】美野里町 羽刈 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】つく

ば市 桜橋／桜川市 加波山 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 25. X. 2020, 茨城町 涸沼, 金子道夫. 

 

10．ヒメネジロツヤナガカメムシ (ヒメツヤナガカメムシ) 

 Diniella pallipes (Scott, 1874)  

既報：【県西】桜川市 酒寄 (金子・金子, 2023). 

 

11．オオチャイロナガカメムシ 

 Neolethaeus assamensis Distant, 1901 

既報：【県央】水戸市 千波町／常北町 藤井川ダム (成田, 

1986) ;【県南】土浦市 田土部 (金子・金子, 2023). 

 

12．チャイロナガカメムシ (ダーラスナガカメムシ, フタモ

ンチャイロナガカメムシ) Neolethaeus dallasi (Scott, 1874) 

既報：【県央】水戸市 千波町／桂村 御前山／常北町 藤井

川ダム (成田, 1986) ; 美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ;

【県南】つくば市 上野 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川

市 酒寄／坂東市 菅生沼 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 22. VII. 2020, 水戸市 逆川緑地, 金子道夫 ;

【県西】1 ex., 12. IX. 2021, 桜川市 池亀五大力堂, 金子道夫. 

 

13．ルイスチャイロナガカメムシ 
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 Neolethaeus lewisi (Distant, 1883) 

既報：【県央】城里町 那珂川大橋 (金子・金子, 2023). 

 

14．カワラナガカメムシ 

 Megalonotus sabulicola (Thomson, 1870) 

既報：【県央】小美玉市 三箇 (櫻井, 2013). 

 

15．ヨツボシヒョウタンナガカメムシ 

 Gyndes pallicornis (Dallas, 1852) 

新規：【県南】2exs., 2. X. 2022, 土浦市 宍塚大池, 金子道夫. 

 

16．サビヒョウタンナガカメムシ 

 Horridipamera inconspicua (Dallas, 1852) 

既報：【県央】小美玉市 三箇 (櫻井, 2013 ) ;【県南】土浦市 

宍塚大池／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

17．キベリヒョウタンナガカメムシ 

 Horridipamera lateralis (Scott, 1874) 

既報：【県北】高萩市 中戸川, 下君田, 本町 (小菅ほか, 1991) ;

【県央】水戸市 千波町／常北町 藤井川ダム (成田, 1986) ; 

水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 先後 (美野里

生物の会, 2005) ;【県南】石岡市 道祖神峠／つくば市 神郡

／土浦市 宍塚大池／稲敷市 本新 (金子・金子, 2023) ;【県

西】桜川市 (真壁町) 湯袋峠／常総市 豊田 小貝川 (金子・

金子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 5. IV. 2014, 稲敷市 浮島, 高橋敬一. 

 

18．クロズヒョウタンナガカメムシ 

 Pachybrachius festivus (Distant, 1883) 

既報：【県央】茨城町 船渡 (鈴木, 1999) ;【県南】稲敷市 妙

岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

19．ヒラタヒョウタンナガカメムシ 

 Pachybrachius luridus Hahn, 1826 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 高萩市 上手綱, 高

萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸市 千波町／常

北町 藤井川ダム (成田, 1986) ; 美野里町 小岩戸 (美野里生物

の会, 2005) ;【県南】土浦市 宍塚大池／稲敷市 (桜川村) 妙

岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

20．ミナミホソナガカメムシ 

 Paromius exiguus (Distant, 1883) 

既報：【県央】小美玉市 小曽納 (櫻井, 2013). 

新規：【県央】1 ex., 15. X. 2000, 美野里町 大池, 櫻井 浩. 

 

21．クロアシホソナガカメムシ 

 Paromius jejunus (Distant, 1883) 

既報：【県央】小美玉市 小曽納 (櫻井, 2013) ;【県南】阿見町

西郷／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 2. X. 2022, 土浦市 宍塚大池, 金子道夫 ;

【鹿行】1 ex., 4. VI. 2001, 旭村 滝浜海岸, 成田行弘. 

 

22．ウスチャヒョウタンナガカメムシ 

 Remaudiereana flavipes (Motschulsky, 1863)  

既報：【県南】つくば市 桜橋／土浦市 田土部, 土浦市 宍塚

大池 (金子・金子, 2023). 

 

23．イチゴチビナガカメムシ 

 Stigmatonotum geniculatum (Motschulsky, 1863) 

既報：【県北】高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】小美

玉市 三箇 (櫻井, 2013 ) ;【県西】桜川市 山口 鏡ヶ池  (金

子・金子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 24. VI. 2020, 稲敷市 浮島, 成田行弘. 

 

24．チビナガカメムシ 

 Stigmatonotum rufipes (Motschulsky, 1866) 

既報：【県央】小美玉市 羽鳥 (櫻井, 2013 ) ; 水戸市 逆川緑地 

(金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 神郡／稲敷市 妙岐

ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

25．コバネヒョウタンナガカメムシ 

 Togo hemipterus (Scott, 1874 ) 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 

高萩市 いぶき山, 高萩市 下手綱,下君田 (小菅ほか, 1991) ; 北

茨城市 花園神社／常陸太田市 久慈川 (金子・金子, 2023) ;

【県央】水戸市 (谷, 1939) ; 水戸市 田野町 (成田, 1986) ; 水戸

市 逆川緑地 (金子・金子, 2023)／美野里町 西郷地 (美野里

生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ;

【県南】つくば市 上境／土浦市 大志戸, 土浦市 宍塚大池

／阿見町 追原 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 富谷観

音 (金子・金子, 2023). 

 

26．チャイロホソナガカメムシ 

 Prosomeus bruueus Scott, 1874 

新規：【県北】1 ex., 18. VI. 2023, 大子町 八溝山, 金子道夫. 

 

27．オオモンシロナガカメムシ 

 Metochus abbreviatus Scott, 1874  

既報：【県央】美野里町 橋場美 (美野里生物の会, 2005)／笠

間市 片庭 楞厳寺 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 山

口／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

28．モンシロナガカメムシ (ウスグロシロヘリナガカメム

シ) Panaorus albomaculatus (Scott, 1874) 

既報：【県北】高萩市 上手綱, 高萩市 秋山 (小菅ほか, 1991) ;

【県央】水戸市 千波町／常北町 藤井川ダム (成田, 1986) ; 

水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】牛久市 結束

町 (藤村ほか, 1991) ;【県西】坂東市 菅生沼 (金子・金子, 

2023). 
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29．アムールシロヘリナガカメムシ 

 Panaorus csikii (Horváth, 1901) 

既報：【県南】石岡市 道祖神峠 (金子・金子, 2023). 

 

30．シロヘリナガカメムシ Panaorus japonicus (Stål, 1874 ) 

既報：【県北】北茨城市 亀谷地湿原 (金子・金子, 2023) ;【県

央】美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸市 逆川緑

地／茨城町 涸沼 (金子・金子, 2023) ;【県西】八千代町 坪

井 鬼怒川 (金子・金子, 2023). 

 

オオメナガカメムシ科 Family Geocoridae 

 

1．ヒメオオメナガカメムシ (ヒメオオメカメムシ ) 

 Geocoris proteus Distant, 1883 

既報：【県北】北茨城市 磯原海岸／日立市 久慈浜 (金子・

金子, 2023) ;【県央】玉里村 (成田, 1986).【県南】つくば市 

洞下／阿見町西郷／稲敷市 本新／常総市 石下橋 (金子・

金子, 2023) ;【鹿行】鹿嶋市 明石 (金子・金子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 24. VI. 2020, 稲敷市 浮島, 成田行弘. 

 

2．オオメナガカメムシ (オオメカメムシ ) 

 Geocoris varius (Uhler, 1860) 

既報：【県北】高萩市 秋山, 高萩市 菅ノ沢, 中戸川 (小菅ほ

か, 1991) ;【県央】御前山 (谷, 1939) ; 水戸市 (成田, 1986) ; 美

野里町 鶴田 (美野里生物の会, 2005).【県南】つくば市 桜

橋／土浦市 朝日峠, 土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023) ;

【県西】桜川市 酒寄 (金子・金子, 2023). 

 

コバネナガカメムシ科 Family Blissidae 

 

1．ヒメコバネナガカメムシ 

 Dimorphopterus bicoloripes (Distant, 1883) 

既報：【県北】大子町籠岩／常陸太田市 鍋足山 (金子・金

子, 2023) ;【県南】つくば市 吉瀬／土浦市 宍塚大池／牛久

市 下根町 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 雨引観音 (金

子・金子, 2023). 

 

2．ニッポンコバネナガカメムシ 

 Dimorphopterus japonicus (Hidaka, 1959) 

既報：【県央】水戸市 田野町 (成田, 1986) ;【県南】つくば市

神郡／土浦市 朝日峠／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 

2023) ;【県西】桜川市 加波山 (金子・金子, 2023). 

 

3．コバネナガカメムシ Dimorphopterus pallipes (Distant, 1883) 

既報：【県北】高萩市 秋山 (小菅ほか, 1991) ;【県央】城里町 

上入野／水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ; 茨城町 (成田, 

1986) ; 美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つくば市 上野／土浦市 永井 ,土

浦市 宍塚大池／常総市 豊田 (金子・金子, 2023) ;【県西】

桜川市 山口 鏡が池 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 3. III. 2019, ひたちなか市 新光町, 成田行

弘. 

 

4．ホソコバネナガカメムシ 

 Macropes obnubilus (Distant, 1883) 

既報：【県央】美野里町 大谷 (美野里生物の会, 2005) ; 茨城

町 涸沼 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 神郡／土浦

市 朝日峠 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 加波山 (金

子・金子, 2023). 

 

5．コガシラコバネナガカメムシ 

 Pirkimerus japonicus (Hidaka, 1961) 

既報：【県北】常陸太田市 岡見 (成田, 2023) ; 常陸太田市 武

生林道／常陸大宮市 陰陽山 (金子・金子, 2023) ;【県央】

美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005)／水戸市 桜川／ひた

ちなか市 馬渡 (金子・金子, 2023) ;【県南】石岡市 上曽 (成

田, 2023) ; つくば市 筑波大学／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金

子, 2023) ;【県西】桜川市 山口／常総市 豊田 (金子・金子, 

2023). 

 

マダラナガカメムシ科 Family Lygaeidae 

 

1．ブチヒラタナガカメムシ 

 Kleidocerys nubilus (Distant, 1883) 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】

土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

2．ウスイロヒラタナガカメムシ 

 Kleidocerys resedae (Panzer, 1797) 

既報：【県北】大子町 八溝山 (金子・金子, 2023). 

 

3．ムラサキナガカメムシ 

 Pylorgus colon (Thunberg, 1784) 

既報：【県北】高萩市 鳥曽根, 高萩市 上君田 (小菅ほか, 

1991) ; 北茨城市 花園・定波／大子町 八溝山 (成田, 1986) ; 北

茨城市 関本町小川／高萩市 花貫渓谷 (金子・金子, 2023) ;

【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ; 北山内村  (現

笠間市)  (谷, 1939) ; 水戸市 大町 (成田, 1986) ; 美野里町 堅倉 

(美野里生物の会, 2005) ;【県南】つくば市 千現／土浦市 

朝日峠 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 富谷観音 (金

子・金子, 2023). 

 

4．イシハラナガカメムシ 

 Pylorgus ishiharai Hidaka et Izzard, 1960 

既報：【県北】常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023). 

 

5．セスジナガカメムシ Arocatus melanostoma Scott, 1874 

既報：【県北】大子町 日輪寺／常陸大宮市 尺丈山／常陸

太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ; 水府村 (成田, 1986) ;

【県央】水戸市 千波町 (成田, 1986) ; 美野里町 (美野里生物



成田行弘ほか 
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の会, 2005). 水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】石

岡市 吾国山西面／つくば市 神郡／土浦市 朝日峠 (金子・

金子, 2023). 

 

6．アカヘリナガカメムシ Arocatus sericans (Stål, 1860) 

既報：【県北】常陸太田市 西金砂山／日立市 黒坂 (金子・

金子, 2023) ;【県西】桜川市／筑波山 (金子・金子, 2023). 

 

7．ジュウジナガカメムシ 

 Tropidothorax cruciger (Motschulsky, 1860) 

既報：【県北】里美村 岡見 (成田, 1986) ;【県央】小美玉市 

高崎 (櫻井, 2013 ) ;【県南】稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 

2023). 

 

8．ヒメジュウジナガカメムシ 

 Tropidothorax sinensis (Reuter, 1888) 

既報：【県南】稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

9．エチゴヒメナガカメムシ (エゾヒメナガカメムシ) 

 Nysius expressus Distant, 1883 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023). 

 

10．セスジヒメナガカメムシ 

 Nysius graminicola (Kolenati, 1845) 

既報：【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】

土浦市 宍塚大池／阿見町西郷 (金子・金子, 2023). 

 

11．ヒメナガカメムシ Nysius plebeius Distant, 1883 

既報：【県北】高萩市 下手綱 (小菅ほか, 1991) ; 日立市 (十王

町) 黒坂／常陸大宮市 山王山 (金子・金子, 2023) ;【県央】

水戸市 逆川緑地／茨城町 涸沼 (金子・金子, 2023) ; 水戸市 

(谷, 1939) ; 水戸市 千波町／桂村 赤沢林道 (成田, 1986) ; 美野

里町 鶴田 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】石岡市 道祖神

峠／つくば市 筑波大学／土浦市 朝日峠 ,土浦市 宍塚大池

／稲敷市 本新 ,稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ;【県

西】桜川市 上野沼／八千代町 坪井 鬼怒川 (金子・金子, 

2023). 

 

12．ツマベニヒメナガカメムシ 

 Neortholomus scolopax (Say, 1831) 

既報：【県央】大洗町 磯浜町 (中谷・ほか, 2019) ;【県南】つ

くば市 観音台, つくば市 東新井 (中谷・ほか, 2019). 

2018 年に，茨城，群馬，埼玉，千葉，東京，神奈川の各

都県に生息することが確認された外来種である．本県では

3ケ所から記録されている． 

 

13．Nysius sp. 

既報：【県北】日立市 黒坂／常陸太田市 武生林道 (金子・

金子, 2023) ;【県央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;

【県南】つくば市 臼井 (金子・金子, 2023). 

 

ヒメヒラタナガカメムシ科 Family Cymidae 

 

1．チビヒメヒラタナガカメムシ 

 Cymodema basicornis (Motschulsky, 1863) 

既報：【県央】茨城町 涸沼自然公園 (金子・金子, 2023). 

 

2．ヒメヒラタナガカメムシ Cymus aurescens Distant, 1883 

既報：【県北】北茨城市 亀谷地湿原／高萩市上君田／常陸

太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 山口 

鏡ヶ池  (金子・金子, 2023). 

 

3．ホソヒメヒラタナガカメムシ 

 Cymus koreanus Josifov et Kerzhner, 1978 

既報：【県北】北茨城市 亀谷地湿原 (金子・金子, 2023).  

 

ホソメダカナガカメムシ科 Family Ninidae 

 

1．ホソメダカナガカメムシ 

 Ninomimus flavipes (Matsumura, 1913)  

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 定波 (金子・金子, 

2023) ;【県央】城里町 塩子／水戸市 逆川緑地 (金子・金

子, 2023) ; 小美玉市 三箇 (櫻井, 2013 ) ;【県南】石岡市 (八郷

町) 湯袋峠 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 山口 鏡ヶ池  

(金子・金子, 2023). 

新規：【県北】1 ex., 17. VI. 1985, 里美村 岡見, 成田行弘. 

 

メダカナガカメムシ科 Family Malcidae 

 

1．メダカナガカメムシ Chauliops fallax Scott, 1874 

既報：【県北】常陸太田市 天下野町寺入 (金子・金子, 2023) ; 

常北町 藤井川ダム／桂村 赤沢林道(成田, 1986) ;【県央】

美野里町 張星 (美野里生物の会, 2005) ; 城里町 御前山／水

戸市 逆川緑地／茨城町 涸沼 (金子・金子, 2023) ;【県南】

石岡市 道祖神峠／つくば市 上境 (金子・金子, 2023) ;【県

西】桜川市 池亀五大力堂 (金子・金子, 2023). 

 

イトカメムシ科 Family Berytidae 

 

1．ヒメイトカメムシ Metacanthus pulchellus Dallas, 1852 

既報：【県央】美野里町 部室 (美野里生物の会, 2005).  

 

2．イトカメムシ Yemma exilis Horváth, 1905  

既報：【県北】北茨城市 花園定波 (成田, 1986) ;【県南】牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

新規：【県央】1 ex., 20. V. 2018, 城里町 鶏足山, 成田行弘. 

 

オオホシカメムシ科 Family Largidae 

 

1．オオホシカメムシ Physopelta gutta (Burmeister, 1834) 
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既報：【県央】小美玉市 高崎 (櫻井, 2013 ) ;【県央】水戸市 

逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】土浦市 田土部, 土浦

市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 3, VIII. 2017, 水戸市 森林公園, 成田行弘 ;

【県南】1♀, 2. VI. 2006, 美浦村 陸平公園, 鈴木成美 ; 1♀, 14. 

XI. 2009, 常総市 運動公園, 鈴木成美. 

 

2．ヒメホシカメムシ Physopelta parviceps Blöte, 1931 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 高萩市 柳沢 (小菅

ほか, 1991) ; 常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ;【県

央】常北町 藤井川ダム／桂村 御前山 (成田, 1986) ; 笠間市 

片庭 楞厳寺／水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県

南】筑波山 (江崎, 1929) ; 石岡市 吾国山／つくば市 桜橋 (金

子・金子, 2023). 

 

ホシカメムシ科 Family Pyrrhocoridae 

 

1．フタモンホシカメムシ 

 Pyrrhocoris sibiricus Kuschakewitsch, 1866 

既報：【県北】高萩市 柳沢 (小菅ほか, 1991) ; 常陸太田市 天

下野町寺入(金子・金子, 2023) ;【県央】水戸市 千波町／常

北町 藤井川ダム／茨城町 (成田, 1986) ; 美野里町 小曽納 (美

野里生物の会, 2005) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;

【県南】つくば市 桜橋／土浦市 田土部／稲敷市 妙岐ノ

鼻 (金子・金子, 2023). 

 

2．クロホシカメムシ 

 Pyrrhocoris sinuaticollis Reuter, 1885 

既報：【県北】日立市 東河内里川 (金子・金子, 2023) ;【県

央】常北町 藤井川ダム／桂村 御前山 (成田, 1986) ; 美野里

町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸市 逆川緑地／笠間市 

片庭 楞厳寺 (金子・金子, 2023) ;【県南】稲敷市 妙岐ノ鼻

／常総市 (石下町) 鬼怒川左岸 (金子・金子, 2023). 

 

ホソヘリカメムシ科 Family Alydidae 

 

1．クモヘリカメムシ Leptocorisa chinensis Dallas, 1852 

既報：【県北】高萩市 上手綱杉内 (小菅ほか, 1991) ;【県央】

水戸市 (谷, 1939) ; 水戸市 田野町, 水戸市 双葉台 (成田, 1986) ; 

美野里町 堅倉 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸市 逆川緑地 (金

子・金子, 2023) ;【県南】筑波山 (江崎, 1929) ; 美浦村 (成田, 

1986) ; 牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 石岡市 道祖神峠／つ

くば 市東岡／土浦市  宍塚大池／阿見町 西郷 (金子・金子, 

2023). 

 

2．ヒメクモヘリカメムシ Paraplesius unicolor Scott, 1874 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 花園・定波 (成田, 

1986) ; 高萩市 横川, 高萩市 下大能, 高萩市 竪石林道, 滝ノ倉

湿原 (小菅ほか, 1991) ;【県央】小美玉市 三箇 (櫻井, 2013). 

 

3．ニセヒメクモヘリカメムシ 

 Paraplesius vulgaris (Hsiao, 1964) 

既報：【県北】大子町 籠岩 ;【県央】水戸市 逆川緑地 (金

子・金子, 2023) ; 城里町 御前山／水戸市 下入野町 (成田, 

2023). 

 

4．キベリヘリカメムシ Megalotomus costalis Stål, 1873 

既報：【県央】那珂湊市 阿字ヶ浦 (成田, 1986). 

 

5．ホソヘリカメムシ Riptortus pedestris (Fabricius, 1775) 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 高萩市 秋山 (小菅

ほか, 1991) ;【県央】東海村 村松 (東海村の自然調査会, 

1994) ; 水戸市 渡里町 (成田, 1986) ; 美野里町 竹原中郷 (美野

里生物の会, 2005) ; 笠間市 片庭 楞厳寺 (金子・金子, 2023) ;

【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つくば市 小田／

土浦市 宍塚大池／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

ヒメヘリカメムシ科 Family Rhopalidae 

 

1．アカヒメヘリカメムシ Rhopalus maculatus (Fieber, 1837)  

既報：【県北】大子町 日輪寺 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 下

君田 (小菅ほか, 1991) ; 金砂郷村 中野／大宮町 (成田, 1986) ;

【県央】美野里町 橋場美 (美野里生物の会, 2005) ;【県

央】水戸市 逆川緑地／茨城町 涸沼 (金子・金子, 2023) ;

【県南】つくば市 臼井／土浦市 田土部, 土浦市 上高津／

稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

2．ケブカヒメヘリカメムシ 

 Rhopalus sapporensis (Matsumura, 1905) 

既報：【県北】大子町 男体山麓 (成田, 1986)【県央】笠間市 

佐白山／茨城町 涸沼自然公園 (金子・金子, 2023) ;【県

西】桜川市 富谷観音 (金子・金子, 2023). 

 

3．ブチヒメヘリカメムシ 

 Stictopleurus punctatonervosus (Goeze, 1778) 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 高萩市 秋山 (小菅

ほか, 1991) ;【県央】桂村 赤沢林道／水戸市 田野町 (成田, 

1986) ; 美野里町 部室 (美野里生物の会, 2005) ; 茨城町 涸沼 

(金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 下河原崎／土浦市 

朝日峠, 土浦市  宍塚大池／阿見町 西坪神田池／稲敷市 妙

岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 富谷観音／常

総市 豊田 小貝川 (金子・金子, 2023). 

 

ヘリカメムシ科 Family Coreidae 

 

1．ヒメトゲヘリカメムシ (ヒメヘリカメムシ) 

 Coriomeris scabricornis (Panzer, 1805) 

既報：【県北】八溝山 (成田, 1986) ;【県央】小美玉市 羽鳥 

(櫻井, 2013 ) ;【県南】阿見町 実穀 (成田, 2023) ; 稲敷市 浮島 

(金子・金子, 2023) ;【鹿行】鉾田市 大竹海岸 (成田, 2023).  
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2．ホオズキカメムシ Acanthocoris sordidus (Thunberg, 1783) 

既報：【県北】高萩市 赤浜 (小菅ほか, 1991) ; 金砂郷村／水

府村 (成田, 1986) ; 常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ;

【県央】水戸市 (谷, 1939) ; 茨城町 (成田, 1986) ; 美野里町 張

星 (美野里生物の会, 2005) ; 笠間市 片庭 楞厳寺／茨城町 涸

沼 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 作谷／かすみが

うら市 上佐谷／土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023) ; 牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

3．マツヘリカメムシ 

 Leptoglossus occidentalis Heidemann, 1910 

既報：【県北】常陸太田市 (井上, 2011) ; 常陸大宮市  (荒川・

軍司, 2012 ) ; 高萩市 (井上, 2021 ) ;【県央】水戸市 (成田, 2013; 

宮ノ下・曲山, 2014 ) ;【県南】つくば市 (成田; 2013 ; 宮ノ

下・曲山, 2014 ). 

 

4．オオツマキヘリカメムシ 

 Hygia lativentris (Motschulsky, 1866)  

既報：【県北】大子町 八溝山頂／北茨城市 関本町小川定

波／高萩市 大能／日立市 神峰山 (金子・金子, 2023) ; 高萩

市 加老, 高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸市 田

野町／常北町 藤井川ダム (成田, 1986) ; 水戸市 逆川緑地／

茨城町 涸沼 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 鶴田 (美野里生物

の会, 2005) ;【県南】つくば市 吉瀬／桜川市 酒寄 (金子・

金子, 2023). 

 

5．ツマキヘリカメムシ Hygia opaca (Uhler, 1860) 

既報：【県北】常陸太田市 (成田, 1986) ; 常陸太田市 武生林

道 (金子・金子, 2023) ;【県央】水戸市 田野町 (成田, 1986) ; 

水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ; 小美玉市 上小岩戸 (櫻

井, 2013 ) ;【県南】つくば市 作谷／土浦市 本郷／かすみが

うら市 折戸／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ;【県

西】桜川市 酒寄／常総市 豊田 ,常総市 花島 鬼怒川 (金

子・金子, 2023). 

 

6．ヘリカメムシ Coreus marginatus (Linnaeus, 1758) 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地 (成田, 1991). 

 

7．ミナミトゲヘリカメムシ 

 Paradasynus spinosus Hsiao, 1963  

既報：【県央】小美玉市 (坂本, 2010) ;【県南】筑波山 御幸ヶ

原 (成田, 2023). 

 

8．ホソハリカメムシ Cletus punctiger (Dallas, 1852)  

既報：【県央】水戸市 (谷, 1939) ; 水戸市 千波町／岩間町／

茨城町 (成田, 1986) ; 水戸市 逆川緑地／茨城町 涸沼 (金子・

金子, 2023) ; 美野里町 部室 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】

牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991)／つくば市 筑波大学／土浦

市 宍塚大池／稲敷市 妙岐ノ鼻／阿見町 西坪神田池 (金

子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 富谷観音 (金子・金子, 

2023). 

 

9．ハリカメムシ Cletus schmidti Kiritshenko, 1916 

既報：【県北】北茨城市 亀谷地湿原 (金子・金子, 2023) ; 高

萩市 下君田小川崎, 高萩市 大心苑 (小菅ほか, 1991) ;【県

央】水戸市 大塚町 (成田, 1986) ; 美野里町 納場 (美野里生物

の会, 2005) ;【県南】つくば市 洞下／土浦市 永井 (金子・

金子, 2023). 

 

10．ヒメハリカメムシ Cletus trigonus (Thunberg, 1783) 

既報：【県央】美野里町 張星 (美野里生物の会, 2005) ;【県

南】筑波山 (成田, 1986). 

 

11．キバラヘリカメムシ Plinachtus bicoloripes Scott, 1874 

既報：【県北】大子町 八溝山 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 上

大能, 高萩市 上君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸市 千波

町／水戸市 大町 (成田, 1986) ; 美野里町 堅倉 (美野里生物の

会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つくば市 

臼井／土浦市 乙戸南／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 

2023) ;【県西】桜川市 羽鳥 (金子・金子, 2023). 

 

12．オオクモヘリカメムシ 

 Homoeocerus striicornis Scott, 1874  

既報：【県北】大子町 西金／常陸太田市 武生林道 (金子・

金子, 2023) ;【県央】水戸市 田野町／常北町 藤井川ダム／

桂村 御前山 (成田, 1986) ; 美野里町 (美野里生物の会, 2005) ;

【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ;【県南】筑波山 

(江崎, 1929) ; つくば市 上野／土浦市 乙戸 (金子・金子, 

2023) ;【県西】桜川市 酒寄 (金子・金子, 2023). 

 

13．ハラビロヘリカメムシ 

 Homoeocerus dilatatus Horváth, 1879 

既報：【県北】男体山 (谷, 1939) ; 北茨城市 花園 ; 常陸大宮市 

野上 (井上, 2021)【県央】水戸市 大町／岩間町 難台山 (成

田, 1986) ; 美野里町 鶴田 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛

久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

14．アズキヘリカメムシ 

 Homoeocerus marginiventris Dohrn, 1860 

既報：【県北】水府村 (成田, 1986) ; 高萩市 上宿, 高萩市 仙道

坂, 高萩市 加老, 高萩市 本町 (小菅ほか, 1991) ;常陸大宮市 野

上 (井上, 2021) ;【県央】城里町 花香月山 (金子・金子, 

2023) ;【県西】桜川市 山口 鏡ヶ池  (金子・金子, 2023). 

 

15．ホシハラビロヘリカメムシ 

 Homoeocerus unipunctatus (Thunberg, 1783) 

既報：【県北】北茨城市 花園  (成田, 1986) ; 高萩市 下手綱, 高

萩市 秋山, 高萩市 上手綱, 滝ノ倉湿原, 赤浜 (小菅ほか, 

1991) ;【県央】水戸市 (谷, 1939) ; 水戸市／岩間町 難台山 
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(成田, 1986) ; 美野里町 寺崎 (美野里生物の会, 2005) ;【県

南】つくば市 神郡／土浦市 朝日峠 (金子・金子, 2023) ;

【県西】桜川市 加波山 (金子・金子, 2023). 

 

16．オオヘリカメムシ Molipteryx fuliginosa (Uhler, 1860)  

既報：【県北】高萩市 上大能, 高萩市 下君田 (小菅ほか, 

1991) ; 大子町 八溝山 ;【県央】水戸市 渡里町／岩間町 難

台山 (成田, 1986) ; 小美玉市 下吉影 (櫻井, 2013 ). 

 

クヌギカメムシ科 Family Urostylididae 

 

1．ナシカメムシ Urochela luteovaria Distant, 1881  

既報：【県北】里美村 (成田, 1986) ;【県央】御前山 (谷, 1939) ; 

笠間市 佐白山 (成田, 1986). 

 

2．ヘラクヌギカメムシ Urostylis annulicornis Scott, 1874 

既報：【県北】北茨城市 花園 和尚山付近 (成田, 1986) ; 高萩

市 土岳 (小菅ほか, 1991) ; 常陸太田市 鍋足山 (金子・金子, 

2023) ;【県央】吉田村 (現水戸市)  (谷, 1939) ; 水戸市 柳河町 

(成田, 1986) ; 美野里町 花野井 (美野里生物の会, 2005).  

 

3．サジクヌギカメムシ Urostylis striicornis Scott, 1874  

既報：【県央】水戸市 (谷, 1939) ; 美野里町 堅倉 (美野里生物

の会, 2005).  

 

4．クヌギカメムシ Urostylis westwoodii Scott, 1874 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 高萩市 上君田 (小

菅ほか, 1991) ;【県央】吉田村 (現水戸市) (谷, 1939) ; 水戸市 

柳河町／常北町 藤井川ダム (成田, 1986) ; 美野里町 先後 (美

野里生物の会, 2005) ; 笠間市 片庭 楞厳寺 (金子・金子, 

2023) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991).  

 

マルカメムシ科 Family Plataspidae 

 

1．ヒメマルカメムシ Coptosoma biguttulum Motschulsky, 1860 

既報：【県北】水府村 (成田, 1986) ;【県央】美野里町 堅倉 

(美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991). 

 

2．タデマルカメムシ 

 Coptosoma parvipictum Montandon, 1892 

既報：【県北】高萩市 上君田 (金子・金子, 2023) ;【県南】つ

くば市 臼井, つくば市 神郡 (金子・金子, 2023). 

 

3．クズマルカメムシ Coptosoma semiflavum Jakovlev, 1890 

既報：【県北】常陸大宮市 尺丈山 (金子・金子, 2023) ;【県

央】水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023). 

 

4．マルカメムシ Megacopta punctatissima (Montandon, 1896) 

既報：【県北】北茨城市 花園／水府村 (成田, 1986) ;【県央】

御前山 (谷, 1939) ; 桂村 赤沢林道 (成田, 1986) ; 美野里町 鶴田 

(美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991) ; つくば市 筑波大学／土浦市 乙戸 (金子・金子, 2023). 

 

ツチカメムシ科 Family Cydnidae 

 

1．チビツヤツチカメムシ Chilocoris confusus Horváth, 1919 

既報：【県北】日立市 久慈浜 (成田, 2023) ;【県央】水戸市 大

町 (成田, 1986). 

 

2．ヒメツヤツチカメムシ 

 Chilocoris nigricans Josifov et Kerzhner, 1978 

既報：【県北】大子町 男体山／常陸太田市 武生林道 (金

子・金子, 2023) ; 日立市 久慈浜 (成田, 2023) ;【県央】美野里

町 中野谷 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】石岡市 道祖神

峠／つくば市 上境／土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

 

3．Chilocoris sp. 

既報：【県北】北茨城市 華川町水沼／北茨城市 関本町小川 

(成田, 2023). 

 

4．チャイロツヤツチカメムシ 

 Parachilocoris japonicus Lis, 1994 

既報：【県北】高萩市 大能 (金子・金子, 2023).. 

 

5．ヨコヅナツチカメムシ Adrisa magna (Uhler, 1860 ) 

既報：【県央】常北町 藤井川ダム／水戸市 田野町 (成田, 

1986) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

新規：【県央】1 ex., 17. VI. 2014, 城里町 孫根, 渡辺 健. 

 

6．ハマベツチカメムシ Byrsinus varians (Fabricius, 1803) 

既報：【県央】ひたちなか市  阿字ヶ浦海岸 (成田, 2023). 

 

7．ヒメツチカメムシ Fromundus pygmaeus (Dallas, 1851) 

既報：【県北】北茨城市 水沼山／常陸太田市 大中宿, 常陸

太田市 竜神峡 (金子・金子, 2023) ;【県央】水戸市 田野町 

(成田, 1986) ; 水戸市 逆川緑地／笠間市 片庭 楞厳寺 (金子・

金子, 2023) ; 小美玉市 高崎 (櫻井, 2013 ) ;【県南】牛久市 結

束町 (藤村ほか, 1991) ;【県南】つくば市桜橋／土浦市 大

志戸 ,土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 

上野沼／八千代町 坪井 鬼怒川／桜川市 雨引観音 (金子・

金子, 2023). 

 

8．ツチカメムシ Macroscytus japonensis Scott, 1874 

既報：【県北】大子町 八溝山頂／金砂郷村 高取山 (金子・

金子, 2023) ; 高萩市 高土高戸， 高萩市 安良川, (小菅ほか, 

1991) ;【県央】水戸市 (谷, 1939) ; 七会村／水戸市／常北町

藤井川ダム (成田, 1986) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 

2023) ; 美野里町 張星 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つくば市 洞峰公園／土浦市 宍
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塚／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 

酒寄／坂東市 菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

9．マルツチカメムシ Microporus nigrita (Fabricius, 1794) 

既報：【県北】高萩市 上手綱滝ノ脇, (小菅ほか, 1991) ;【県

央】大洗町 夏海海岸 (成田, 1986) ; 小美玉市 外之内 (櫻井, 

2013 ) ;【県南】つくば市 洞下／土浦市 田土部 , 土浦市 宍

塚大池／稲敷市 本新 (金子・金子, 2023) ;【県西】常総市 

鬼怒川左岸 (金子・金子, 2023) ;【鹿行】鹿嶋市 明石 (金

子・金子, 2023) . 

 

10．フタボシツチカメムシ Adomerus rotundus (Hsiao, 1977) 

既報：【県南】つくば市 白滝神社／土浦市 宍塚大池 (金

子・金子, 2023) ;【県西】坂東市 菅生沼 (金子・金子, 2023). 

 

11．ミツボシツチカメムシ 

 Adomerus triguttulus (Motschulsky, 1866) 

既報：【県北】常陸大宮市 籠岩／金砂郷村 西金砂神社／

日立市 神峰山 ,日立市 黒坂／常陸太田市 下高倉 (金子・金

子, 2023) ;【県央】常北町 藤井川ダム (成田, 1986) ; 美野里町 

羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 水戸市 逆川緑地／笠間市 池

野辺 (金子・金子, 2023) ;【県南】石岡市 湯袋峠／つくば

市 上野／土浦市 上高津 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川

市 上野沼 (金子・金子, 2023) ; 牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991) ; 古河市 渡良瀬遊水地 (成田, 1986). 

新規：【県北】1 ex., 16. VIII. 2019, 北茨城市 関本町亀谷地, 成

田行弘. 

 

12．マダラツチカメムシ Adomerus variegatus (Signoret, 1884) 

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 (金子・金子, 2023). 

 

13．シロヘリツチカメムシ 

 Canthophorus niveimarginatus Scott, 1874 

既報：【県西】岩瀬町 (成田, 1986). 

 

キンカメムシ科 Family Scutelleridae 

 

1．アカギカメムシ Cantao ocellatus (Thunberg, 1784) 

既報：【県北】北茨城市 大津町五浦 (公文, 2020) ; 日立市 助

川町 (成田, 2023). 

 

2．アカスジキンカメムシ Poecilocoris lewisi (Distant, 1883) 

既報：【県北】水府村 (成田, 1986) ; 高萩市 上宿, 高萩市 秋山, 

高萩市 高萩ゴルフ場 (小菅ほか, 1991) ;【県央】東海村 村

松 (東海村の自然調査会, 1994) ; 水戸市 (谷, 1939) ; 水戸市 田

野町 (成田, 1986) ; 美野里町 竹原中郷 (美野里生物の会, 

2005) ; 難台山 (広瀬. 1955) ; 吾国山 (成田, 1986) ;【県南】つく

ば市 千現／土浦市 田土部 (金子・金子, 2023) ; 牛久市 結束

町 (藤村ほか, 1991) ;【県西】筑波山 (関, 1931) ; 桜川市 筑波

山(金子・金子, 2023). 

 

3．チャイロカメムシ Eurygaster testudinaria (Geoffroy, 1785) 

既報：【県北】常陸太田市 久慈川 (金子・金子, 2023) ;【県

央】御前山 (谷, 1939) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991). 

 

ノコギリカメムシ科 Family Dinidoridae 

 

1．ノコギリカメムシ Megymenum gracilicorne Dallas, 1851 

既報：【県北】大子町 西金 (金子・金子, 2023) ; 常陸太田市 

(成田, 1986) ;【県央】吉田村 (現水戸市) (谷, 1939) ; 美野里町 

羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ; 茨城町 涸沼 (金子・金子, 

2023) ;【県南】土浦市 宍塚大池 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 23. VI. 2019, ひたちなか市 新光町, 成田行

弘 ;【県南】1 ex., 7, VI. 2018, つくば市 筑波, 成田行弘. 

 

カメムシ科 Family Pentatomidae 

 

1．シロヘリクチブトカメムシ 

 Andrallus spinidens (Fabricius, 1787) 

既報：【県央】水戸市 双葉台 (成田, 2023), 美野里町 羽鳥 (美

野里生物の会, 2005) ;【県南】つくば市 小田／霞ヶ浦町 沖

宿 (金子・金子, 2023) ;【鹿行】神栖町 奥野谷 (大森, 2000).  

新規：【県南】1 ex., 19. XI. 2019, 土浦市 亀城公園, 成田行弘. 

 

2．チャイロクチブトカメムシ Arma custos (Fabricius, 1794) 

既報：【県北】北茨城市 花園・亀谷地 (成田, 1986) ;【県西】

桜川市 酒寄 (金子・金子, 2023). 

 

3．アオクチブトカメムシ 

 Dinorhynchus dybowskyi Jakovlev, 1876 

既報：【県北】北茨城市 花園・和尚山 (成田, 1986) ;【県央】

鯉淵村 (現笠間市) (谷, 1939). 

 

4．シモフリクチブトカメムシ 

Eocanthecona japonicola (Esaki et Ishihara, 1950) 

既報：【県央】桂村 赤沢林道 (成田, 1986) ; 城里町 御前山 (今

井, 2018) ;【県南】稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

5．オオクチブトカメムシ Picromerus bidens (Linnaeus, 1758) 

既報：【県北】大子町 西金 (成田, 1986). 

 

6．クチブトカメムシ Picromerus lewisi Scott, 1874 

既報：【県北】北茨城市 花園亀谷地／西金砂山 (成田, 1986) ; 

北茨城市 亀谷地湿原／高萩市 大能／常陸太田市 竜神川 

(金子・金子, 2023) ; 高萩市 上大能, 高萩市 柳沢 (小菅ほか, 

1991) ;【県央】御前山 (谷, 1939) ; 桂村 赤沢林道 (成田, 1986) ;

【県南】つくば市 筑波山北面 (金子・金子, 2023) ;【県

西】桜川市 鬼ヶ作林道 (金子・金子, 2023). 

 



カメムシ目 (半翅目，アブラムシ科除く) 
 Order Hemiptera (excl. Aphididae) 
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7．アカアシクチブトカメムシ 

 Pinthaeus sanguinipes (Fabricius, 1781)  

既報：【県北】高萩市 竪石林道 (小菅ほか, 1991) ; 北茨城市 

関本町小川定波 ;【県南】土浦市 朝日峠 (金子・金子, 

2023). 

 

8．ルリクチブトカメムシ Zicrona caerulea (Linnaeus, 1758) 

既報：【県北】御前山村 野口 (成田, 1991 ) ;【県央】美野里

町 羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤

村ほか, 1991) ; つくば市 吉瀬／土浦市 田土部 (金子・金子, 

2023). 

新規：【県北】1 ex., 17. IX. 2011常陸太田市 大里町, 田口文祥 ;

【県南】1 ex., 25. IV. 2017, 牛久市 下根町, 高橋敬一. 

 

9．ウズラカメムシ Aelia fieberi Scott, 1874  

既報：【県央】水戸市 大塚町／水戸市 桜山 (成田, 1986) ; 水

戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 竹原中郷 (美野

里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 

石岡市 (八郷町) 青田／つくば市 筑波大学／稲敷市 妙岐ノ

鼻 (金子・金子, 2023) ;【県西】常総市 (石下町) 鬼怒川左岸 

(金子・金子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 7. VI. つくば市 筑波, 成田行弘. 

 

10．ヒメチャバネアオカメムシ  

Plautia splendens Distant, 1900 

新規：【県央】3 exs., 20. VIII. 2024, 水戸市 桜川, 成田行弘． 

 

11．チャバネアオカメムシ Plautia stali Scott, 1874 

既報：【県北】高萩市 上宿, 高萩市 赤浜, 高萩市 本町 (小菅

ほか, 1991) ; 金砂郷村 小島 (成田, 1986) ;【県央】吉田村 (現

水戸市) (谷, 1939) ; 東海村／吾国山 (成田, 1986) ; 美野里町 張

星 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほ

か, 1991) 石岡市 吾国山／つくば市 桜橋／土浦市 宍塚大池 

(金子・金子, 2023). 

 

12．クサギカメムシ Halyomorpha halys (Stål, 1855) 

既報：【県北】水府村 (成田, 1986) ; 高萩市 芳の目, 高萩市 秋

山, 高萩市 下手綱, 高萩市 下君田, 高萩市 大荷田 (小菅ほか, 

1991) ; 常陸太田市 武生林道, 常陸太田市 大中宿 (金子・金

子, 2023) ;【県央】城里町 (桂村) 井殿山 (金子・金子, 2023) ; 

桂村 御前山／常北町 藤井川ダム／(成田, 1986) ; 吉田村 (現

水戸市) (谷, 1939) ; 美野里町 張星 (美野里生物の会, 2005) ;

【県南】つくば市 千現／土浦市 永井 (金子・金子, 2023) ; 

牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

13．ヨツボシカメムシ Homalogonia obtusa (Walker, 1868) 

既報：【県北】水府村 (成田, 1986) ; 常陸太田市 武生林道 (金

子・金子, 2023). 

 

14．イシハラカメムシ 

 Chalazonotum ishiharai (Linnavuori, 1961) 

既報：【県北】常陸大宮市 小田野, 常陸大宮市 高部 (佐々木, 

2019) ;【県央】桂村 赤沢林道 (成田, 1986). 

 

15．ブチヒゲカメムシ Dolycoris baccarum (Linnaeus, 1758) 

既報：【県央】吉田村 (現水戸市) (谷, 1939) ; 東海村 (成田, 

1992 ) ; 美野里町 張星 (美野里生物の会, 2005) ; 東海村 照沼 

(東海村の自然調査会, 2018) ;【県南】つくば市 小田／稲敷

市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ; 牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991) ;【県西】古河市 松原 (金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 17. VII. 2017, 東海村 照沼, 成田行弘. 

 

16．ヒウラカメムシ Holcostethus breviceps (Horváth, 1897) 

既報：【県南】稲敷市 浮島 (成田, 2023) ; 稲敷市 (桜川村) 妙岐

ノ鼻 (金子・金子, 2023) ;【鹿行】神栖町 (林, 1990). 

 

17．エゾアオカメムシ Palomena angulosa (Motschulsky, 1861) 

既報：【県北】大子町 八溝山 (成田, 1986) ; 高萩市 加老 (小菅

ほか, 1991) ; 常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ;【県

南】筑波山 (成田, 1986) ;【県西】桜川市 酒寄 (金子・金子, 

2023). 

 

18．トゲカメムシ Carbula abbreviata (Motschulsky, 1866) 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 花園／常陸太田

市 真弓山 (成田, 1986) ; 大子町 西金／北茨城市 花園／高萩

市 大能／常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 

上大能, 高萩市 下君田, 高萩市 若栗, 高萩市 大荷田, 高萩市 

大金田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】御前山 (谷, 1939) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ;【県西】桜川市 酒寄 

(金子・金子, 2023). 

新規：【県央】1 ex., 10. IV. 2014, 城里町 塩子, 渡辺 健 ;【県

南】1 ex., 19. VIII. 2018, つくば市 筑波, 成田行弘. 

 

19．トゲシラホシカメムシ Eysarcoris aeneus (Scopoli, 1763) 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 

北茨城市 栄蔵室 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 大能 草木山, 高

萩市 柳沢, 高萩市 米平, 上手綱 (小菅ほか, 1991) ;【県央】北

山内村 (現笠間市) (谷, 1939) ; 水戸市 (成田, 1986) ; 美野里町 

花野井 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤

村ほか, 1991) ; 稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

20．ムラサキシラホシカメムシ (ツヤマルシラホシカメム

シ) Eysarcoris annamita Breddin, 1909 

既報：【県北】北茨城市 花園／常陸太田市 真弓山 (成田, 

1986) ; 高萩市 上手綱, 高萩市 中戸川, 高萩市 菅ノ沢, 柳沢 

(小菅ほか, 1991) ; 大子町 八溝山頂 (金子・金子, 2023) ;【県

央】水戸市 逆川緑地／茨城町 涸沼自然公園 (金子・金子, 

2023) ; 美野里町 鶴田 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】石岡

市 道祖神峠／つくば市 千現／土浦市 (新治村) 朝日峠 (金

子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 池亀五大力堂 (金子・金



成田行弘ほか 
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子, 2023). 

 

21．マルシラホシカメムシ 

 Eysarcoris guttigerus (Thunberg, 1783) 

既報：【県央】水戸市 (谷, 1939) ; 水戸市 田野町／常北町 藤

井川ダム (成田, 1986) ; 美野里町 鶴田 (美野里生物の会, 

2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

22．オオトゲシラホシカメムシ 

 Eysarcoris lewisi (Distant, 1883) 

既報：【県北】高萩市 上君田／北茨城市 関本町亀谷地 (成

田, 2023) ; 北茨城市 亀谷地湿原 (金子・金子, 2023) ;【県西】

常総市 石下橋 (金子・金子, 2023). 

 

23．シラホシカメムシ Eysarcoris ventralis (Westwood, 1837)  

既報：【県北】御前山村 御前山大橋 ;【県央】常北町 藤井

川ダム／桂村 御前山 (成田, 1986) ; 笠間市 仏頂山／茨城町 

涸沼自然公園 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 花野井 (美野里

生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ;

【県南】つくば市 筑波大学／土浦市 宍塚大池／稲敷市 

妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023). 

 

24．ミヤマカメムシ (ミヤママダラカメムシ) 

 Hermolaus amurensis Horváth, 1903 

既報：【県北】北茨城市 関本町定波 (金子・金子, 2023) ;【県

央】桂村 御前山／水戸市 田野町(成田, 1986) ; 水戸市 逆川

緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば市 千現 (金子・金

子, 2023). 

 

25．キマダラカメムシ Erthesina fullo (Thunberg, 1783) 

既報：【県央】水戸市 桜川 (高野, 2020) ;【県南】つくば市 

並木 (井上, 2020 ) ; 竜ヶ崎市 久保台 (高野, 2020 ) ; つくば市 千

現, つくば市 倉掛 (金子・金子, 2023). 

新規：2 exs., 22. XI. 2022 : 2 exs., 25. II. 2023, 水戸市 桜川, 成田行

弘. 

 

26．ウシカメムシ Alcimocoris japonensis (Scott, 1880 ) 

既報：【県北】水府村 下高倉 (井上, 1988) ; 常陸大宮市 山王

山 (金子・金子, 2023) ;日立市 久慈 (成田, 2003) ;【県央】那

珂市 戸 (成田, 2003) ; 吉田村 (現水戸市) (谷, 1939) ; 水戸市 三

の丸 茨城県庁 (成田, 1986) ; 美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 

2005) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】つくば

市 筑波大学／土浦市 本郷 (金子・金子, 2023). 

 

27．スコットカメムシ Menida disjecta (Uhler, 1860) 

既報：【県北】北茨城市 花園橋付近／水府村 竜神峡 (成田, 

1986) ;【県央】桂村 赤沢林道 (成田, 1986) ;【県央】茨城町 

涸沼 (金子・金子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 7. VI. 2018, つくば市 筑波, 成田行弘. 

 

28．ナカボシカメムシ Menida musiva (Jakovlev, 1876) 

既報：【県北】北茨城市 花園・亀谷地／大子町 男体山 (成

田, 1986) ;【県央】友部町 (谷, 1939) ; 桂村 赤沢林道 (成田, 

1986) ; 美野里町 竹原中郷 (美野里生物の会, 2005). 

 

29．ツマジロカメムシ Menida violacea Motschulsky, 1861 

既報：【県北】大子町 八溝山 (成田, 1986) ; 高萩市 上君田 (小

菅ほか, 1991) ; 北茨城市 関本町定波／高萩市 花貫渓谷／日

立市 高原／常陸太田市 下高倉 (金子・金子, 2023) ;【県

央】御前山 (谷, 1939) ; 桂村 赤沢林道／八郷町 吾国山 (成田, 

1986) ;【県南】石岡市 吉生／土浦市 朝日峠 (金子・金子, 

2023). 

 

30．フタテンカメムシ Laprius gastricus (Thunberg, 1822) 

既報：【県央】那珂湊市 阿字ヶ浦 (成田, 1991). 

 

31．ツヤアオカメムシ Glaucias subpunctatus (Walker, 1867) 

既報：【県央】常北町 藤井川ダム (成田, 1986) ; 水戸市 逆川

緑地 ; 小美玉市 羽鳥 (櫻井, 2013 ) ;【県南】つくば市小田／

土浦市 田土部, 土浦市 乙戸／稲敷市 妙岐ノ鼻 , 稲敷市 浮

島 (金子・金子, 2023). 

 

32．トホシカメムシ Lelia decempunctata (Motschulsky, 1860) 

既報：筑波山 (成田, 2023) ;【県北】北茨城市 関本町定波大

子町 (金子・金子, 2023) ; 八溝山 (成田, 1986) ;【県央】桂村 

御前山西登山口 (成田, 1986) ;【県西】桜川市 筑波山 (金

子・金子, 2023). 

新規：【県北】1 ex., 19. VI. 2008, 常陸太田市 武生林道, 成田行

弘. 

 

33．アオクサカメムシ Nezara antennata Scott, 1874 

既報：筑波山 (1929, 江崎) :【県北】高萩市 下手綱, 高萩市 安

良川, 高萩市 中戸川, 高萩市 大能, 高萩市 下君田, 高萩市 上

君田 (小菅ほか, 1991) ; 高萩市 花貫渓谷 (金子・金子, 2023) ;

【県央】渡里村 (現水戸市) (谷, 1939) ; 水戸市 (広瀬. 1955) ; 常

北町 藤井川ダム／水戸市 渡里町 (成田, 1986) ; 美野里町 三

箇 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】筑波山 (江崎, 1929) ; 牛

久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つくば市 小田／土浦市 田土

部 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 山口 鏡ヶ池 , 桜川市 

酒寄 (金子・金子, 2023). 

 

34．ミナミアオカメムシ Nezara viridula (Linnaeus, 1758) 

既報：茨城県 (茨城県病害虫防除所, 2020 ). 

 

35．ツノアオカメムシ Pentatoma japonica (Distant, 1882) 

既報：【県北】北茨城市 花園定波 (成田, 1986) ; 大子町 八溝

山 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県

央】御前山 (谷, 1939). 

 

36．イチモンジカメムシ Piezodorus hybneri (Gmelin, 1790) 
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既報：【県北】高萩市 上大能 (小菅ほか, 1991) ; 常陸大宮市 

下伊勢畑 (金子・金子, 2023)  ;【県央】水戸市 桜山 (広瀬. 

1955) ; 水戸市 渡里町／常北町 藤井川ダム (成田, 1986) ; 茨城

町 涸沼自然公園 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 三箇 (美野里

生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つ

くば市 小田／土浦市 田土部／稲敷市 妙岐ノ鼻 , 稲敷市 浮

島 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 富谷観音 (金子・金

子, 2023). 

新規：【県南】1 ex., 2. VIII. つくば市 筑波, 成田行弘 ; 1 ex., 24. 

IX. 2015, 阿見町 実穀, 高橋敬一. 

 

37．ミナミツノカメムシ Vitellus orientalis Distant, 1900 

既報：【県北】北茨城市 関本町 (成田, 1989). 

 

38．シロヘリカメムシ  Aenaria lewisi (Scott, 1874) 

既報：【県北】里美村 (成田, 1986) ; 高萩市 秋山, 高萩市 上手

綱 (小菅ほか, 1991) ;【県央】七会村 (成田, 1986) ; 水戸市 逆

川緑地 (金子・金子, 2023) ;美野里町 羽鳥 (美野里生物の会, 

2005) ;【県南】筑波山 (成田, 1986) ;【県南】土浦市 (新治村) 

朝日峠 (金子・金子, 2023) ; 牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

新規：【県央】1 ex., 1. VI. 2002, ひたちなか市 馬渡, 成田行弘. 

 

39．イネカメムシ Niphe elongata (Dallas, 1851) 

既報：筑波山 (江崎, 1929) ;【県央】東海村 舟石川 (東海村の

自然調査会, 1994) ;水戸市 開江町 (成田, 1986) ; 美野里町 先

後 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】筑波山 (江崎, 1929) ; 牛

久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 土浦市 田土部, 土浦市 宍塚大

池／稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 

池亀五大力堂 (金子・金子, 2023). 

 

40．ヒメナガメ Eurydema dominulus (Scopoli, 1763) 

既報：【県央】北山内村 (現笠間市) 片庭 (現笠間市)／東那

珂村 磯部 (現桜川市)  (広瀬. 1955). 

 

41．ナガメ Eurydema rugosa Motschulsky, 1861 

既報：【県北】水府村／里美村 里美牧場／金砂郷村 (成田, 

1986) ; 北茨城市 関本町小川／常陸大宮市 籠岩／日立市 神

峰山 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 下君田小川崎, 高萩市 上大

能 (小菅ほか, 1991) ;【県央】吉田村 (現水戸市) (谷, 1939) ; 水

戸市 逆川緑地／茨城町 涸沼 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 

羽鳥 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村

ほか, 1991) ; つくば市 上境／土浦市 上高津／牛久市 小坂 

(金子・金子, 2023). 

 

42．エビイロカメムシ Gonopsis affinis (Uhler, 1860) 

既報：【県北】水府村 (成田, 1986) ; 常陸大宮市 尺丈山 (金

子・金子, 2023) ; 高萩市 上手綱 (小菅ほか, 1991) ;【県央】緑

岡村 (現水戸市) (谷, 1939) ; 桂村 御前山 (成田, 1986) ;【県南】

江戸崎町 (成田, 1986) ; 土浦市 朝日峠 (金子・金子, 2023) ;

【県西】桜川市 酒寄 (金子・金子, 2023). 

 

43．ハナダカカメムシ Dybowskyia reticulata (Dallas, 1851) 

既報：【県南】つくば市 桜橋 (金子・金子, 2023). 

 

44．アカスジカメムシ 

 Graphosoma rubrolineatum (Westwood, 1837) 

既報：【県北】高萩市 柳沢, 高萩市 上大能 (小菅ほか, 1991) ; 

北茨城市 花園／里美村 里美牧場／水府村 (成田; 2023 ) ;

【県央】ひたちなか市 高野 (井上, 2008). 

新規：【県央】1 ex., 26. IX. 2010, 水戸市 森林公園, 成田行弘 ;

【県南】1 ex., 28. VIII. 2010, つくば市 天久保, 鈴木成美 ;【鹿

行】13 exs., 16. VI. 2015, 神栖市, 渡辺 健. 

 

45．オオクロカメムシ Scotinophara Horváthi Distant, 1883 

既報：【県央】水戸市 千波町 (成田, 1986) ; 水戸市 飯富町 那

珂川 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 柴高 (美野里生物の会, 

2005) ;【県南】土浦市 宍塚大池／稲敷市 妙岐ノ鼻／美浦

村 陸平貝塚 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 酒寄 (金

子・金子, 2023) ;【鹿行】鹿嶋市 荒井浜 (金子・金子, 2023) ; 

鉾田町 石八戸 (成田, 1986).  

 

46．イネクロカメムシ (クロカメムシ) 

 Scotinophara lurida (Burmeister, 1834) 

既報：【県央】常北町 藤井川ダム／大洗町 夏海海岸 (成田, 

1986) ; 美野里町 張星 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つくば市 桜橋／土浦市 (新治

村) 田土部, 土浦市 荒川沖／稲敷市 和田公園 (金子・金子, 

2023) ;【県西】桜川市 山口 鏡ヶ池 ／坂東市 菅生沼 (金

子・金子, 2023). 

 

47．ヒメクロカメムシ Scotinophara scottii Horváth, 1879 

既報：【県央】笠間市 佐白山 (金子・金子, 2023). 

新規：1 ex., 5. IV. 2014 , 稲敷市 浮島妙岐, 高橋敬一. 

 

ツノカメムシ科 Family Acanthosomatidae 

 

1．フトハサミツノカメムシ 

 Acanthosoma crassicaudum Jakovlev, 1880 

既報：【県北】常陸太田市 西金砂山 (成田, 1986) ; 高萩市 花

貫公園／常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023) ;【県

央】城里町 高田山 (金子・金子, 2023) ;【県南】石岡市 道

祖神峠／つくば市千現 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 

筑波山 (金子・金子, 2023). 

 

2．セアカツノカメムシ 

 Acanthosoma denticaudum Jakovlev, 1880 

既報：【県北】大子町 八溝山 (成田, 1986) ; 大子町 八溝山頂

／北茨城市 関本町定波／日立市 高原／常陸大宮市 陰陽

山／常陸太田市 大中宿／日立市 高原 (金子・金子, 2023) ; 

高萩市 上手綱滝沢, 高萩市 上君田, 高萩市 大荷田 (小菅ほ
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か, 1991) ;【県央】東海村 村松 (東海村の自然調査会, 1994) ; 

吉田村 (現水戸市)  (谷, 1939) ; 水戸市 田野町／常北町 藤井

川ダム (成田, 1986) ; 城里町 塩子／水戸市 逆川緑地 (金子・

金子, 2023) ; 美野里町 張星 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】

筑波山 (江崎, 1929) ; 牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 石岡市 

吾国山／つくば市 筑波大学 (金子・金子, 2023) ;【県西】

桜川市 鬼ヶ作林道 (金子・金子, 2023). 

 

3．エゾツノカメムシ Acanthosoma expansum Horváth, 1905 

既報：【県北】北茨城市 関本町亀谷地／大子町 花瓶山 (成

田, 1986) ; 大子町 八溝山頂／北茨城市 関本町小川 (金子・

金子, 2023) ; 高萩市 柳沢, 高萩市 上君田 (小菅ほか, 1991) ;

【県央】常北町 藤井川ダム (金子・金子, 2023) ;【県西】

桜川市 筑波山 (金子・金子, 2023). 

 

4．ヒメハサミツノカメムシ 

 Acanthosoma forficula Jakovlev, 1880 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 花園・定波 (成田, 

1986) ; 高萩市 土岳 (小菅ほか, 1991). 

 

5．オオツノカメムシ Acanthosoma firmatum (Walker, 1868) 

既報：【県北】日立市 東河内町 (成田, 1992 ) ;【県央】水戸

市 (谷, 1939) ; 水戸市 大町 (成田, 1991) ; 美野里町 張星 (美野

里生物の会, 2005) ;【県南】土浦市 乙戸／つくば市 神郡 

(金子・金子, 2023). 

 

6．ツノアカツノカメムシ 

 Acanthosoma haemorrhoidale (Linnaeus, 1758) 

既報：【県北】高萩市 柳沢, 高萩市 大荷田 (小菅ほか, 1991) ;

【県西】桜川市 酒寄 (金子・金子, 2023). 

 

7．ハサミツノカメムシ 

 Acanthosoma labiduroides Jakovlev, 1880 

既報：【県北】大子町 八溝山／北茨城市 花園・定波 (成田, 

1986) ; 北茨城市 関本町定波／常陸太田 武生林道 (金子・

金子, 2023) ; 高萩市 上君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】吉田村 

(現水戸市) (谷, 1939) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ; 美

野里町 柴高 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束

町 (藤村ほか, 1991) ; 石岡市 一本杉峠 (金子・金子, 2023). 

 

8．ベニモンツノカメムシ 

 Elasmostethus humeralis Jakovlev, 1883 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 高萩市 柳沢, 高萩

市 上君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸市 千波町 (成田, 

1986) ;【県南】つくば市 筑波山 (成田, 1986) ; つくば市 ; 牛

久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 石岡市 吾国山／土浦市 上高

津 (金子・金子, 2023). 

 

9．ヒメセグロベニモンツノカメムシ 

 Elasmostethus kerzhneri Yamamoto, 2003 

既報：【県北】常陸太田市 武生林道 (金子・金子, 2023). 

 

10．アオモンツノカメムシ 

 Elasmostethus nubilus (Dallas, 1851) 

既報：【県北】北茨城市 花園・小川 (成田, 1986) ; 日立市 河

原子海岸 (金子・金子, 2023) ;【県央】酒門村 (現水戸市)    

(谷, 1939) ; 笠間市 片庭 楞厳寺 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 

竹原中郷 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】牛久市 結束町 

(藤村ほか, 1991) ; 江戸崎町 (成田, 1986) ; 土浦市 宍塚大池／

稲敷市 妙岐ノ鼻 (金子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 羽鳥 

(金子・金子, 2023). 

 

11．ヒメアオモンツノカメムシ 

 Elasmostethus rotundus Yamamoto, 2003 

既報：【県北】北茨城市 関本町小川定波 (金子・金子, 2023). 

 

12．クロヒメツノカメムシ 

 Elasmucha amurensis Kerzhner, 1972 

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 (金子・金子, 2023). 

 

13．アカヒメツノカメム 

シ Elasmucha dorsalis (Jakovlev, 1876) 

既報：【県西】桜川市 酒寄 (金子・金子, 2023). 

 

14．キタヒメツノカメムシ Elasmucha fieberi (Jakovlev, 1865) 

既報：【県北】大子町 八溝山／常陸大宮市 尺丈山 (金子・

金子, 2023) ;【県南】つくば市 臼井／牛久市 小坂 (金子・

金子, 2023). 

 

15．ヒメツノカメムシ Elasmucha putoni Scott, 1874 

既報：【県北】北茨城市 花園定波／大子町 八溝山 (成田, 

1986) ; 大子町 八溝山／北茨城市 亀谷地湿原 (金子・金子, 

2023) ; 高萩市 加老 (小菅ほか, 1991) ;【県央】常北町 藤井川

ダム (成田, 1986) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ; 美野

里町 張星 (美野里生物の会, 2005) ;【県南】石岡市 燕山 (金

子・金子, 2023). 

 

16．セグロヒメツノカメムシ Elasmucha signoreti Scott, 1874 

既報：【県北】大子町 八溝山 (成田, 1986) ; 大子町 八溝山／

北茨城市 亀谷地湿原 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 竪石林道, 

高萩市 滝ノ倉湿原 (小菅ほか, 1991) ;【県央】桂村 御前山 

(成田, 1986) ;【県西】桜川市 鬼ヶ作林道 (金子・金子, 2023). 

 

17．エサキモンキツノカメムシ 

 Sastragala esakii Hasegawa, 1959 

既報：【県北】北茨城市 花園 (成田, 1986) ; 常陸太田市 武生

林道 (金子・金子, 2023) ;常陸大宮市 野中 (井上, 2021) ;【県

央】水戸市 千波町／常北町藤井川ダム (成田, 1986) ; 水戸

市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ; 美野里町 橋場美 (美野里生

物の会, 2005) ;【県南】つくば市山口／土浦市 朝日峠 (金
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子・金子, 2023) ;【県西】桜川市 加波山 (金子・金子, 2023). 

 

18．モンキツノカメムシ (マルモンツノカメムシ) 

 Sastragala scutellata (Scott, 1874) 

既報：【県北】大子町 八溝山 (井上, 2003) ; 北茨城市 小豆畑

／常陸大宮市 尺丈山 (金子・金子, 2023) ; 高萩市 秋山, 高萩

市 若栗, 高萩市 上手綱 (小菅ほか, 1991) ;【県央】御前山 

(谷, 1939) ; 水戸市 逆川緑地 (金子・金子, 2023) ;【県南】石

岡市 吾国山 (成田, 1986 ; 井上, 2003) ; つくば市 不動峠 (金

子・金子, 2023). 
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松本嘉幸 

 

アブラムシは，カメムシ目 (半翅目) Order Hemiptera のアブラムシ上科 Aphidoidea に属する昆虫で，アリマキ (蟻牧) とも呼ばれ

る．集団で植物に寄生し，針状の口吻を維管束に差し込んで植物の師管液を吸う姿を，よく見かけることができる．アブラ

ムシ科昆虫は世界に約 4,400 種が知られており，日本では 753 種が記録されている (宮﨑ほか, 2016.)．また，茨城県では成田 

(1993) が49種を報告したが，以後まとまったものはない． 

著者は個人的に 1985 年から茨城県内でアブラムシ調査をしていたが，2007 年よりミュージアムパーク茨城県自然博物館の

総合調査の一員として本格的に調査を開始することができた．調査は都市部では雑木林的な環境が残っている場所や川の近

く，丘陵や山地では沢を含んだ林のある地域を選定して見つけ採りすることを基本とした．採集および同定は，現地で植物

に寄生しているアブラムシのコロニーを探し，発見したコロニーを寄生植物ごと切り取ってビニール袋に入れて持ち帰り，

70%エチルアルコールに浸して保存した．その後，採集の中から成虫を選び，10%苛性カリで体の内容物を溶出してから，水

洗，脱水などの処理をし，カナダバルサムで封入し，プレパラート標本として生物顕微鏡により同定した． 

今回，藤村ほか (1991)，小菅ほか (1991)，松本 (2008, 2009, 2010, 2011, 2012, 2013, 2015, 2016)，瀬島 (2020), 進士 (1941) の文献記録に，

同定が完了した15種の追加記録を含めた合計189種を，以下の目録として報告する．なお，成田 (1993) が記したアブラムシ科

の目録の中で，採集地が記されていないものは今回のリストからは除いた．進士 (1941) については地名の「水戸」はそのまま

掲載し，不明種や疑問種は除き，Akimoto (1985)，Aoki (1975)，Miyazaki (1971)，Remaudiere et al. (1997)，宮﨑ほか (2016) などの専門

家の記載したシノニムリストを参考にして修正した．新規の追加記録については採集年月日，採集地，寄生植物，アブラム

シの生態型 (モルフ)，標本番号を示した．モルフが特に示されてない場合には胎生雌虫を指す．また，著者が同定した標本番

号の記されているものについては，現在著者が所蔵している． 

茨城県内のアブラムシリストをまとめるにあたり，植物の同定についてはミュージアムパーク茨城県自然博物館の伊藤彩

乃学芸員の手を煩わせた．また，ハクウンボクに虫コブを作るハクウンボクハナフシアブラムシについては，産業技術総合

研究所・分子工学研究部門の沓掛磨也子博士にご教示をいただいた．心より感謝申し上げる 

 

目  録 

 

アブラムシ科 Family Aphididae 

ミツアブラムシ亜科  Subfamily Thelaxinae 

 

1. サワグルミオオミツアブラムシ 

 Kurisakia ailantii sawagurumi Sorin, 1988  

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 (松本, 2011) ; 北茨城市 

華川町 (松本, 2013). 

 

2. カバミツアブラムシ Glyphina jacutensis Mordvilko,1931 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Glyphina alni 

(Schrank, 1801)として記載)  

 

ヒラタアブラムシ亜科  Hormaphidinae 

ツノアブラムシ族  Cerataphidini 

3. ヨメナコナジラミモドキ 

 Aleurodaphis asteris Takahashi et Sorin, 1958  

既報：【鹿行】鉾田市 二重作 (松本, 2009). 

 

4. ヤブタバココナジラミモドキ 

 Aleurodaphis blumeae Van der Goot, 1917  

既報：県北】日立市 金沢町 (松本, 2009) ;【県南】石岡市 小

幡 (松本, 2008)【. 

新規：【県南】13. Ⅶ. 2021, 石岡市 小幡広根場林道：ヤブタ

バコ [no.21712]. 

  

5. エゴノネコアシアブラムシ 

 Ceratovacuna nekoashi (Sasaki, 1911)  

既報：【県北】常陸太田市 里川町 (松本, 2009). 

新規：【県北】18.Ⅶ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：アシボ

ソ，移出虫を含む [no.22717] ; 23.Ⅹ.2022, 大子町 高柴 奥久慈

憩いの森.：アシボソ [no.22a43(1)] ; 23.Ⅹ.2022, 大子町 高柴 奥

久慈憩いの森.アシボソ：産性虫 [no.22a43(2)]. 

 

6. ササガヤコナフキツノアブラムシ 

 Ceratovacuna sp. B., 1958  

既報：【県南】石岡市 小幡 (松本, 2008). 

新規：【県南】24.Ⅹ.2020, 石岡市 小幡 広根場林道：ササガヤ 

[no.20a19(1)] ; 3.Ⅶ.2021, 石岡市 小幡 広根場林道：ササガヤ 

[no.21701(1) & 21714]. 
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7. ヒエツノアブラムシ 

 Pseudoregma panicola (Takahasi, 1921)  

既報：【鹿行】鉾田市 二重作 (松本, 2009). 

 

8. ハクウンボクハナシアブラムシ 

 Tuberaphis styraci (Matsumura, 1917)  

新規：【県北】22.Ⅶ.2023, 大子町 高柴 奥久慈憩いの森.：ハ

クウンボク [no.23734]. 

 

ヒラタアブラムシ亜科  Subfamily Hormaphidinae 

ヒラタアブラムシ族  Tribe Hormaphidini 

9. マンサクイボフシアブラムシ 

 Hamamelistes kagamii (Monzen, 1929)  

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 (松本, 2011). 

 

ムネアブラムシ族  Tribe Nipponaphidini 

10.ヤブニッケイムネアブラムシ 

 Euthoracaphis umbellulariae (Essig, 1932) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Thoracaphis 

cinnamoniae Shinji として記載). 

 

11.ミズナラムネアブラムシ 

 Neothoracaphis quercicola (Takahashi, 1921) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではThoracaphis属で記

載). 

 

12. ヤノイスアブラムシ 

 Neothoracaphis yanonis (Matsumura, 1917)  

既報：【県南】土浦市 宍塚大池 (松本, 2016). 

 

ワタムシ亜科  Subfamily Eriosomatine 

タマワタムシ族  Tribe Pemphigini 

13.キンポウゲワタムシ 

 Thecabius affinis (Kaltenbach, 1843) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではProciphilus ranunculi

として記載). 

 

チチュウワタムシ族  Tribe Fordini 

14. ヌルデシロアブラムシ 

 Schlechtendalia chinensis (Bell,1848)  

既報：【県北】高萩市 米平 (松本, 2010). 

 

ワタムシ族  Tribe Eriosomatini 

15. センニンソウワタムシ 

 Colophina clematicola (Shinji, 1922) 

既報：【県央】ひたちなか市 高野 (松本, 2009). 

 

16. ナギナタコウジュワタムシ 

 Kaltenbachella elsholtriae (Shinji, 1936) 

既報：【県北】北茨城市 関本町 (松本, 2008). 

 

17. ケヤキヒトスジワタムシ 

 Paracolopha morisoni (Baker, 1919)  

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Dryopeia nishiyae 

Matsumuraとして記載) ;【県西】坂東市 大崎 (松本,2012). 

 

マダラアブラムシ亜科  Subfamily Drepanosiphinae 

カマガタアブラムシ族  Tribe Drepanosiphini 

18. チドリノキカマガタアブラムシ 

 Yamatocallis acericola Higuchi, 1974  

既報：【県央】城里町 御前山 (松本, 2009). 

 

マダラアブラムシ亜科  Subfamily Drepanosiphinae 

マダラアブラムシ族  Tribe Phyllaphidini 

19. カバヒゲナガブチアブラムシ 

 Betacallis odaiensis Takahashi, 1961 

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 (松本, 2011). 

 

20. オニグルミトゲアブラムシ 

 Dasyaphis rhusae (Shinji, 1922)  

既報：【県北】常陸太田市 宮本町 (松本, 2008). 

 

21. クヌギハアブラムシ 

 Diphyllaphis quercus (Takahashi, 1960)  

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010). 

 

22.カバウスブチアブラムシ 

 Mesocallis pteleae (Matsumura, 1919) 

新規：【県北】18.Ⅶ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：ツノハ

シバミ [no.22708] ; 4.Ⅴ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：ツノハ

シバミ [no.23535].  

 

23.サワシバブチアブラムシ 

 Mesocallis sawashibae (Matsumura, 1917)  

既報：【県央】城里町 御前山 (松本, 2009) ;【県南】石岡市 小

幡 (松本, 2009). 

新規：【県北】11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：クマシ

デ，有翅雄虫を含む [no.23b12(2)]. 

 

24.イヌシデクロマダラアブラムシ 

 Neochromaphis carpinicola (Takahashi, 1921) 

新規：【県北】11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑.：クマシ

デ，卵生雌虫と有翅雄虫を含む [no.23b12(1)]. 

 

25.サワシバクロマダラアブラムシ 

 Neochromaphis coryli Takahashi, 1961  

新規：【県北】31.Ⅶ.2021, 北茨城市 関本町才丸花園渓谷：

イヌシデ [no.21729]. 

 

26.マキシンハアブラムシ 
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 Neophyllaphis podocarpi Takahashi, 1920 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

27ブナハアブラムシ Phyllaphis fagifoliae Takahashi, 1919  

既報：【県北】大子町 八溝山 (松本, 2009) ; 北茨城市 関本町

小川 (松本, 2011, 2012). 

 

28.タケワタフキヒゲマダラアブラムシ 

 Phyllaphoides bambusicola Takahashi, 1921  

既報：【鹿行】神栖市 平泉 (瀬島, 2020). 

新規：【県北】11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：マダ

ケ，卵生雌虫と有翅雄虫を含む [no.23b06]. 

 

29.ハシバミトゲマダラアブラムシ 

 Pterocallis montanus (Higuchi, 1972) 

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 (松本, 2011). 

 

30.サルスベリヒゲマダラアブラムシ 

 Sarucallis kahawaluokalani Kirkardy, 1907  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 水戸 (進士, 

1941). 

 

31.エノキワタアブラムシ Shivaphis celti Das,1918 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

32.ハンノキチビブチアブラムシ 

 Symydobius minutus Quednau et Shaposhinikov, 1988 

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010). 

 

33.ササヒゲマダラアブラムシ 

 Takecallis sasae (Matsumura, 1917)  

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010) ; 水戸 (進士, 1941). 

新規：【県北】18.Ⅶ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：アズマ

ネザサ [no.22713]. 

 

34.ケヤキブチアブラムシ 

 Tinocallis zelkowae (Takahashi, 1919)  

既報：【県央】城里町 御前山 (松本, 2009) ; 水戸 (進士, 1941：

文献ではLutaphis nirecola Shinji,1924で記載). 

 

35.クヌギトゲマダラアブラムシ 

 Tuberculatus capitatus (Essig et kuwana, 1918) 

既報：【県央】水戸 (進士,1941：文献では Glyphina jacutensis 

Mordvilko, 1931で記載). 

 

36.カシワブチアブラムシ 

 Tuberculatus kashiwae (Matsumura, 1917) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Tuberculoides 

naracola Matsumura, 1918で記載). 

 

37.クリヒゲマダラアブラムシ 

 Tuberculatus kuricola (Matsumura, 1917)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991：文献では

Myzocallis 属で記載) ;【鹿行】鉾田市 二重作 (松本, 2009);

【県南】つくば市 観音台 (松本, 2011) ;【県央】水戸 (進士, 

1941). 

 

38.ニセインドトゲマダラアブラムシ 

 Tuberculatus pilosulus Quednau, 1996 

新規：【県北】31.Ⅶ.2021, 高萩市 中戸川米平.コナラ 

[no.21733(2)]. 

 

39.カシワホシブチアブラムシ 

 Tuberculatus quercicola (Matsumura, 1917) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Tuberculoides 

macrotuberculata (Essig & Kuwana, 1918)で記載) 

 

40.クロトゲマダラアブラムシ 

 Tuberculatus stigmatus (Matsumura, 1917)  

新規：【県西】18.Ⅳ.2021, 坂東市 大崎茨城県自然博物館：

コナラ [no.21407(1)& 21408] ; 3.Ⅴ.2023,  坂東市 大崎茨城県自

然博物館：コナラ [no.23530]. 

 

41.カシワトゲマダラアブラムシ 

 Tuberculatus yokoyamai (Takahashi, 1923)  

新規：【県西】18.Ⅳ.2021, 坂東市 大崎茨城県自然博物館.：

コナラ [no.21407(2)]. 

 

ケアブラムシ亜科 Subfamily Chaitophorinae 

ケアブラムシ族 Tribe Chaitophorini 

42.ナラケアブラムシ Chaitophorus narae Shinji, 1941 

既報：【県央】水戸 (進士,1941). 

 

43.ヤナギケアブラムシ     

 Chaitophorus saliapteras Shinji, 1924  

既報：【県央】水戸 (進士, 1941) ;【県南】牛久市 結束町 (藤

村ほか, 1991). 

 

44.モミジニタイケアブラムシ 

 Periphyllus californiensis (Shinji, 1917) 

既報：【県北】常陸大宮市 下伊勢畑／大子町 上野宮寒沢 

(松本, 2009) ; 北茨城市 関本町小川 (松本, 2011, 2013)【県央】

城里町 御前山 (松本, 2009). 

新規：【県北】29.Ⅳ.2022, 北茨城市 関本町花園：チドリノ

キ [no.22422＆no.22425] ; 4.Ⅴ.2023, 北茨城市 関本町才丸花園

渓谷：チドリノキ [no.23534] ;【県西】31.Ⅲ.2021, 坂東市 大

崎茨城県自然博物館. Acer. sp：幹母を含む[no.21308]. 

 

45.クワナニタイケアブラムシ 

 Periphyllus kuwanai (Takahashi, 1919)  
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既報：【県北】常陸大宮市 下伊勢畑 (松本, 2009). 

新規：【県北】4.Ⅴ.2023, 北茨城市 関本町才丸花園渓谷：イ

タヤカエデ [no.23536]. 

 

46.クロニタイケアブラムシ 

 Periphyllus testudinaceus (Fernie, 1852) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Periphyllus 

testudinatus Thorntonで記載). 

 

47.イタヤミドリケアブラムシ 

 Periphyllus viridis viridis (Matsumura, 1919)  

既報：【県北】常陸大宮市 下伊勢畑 (松本, 2009) ;【県央】水

戸 (進士, 1941). 

新規：【県北】4.Ⅴ.2023, 北茨城市 関本町才丸花園渓谷：イ

タヤカエデの１種 [no.23501(3)]. 

 

48.オオスギイタヤミドリケアブラムシ 

 Periphyllus viridis osugiensis Sorin, 1990 

新規：【県北】4.Ⅴ.2023, 北茨城市 関本町才丸花園渓谷：イ

タヤカエデの１種 [no.23501(2)]. 

 

ケクダアブラムシ亜科 Subfamily Greenideinae 

ケクダアブラムシ族 Tribe Greenideini 

49.クワナケクダアブラムシ 

 Greenidea kuwanai (Pergande, 1906) 

新規：【県西】3.Ⅴ.2023, 坂東市 大崎 茨城県自然博物館：ク

ヌギ [no.23527]. 

 

50.オカジマケクダアブラムシ 

 Greenidea okajimai Suenaga, 1934 

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010). 

 

51.コナラケクダアブラムシ 

 Greenidea prinicola Sugimoto, 2008  

既報：【県北】常陸太田市 里川町 (松本, 2009). 

 

52.シイニセケクダアブラムシ 

 Mollitrichosiphum tenuicorpus (Okajima, 1908)  

既報：【県北】日立市 水木町 (松本, 2009). 

 

アブラムシ亜科 Subfamily Aphidinae 

アブラムシ族 Tribe Aphidini 

53.サルトリイバラアブラムシ 

 Aleurosiphon smilacifoliae (Takahashi,1921) 

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010) ;【鹿行】鉾田市 二重

作 (松本, 2009). 

新規：【県北】12.Ⅺ.2022, 高萩市 中戸川. サルトリイバラ：

有翅雄虫と卵生雌虫を含む [no.22b13]. 

 

54.キンミズヒキフタマタアブラムシ 

 Aphis argrimoniae (Shinji, 1941) 

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2015) ;【県央】水戸 

(進士, 1941：文献ではToxoptera属として記載). 

 

55.コミカンアブラムシ 

 Aphis aurantii aurantii Boyer de Fonscolombe, 1841 

既報：【県南・県北】石岡市 小幡／大子町 上野宮 (松本, 

2009)；【県南】つくば市 観音台(松本,2009 文献では

Toxopteraで記載). 

 

56.クサギアブラムシ 

 Aphis clerodendri clerodendri Matsumura, 1917  

既報：【県南】石岡市 小幡 (松本, 2009). 

 

57.マメアブラムシ Aphis craccivora craccivora Koch, 1854  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

58.ヤナギアブラムシ 

 Aphis farinosa yanagicola Matsumura, 1917  

既報：【県北】大子町 上野宮 (松本, 2009) ;【県央】水戸 (進

士, 1941：文献ではAphis saliceti で記載されているが，この

種は本種であると思われる). 

 

59.イチゴネアブラムシ Aphis forbesi Weed, 1889 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

60.フキアブラムシ Aphis fukii Shinji, 1922 

既報：【県北】大子町 上野宮 (松本, 2009). 

 

61.ワタアブラムシ Aphis gossypi Glover, 1877  

既報：【県央】水戸 (進士, 1941) ;【県南】牛久市 結束町 (藤

村ほか, 1991). 

 

62.ダイズアブラムシ Aphis glycines Matsumura, 1917 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

63.キヅタミドリアブラムシ 

 Aphis hederiphaga Takahashi , 1966 

既報：【県南】石岡市 上曽 (松本, 2009). 

 

64.クマイチゴアブラムシ Aphis ichigo Shinji, 1922 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

65.ヨモギハアブラムシ Aphis kurosawai Takahashi, 1921 

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010). 

 

66.ハゼアブラムシ  Aphis odinae (van der Goot, 1917) 

既報：【県央】城里町 御前山 (松本, 2009) ; 水戸 (進士, 1941) ;

【県南】石岡市 小幡／土浦市 宍塚 (松本, 2010：文献では

Toxopteraで記載). 
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67.タデアブラムシ Aphis polygonacea Matsumura, 1917 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

68.リンゴアブラムシ Aphis pomi De Gree, 1773 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

69.ユキヤナギアブラムシ Aphis spiraecola Patch, 1914 

既報：【県央】ひたちなか市 高野 (松本, 2009) ;【県南】牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991：文献ではA.citricola で記載) ;【鹿

行】鹿嶋市 中 (松本, 2009). 

 

70.タンポポアブラムシ Aphis taraxacicola (Börner, 1940) 

既報：【県南】石岡市 小幡 (松本, 2009). 

 

71.ヨモギクダナシアブラムシ 

 Cryptosiphum artemisiae Buckton, 1879 

既報：【県北】日立太田市 宮本 (松本, 2008) ;【県央】水戸 

(進士, 1941：文献では Cryptosiphium gallarum Kaltenbach で記

載). 

 

72.モモコフキアブラムシ 

 Hyalopterus pruni (Geoffroy, 1762) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

73.アカザフトオアブラムシ 

 Hayhurstia atriplicis (Linnaeus, 1746) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではHyalopterus属で記

載). 

 

74.タケノアブラムシ 

 Melanaphis bambusae (Fallaway, 1910) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Aphis 属で記載) ;

【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; つくば市 観音台 

(松本, 2011). 

 

75.トウモロコシアブラムシ 

 Rhopalosiphum maidis ( Fitch, 1856)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

76.ハスクビレアブラムシ 

 Rhopalosiphum nymphaeae (Linnaeus, 1761) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

77.ムギクビレアブラムシ 

 Rhopalosiphum padi (Linnaeus, 1758)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ;【県央】水戸 

(進士, 1941：文献ではR. prunifoliaeで記載). 

 

78.オカボアカアブラムシ 

 Rhopalosiphum rufiabdominale (Sasaki, 1899)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991)；【県西】坂

東市 大崎 (松本, 2012). 

 

79.ナシアブラムシ Schizaphis piricola (Matsumura, 1917) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

80.ショウブアブラムシ Schizaphis acori Shinji, 1922 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではToxoptera属として

記載). 

 

アブラムシ亜科  Subfamily Aphidinae 

ヒゲナガアブラムシ族 Tribe Macrosiphini 

81.エンドウヒゲナガアブラムシ 

 Acyrthosiphon pisum (Harris, 1776)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

82.タデヨツオヒゲナガアブラムシ 

 Akkaia polygoni Takahashi, 1919 

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010) ;【鹿行】鹿嶋市 中 

(松本,2009). 

新規：【県北】31.Ⅶ.2021, 北茨城市 関本町才丸 花園渓谷：

ミゾソバ [no.21726]. 

 

83.タイワンヨツオヒゲナガアブラムシ 

 Akkaia taiwana Takahashi, 1933 

既報：【鹿行】鹿嶋市 中 (松本, 2009). 

 

84.カキドウシヒゲナガアブラムシ 

 Aulacorthum glechomae Takahashi, 1965 

既報：【県北】常陸太田市 町屋町 (松本, 2008) ;【県南】石岡

市 上曽 (松本, 2009). 

 

85.イボタヒゲナガアブラムシ 

 Aulacorthum ibotum (Essig et Kuwana, 1918)  

既報：【県北】常陸太田市 町屋町／高萩市 中戸川 (松本, 

2008) ; 大子町 上郷 (松本, 2009) ;【県南】土浦市 宍塚 (松本, 

2010). 

 

86.ヤマブキヒゲナガアブラムシ 

 Aulacorthum kerriae (Shinji, 1930)  

既報：【県北】大子町 上郷 (松本, 2009) ; 北茨城市 華川町 (松

本, 2015) ; 北茨城市 関本町小川 (松本, 2010, 2011, 2013, 2015) ; 

【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではAcyrthosiphon属として

記載). 

新規：【県北】31.Ⅶ.2021, 高萩市 中戸川：ヤマブキ 

[no.21725] ; 11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：ヤマブキ 

[no.23b02]. 

 

87.アブラチャンコブアブラムシ 
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 Aulacorthum muraadachi (Shinji, 1928)  

既報：【県央】城里町 御前山 (松本, 2009). 

 

88.シソヒゲナガアブラムシ 

 Aulacorthum perillae (Shinji, 1924) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではAcyrthosiphon属と

して記載). 

 

89.ジャガイモヒゲナガアブラムシ 

 Aulacorthum solani (Kaltenbach, 1843) 

既報：【県北】日立市 金沢町 (松本, 2009) ; 北茨城市 華川町 

(松本, 2013, 2015) ;【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではMyzus 

chelidoni として記載) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991). 

新規：【県北】25.Ⅸ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：カラム

シ [no.22904] ; 11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：カラムシ

[no23b10(1)]. 

 

90.ムギワラギクオマルアブラムシ 

 Brachycaudus helichrysi (Kaltenbach, 1843) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Anuraphis 属で記

載). 

 

91.ダイコンアブラムシ 

 Brevicoryne brassicae ( Linnaeus, 1758) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

92.アザミクギケアブラムシ 

 Capitophorus cirsiiphagus Takahashi, 1961  

既報：【県南】石岡市 小幡 (松本, 2010) ;【鹿行】鹿嶋市 中 

(松本, 2009). 

新規：【県南】20.Ⅷ.2022, 石岡市 小幡：Cirsium sp.[no.22823]. 

 

93.ゴボウクギケアブラムシ 

 Capitophorus elaeagni (Del Guercio, 1894)  

既報：【県北】常陸太田市 町屋町 (松本, 2008) ;【県南】牛久

市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

94.ヨモギクギケアブラムシ 

 Capitophorus formosartemisiae (Takahashi, 1921) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

95.スゲコブアブラムシ 

 Carolinaia obscura (Hille Ris Lambers, 1965) 

既報：【県北】大子町 上野寒沢 (松本, 2009：文献ではイグ

サコブアブラムシとして記載) ;【県南】石岡市 小幡 (松本, 

2009：文献ではイグサコブアブラムシとして記載) ; 土浦

市 宍塚大池 (松本, 2010：文献ではイグサコブアブラムシ

として記載). 

 

96.シシウドネフタオアブラムシ 

 Cavariella heraclei Takahashi, 1961 

既報：【県北】常陸太田市 里川町 (松本, 2009). 

 

97.ヤナギフタオアブラムシ 

 Cavariella salicicola Matsumura, 1917 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

98.イチゴクギケアブラムシ 

 Chaitosiphon minor (Forbes, 1884)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

99.ヨモギクビレアブラムシ 

 Coloradoa campestrella Ossiannilsson, 1959  

既報：【県北】日立市 水木町 (松本, 2009). 

 

100.キツリフネコブアブラムシ 

 Eumyzus gallicola Takahashi, 1963  

既報：【県北】常陸太田市 町屋町／北茨城市 関本町 (松本, 

2008) ; 北茨城市 華川町 (松本, 2012). 

新規：【県北】18.Ⅶ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：キツリ

フネ [no.22710]. 

 

101.ホウセンカコブアブラムシ 

 Eumyzus impatiensae (Shinji, 1924) 

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2012, 2015) ; 北茨城市 

関本町／常陸太田市 町屋町 (松本, 2008) ; 日立市 金沢町 (松

本2009). 

新規：【県北】31.Ⅶ.2021, 北茨城市 関本町小川：ツリフネ

ソウ [no.21724] ; 25.Ⅸ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：ツリフ

ネソウ [no.22908] ; 25.Ⅸ.2022, 北茨城市 関本町才丸 花園渓

谷：ツリフネソウ [no.22910]. 

 

102.ツリフネソウスナヨセアブラムシ 

 Hydronaphis impatiens Shinji, 1922 

既報：【県北】高萩市 下君田 (松本, 2009). 

 

103.ムカゴイラクサスナヨセアブラムシ 

 Hydronaphis laporteae Miyazaki, 1971 

既報：【県北】高萩市 下君田 (松本, 2009). 

 

104.ノゲシフクレアブラムシ 

 Hyperomyzus carduellinus (Theobald, 1915) 

既報：【県南】つくば市 観音台 (松本, 2011)；【県西】常総市 

菅生沼 (松本, 2012). 

 

105.チシャミドリアブラムシ 

 Hyperomyzus lactucae (Linnaeus, 1758)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 美浦村 信太 

(松本, 2008). 
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106.キツリフネヒゲナガアブラムシ 

 Impatientinum balsamines (Kaltenbach, 1862)  

既報：【県北】高萩市 大能 (松本, 2008). 

新規：【県北】25.Ⅸ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：キツリ

フネ [no.22905]. 

 

107.ホウセンカヒゲナガアブラムシ 

 Impatientinum impatiens (Shinji, 1922)  

既報：【県北】高萩市 大能／常陸太田市 町屋町 (松本, 2008) ; 

日立市 金沢町 (松本, 2009) ; 北茨城市 関本町小川(松本, 2010, 

2013) ; 北茨城市 華川町 (松本, 2012, 2015).  

新規：【県北】12.Ⅺ.2022, 高萩市 中戸川：サルトリイバラ 

[no.22b15] ; 4.Ⅴ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：サルトリイバ

ラ [no.23533] ;【県西】18.Ⅳ.2021, 坂東市 大崎 茨城県自然博

物館：サルトリイバラ [no.21404].  

 

108.キスゲフクレアブラムシ 

 Indomegoura indica(Van der Goot,1916) 

既報：【県央】城里町 御前山 (松本, 2009) ;【県南】土浦市 宍

塚 (松本, 2010). 

 

109.ミツバウツギフクレアブラムシ 

 Indomegoura nigrotibiae (Tao, 1963) 

既報：【県西】常総市 菅生沼 (松本, 2012). 

 

110.アシボソヒゲナガアブラムシ 

 Kaochiaoya arthraxonis (Takahashi, 1921) 

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2012). 

新規：【県北】23.Ⅹ.2022, 大子町 高柴奥久慈憩いの森：アシ

ボソ [no.22a43(3)]. 

 

111.ニセダイコンアブラムシ 

 Lipaphis erysimi (Kaltenbach, 1843) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Rhopalosiphum 

pseudobrassicae で記載) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991) 

 

112.アキカラマツオナガアブラムシ 

 Longicaudas trirhodus (Walker, 1849) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではPergandeida属で記

載). 

 

113.イタドリオマルアブラムシ 

 Macchiatiella itadori (Shinji, 1924) 

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2012) ; 高萩市 米平 (松

本, 2010) ; 常陸太田市 里川町 (松本, 2009) ;【県南】つくば市 

高野台 (松本, 2008). 

 

114.コモチシダコブアブラムシ 

 Macromyzus woodwardiae (Takahashi, 1921) 

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2012, 2013) ; 常陸大宮

市 下伊勢畑 (松本, 2009) ;【県南】石岡市 上曽 (松本, 2009). 

新規：【県北】4.Ⅴ.2023, 北茨城市 関本町才丸 花園林道：タ

マアジサイ [no.23537] ;【県南】13.Ⅶ.2021, 石岡市 小幡 広根

場林道：ベニシダ [No.21703]. 

 

115.ヨモギオナガヒメヒゲナガアブラムシ 

 Macrosiphoniella grandicauda Takahashi et Moritsu, 1963  

既報：【県北】常陸太田市 真弓町 (松本, 2008). 

 

116.ヒコサンヒメヒゲナガアブラムシ 

 Macrosiphoniella hikosanensis Moritsu, 1949  

既報：【県北】日立市 水木町 (松本, 2009). 

 

117.キタヒメヒゲナガアブラムシ 

 Macrosiphoniella hokkaidensis Miyazaki, 1971  

既報：【県央】ひたちなか市 高野 (松本, 2009). 

 

118.キクヒメヒゲナガアブラムシ 

 Macrosiphoniella sanborni (Gillette, 1908)  

既報：【県央】水戸 (進士, 1941) ;【県南】牛久市 結束町 (藤

村ほか, 1991). 

 

119.ヨメナヒメヒゲナガアブラムシ 

 Macrosiphoniella yomenae (Shinji, 1922) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

120.ヨモギヒメヒゲナガアブラムシ 

 Macrosiphoniella yomogcola Matsumura, 1917 

既報：【県北】北茨城市 関本町小川 (松本, 2015) ; 高萩市 大

能 (松本, 2008) ; 日立市 金沢町 (松本, 2009) ;【県南】石岡市 

小幡 (松本, 2008). 

新規：【県北】18.Ⅶ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：ヨモギ 

[no.22711]. 

 

121.アオヒメヒゲナガアブラムシ 

 Macrosiphoniella yomogifoliae (Shinji, 1922) 

既報：【県北】常陸太田市 真弓町 (松本, 2008) ;【県南】つく

ば市 観音台 (松本, 2011). 

 

122.チューリップヒゲナガアブラムシ 

 Macrosiphum euphorbiae (Thomas, 1878) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

123.ボタンヅルヒゲナガアブラムシ 

 Macrosiphum clematifoliae Shinji, 1924  

既報：【県北】高萩市 米平 (松本, 2010) ;【県央】水戸 (進士, 

1941：文献では Macrocaudus clematii Shinji, 1941 として記

載) ;【県南】石岡市 小幡 (松本, 2010). 
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124.ニガイチゴトゲアブラムシ 

 Matsumuraja nuditerga Hille Ris Lambers, 1965 

新規：【県南】13.Ⅶ.2021, 石岡市 小幡：ニガイチゴ 

[no.21704]. 

 

125.イチゴマツムラアブラムシ 

 Matsumuraja rubi (Matsumura, 1918)  

既報：【県北】高萩市 米平 (松本, 2010) ;【県央】水戸 (進士, 

1941：文献ではMatsumuraya ribiとして記載). 

新規：【県北】31.Ⅶ.2021, 北茨城市 関本町小川：クマイチ

ゴ [no.21731]. 

 

126.イチゴハマツムラアブラムシ 

 Matsumuraja rubifoliae Takahashi, 1931  

既報：【県北】日立市 金沢町 (松本, 2009) ;【県南】石岡市 上

曽 (松本, 2009). 

新規：【県北】11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：リョウ

ブ [no.23b09] ;【県南】13.Ⅶ.2021, 石岡市 小幡：クサイチゴ 

[no.21710]. 

 

127.ナガバキイチゴトゲアブラムシ 

 Matsumuraja rubiphila Takahashi, 1965 

新規：【県北】22.Ⅶ.2023, 大子町 高柴 奥久慈憩いの森：モ

ミジイチゴ [no.23733] ;【県南】13.Ⅶ.2021, 石岡市 小幡：ク

マイチゴ [no.21706] ; 20.Ⅷ.2022, 石岡市 小幡：モミジイチ

ゴ [no.22816]. 

 

128.ソラマメヒゲナガアブラムシ 

 Megoura crassicauda Mordvilko, 1919 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Megoura lathyri と

して記載). 

 

129.ハギオナガヒゲナガアブラムシ 

 Megoura lespedezae (Essig et Kuwana, 1918) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではAmphorophora属と

して記載). 

 

130.クワクサヒゲナガアブラムシ 

 Micromyzodium kuwakusae (Uye, 1924) 

新規：【県北】23.Ⅹ.2022, 大子町 高柴 奥久慈憩いの森：クワ

クサ，有翅雄虫を含む [no.22a45] ; 11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川

町小豆畑：クワクサ，有翅雄虫を含む [no.23b14]. 

 

131.ワケギコブアブラムシ 

 Myzus ascalonicus Doncaster, 1946 

新規：【県北】4.Ⅴ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：タマアジ

サイ [no.23532] ; 11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：タマア

ジサイ，有翅雄と卵生雌虫 [no.23b16(2)]. 

 

132.カラムシコブアブラムシ 

 Myzus boehmeriae Takahashi, 1923  

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2015). 

新規：【県北】11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：カラム

シ，卵生雌虫を含む [no.23b10(2)]. 

 

133.ハマナスコブアブラムシ 

 Myzus japonensis Miyazaki, 1968 

新規：【県北】18.Ⅶ.2022, 北茨城市 関本町才丸 花園渓谷：

イラクサ [no.22719] ; 25.Ⅸ.2022, 北茨城市 関本町才丸 花園渓

谷：Pilea sp.[no.22909] ;【県南】13.Ⅶ.2021, 石岡市 小幡：イ

ラクサ [no.21711]. 

 

134.ワダンコブアブラムシ 

 Myzus lactucicola Takahashi, 1934  

既報：【県北】常陸太田市 町屋町／高萩市 米平／高萩市 

大能 (松本, 2008) ;【県南】石岡市 小幡 (松本, 2008, 2010). 

 

135.ウメコブアブラムシ 

 Myzus mumecola (Matsumura,1917) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

136.モモアカアブラムシ Myzus persicae (Sulzer, 1776) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 水戸 (進士, 

1941). 

 

137.ミズコブアブラムシ Myzus pileae Takahashi, 1965 

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2012) ;【県南】石岡市 

小幡 (松本, 2010). 

新規：【県北】31.Ⅶ.2021, 北茨城市 関本町才丸 花園渓谷：

アオミズ [no.21732] ; 25.Ⅸ.2022, 北茨城市 関本町才丸 花園渓

谷：Pilea sp. [no.22909] ; 12.Ⅺ.2022, 高萩市 中戸川：アオミズ 

[no.22b16]. 

 

138.カワリコブアブラムシ Myzus varians Davidson, 1912  

新規：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

139.キキョウアブラムシ 

 Neomyzus codonopsis (Miyazaki, 1971)  

既報：【県北】大子町 上郷 (松本, 2009). 

 

140.ネギアブラムシ 

 Neotoxoptera formosana(Takahashi, 1921) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

141.ウツギチビアブラムシ 

 Nippodysaphis deutziae (Hille Ris Lambers, 1965) 

新規：【県北】12.Ⅺ.2022, 高萩市 中戸川：ウツギ 

[no.22b10(1)] ; 12.Ⅺ.2022, 常陸太田市 里川町 里見野外活動セ

ンター：ウツギ [no.22b11] ; 11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆
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畑：ウツギ [no.23b11]. 

 

142.カリンミドリアブラムシ 

 Ovatus crataegaris (Walker, 1850) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献では Phorodon menthae 

(Buckton) として記載). 

 

143.リンゴミドリアブラムシ 

 Ovatus malicolens (Hori, 1929) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

144.リンゴコブアブラムシ 

 Ovatus malisuctus (Matsumura, 1918)  

既報：【県央】水戸 (進士, 1941) ;【県南】牛久市 結束町 (藤

村ほか, 1991：文献ではMyzus 属で記載). 

 

145.カナムグライボアブラムシ 

 Phorodon japonensis Takahashi, 1965  

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2012) ;【県南】つくば

市 観音台 (松本, 2011). 

新規：【県北】12.Ⅺ.2022, 高萩市 中戸川：カナムグラ 

[no.22b12]. 

 

146.キククギケアブラムシ 

 Pleotrichophorus chrysanthemi (Theobald, 1920) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

147.ヨモギミドリクギケアブラムシ 

 Pleotrichopholus glandulosus (Kaltenbach, 1846) 

既報：【県南】つくば市 観音台 (松本, 2011). 

 

148.ニワトコヒゲナガアブラムシ 

 Pseudomegoura magnoliae (Essig et Kuwana, 1918)  

既報：【県北】大子町 八溝山 (松本, 2009, 2010：文献では

Aulacorthum属で記載) ; 北茨城市 華川町 (松本, 2015：文献で

はAulacorthum属で記載) ;【県央】水戸 (進士, 1941：文献で

は Amphorophora 属で記載) ;【鹿行】鉾田市 二重作 (松本, 

2009, 2010). 

新規：【県北】22.Ⅶ.2023, 大子町 奥久慈憩いの森：ニワト

コ [no.23732] ;【県南】20.Ⅷ.2022, 石岡市 小幡：ニワトコ 

[no.22820]. 

 

149.ヘクソカズラヒゲナガアブラムシ 

 Pseudomegoura nipponia (Essig et Kuwana, 1918)  

既報：【県北】大子町 上郷 (松本, 2009：文献では

Aulacorthum属として記載) ; 日立市 東河内 (松本, 2008：文献

ではAulacorthum属として記載) ;【県央】東海村 須和間 (松

本, 2008) ;【県南】石岡市 小幡 (松本, 2008) ;【県西】桜川市 

真壁町 (松本, 2008). 

新規：【県南】13.Ⅶ.2021, 石岡市 小幡：へクソカズラ 

[no.21702 & 21707]. 

 

150.バラミドリアブラムシ 

 Rhodobium porosum (Sanderson, 1901) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

151.ウツギトックリアブラムシ 

 Rhopalosiphoninus deutzifoliae Shinji, 1924  

既報：【県北】常陸大宮市 下伊勢畑 (松本, 2009). 

新規：【県北】12Ⅺ.2022, 高萩市 中戸川：ウツギ[22b10(2)] ;

【県西】31.Ⅲ.2021, 坂東市 大崎 茨城県自然博物館：ウツ

ギ [no21306]. 

 

152.シナノキトックリアブラムシ 

 Rhopalosiphoninus tiliae (Matsumura, 1918) 

既報：【県北】常陸大宮市 里川町 (松本, 2009) ; 北茨城市 華

川町 (松本, 2012) ; 北茨城市 関本町 (松本, 2013). 

新規：【県北】25.Ⅸ.2022, 北茨城市 関本町才丸 花園渓谷：

ノブキ [no.22907]. 

 

153.ハナウドチビクダアブラムシ 

 Semiaphis helaclei Takahashi, 1921  

既報：【県北】常陸大宮市 里川町／日立市 金沢町 (松本, 

2009) ;【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010) ; 牛久市 結束町 (藤

村ほか, 1991：文献ではニンジンアブラムシとして記載). 

新規：【県北】18.Ⅶ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：ミツバ 

[no.22709]. 

 

154.ワラビツメナシアブラムシ 

 Shinjia orientalis (Mordvilko, 1929)  

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2008). 

 

155.ムギヒゲナガアブラムシ 

 Sitobion akebiae (Shinji, 1935)  

既報：【県北】常陸大宮市 下伊勢畑 (松本, 2009) ;【県央】水

戸 (進士, 1941：文献では Macrosiphum 属として記載) ;【県

南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 石岡市 上曽 (松本, 

2009). 

 

156.ヤマボウシヒゲナガアブラムシ 

 Sitobion cornifoliae (Shinji, 1924)  

既報：【県北】常陸大宮市 里川町 (松本, 2009). 

 

157.イバラヒゲナガアブラムシ 

 Sitobion ibarae (Matsumura, 1917)  

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2008) ;【県央】水戸 

(進士, 1941：文献では Macrosiphum rosae として記載) ;【県

南】土浦市 宍塚大池 (松本, 2010) ; 牛久市 結束町 (藤村ほか, 

1991). 

新規：【県北】12.Ⅺ.2022, 高萩市 中戸川：Rosa sp.，卵生雌
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虫を含む [no.22b14]. 

 

158.ナナカマドハマキアブラムシ 

 Sorbaphis chaetosiphon Shaposhinikov, 1950 

既報：【県北】常陸太田市 里川町 (松本, 2009) ; 北茨城市 関

本町小川 (松本, 2012, 2013, 2015, 2016). 

 

159.チダケサシヒゲナガアブラムシ 

 Taiwanomyzus montanus (Takahashi, 1925)  

既報：【県北】大子町 上野宮 寒沢 (松本, 2009) ; 北茨城市 関

本町小川 (松本, 2015). 

新規：【県南】13.Ⅶ.2021, 石岡市 小幡：チダケサシ 

[no.21709]. 

 

160.スイカズラヒゲナガアブラムシ 

 Trichosiphonaphis lonicerae (Uye, 1923)  

既報：【県北】高萩市 中戸川 米平 (松本, 2008) ; 日立市 金沢

町 (松本, 2009) ;【県央】那珂湊市 平磯 (松本, 2008) ;【県南】

石岡市 小幡 (松本, 2008) ; つくば市 高野台 (松本,2008) ; 土浦

市 宍塚 (松本,2010). 

新規：【県南】13.Ⅶ.2021, 石岡市 小幡：スイカズラ 

[no.21708]. 

 

161.タデイボアブラムシ 

 Trichosiphonaphis polygoni (Van der Goot, 1917)  

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010). 

新規：【県北】11.Ⅺ.2023, 北茨城市 華川町小豆畑：イヌタ

デ. 卵生雌虫を含む [no.23b17]. 

 

162.タデノネケクダアブラムシ 

 Trichosiphonaphis poligonifoliae (Shinji, 1944) 

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010). 

 

163.タデミドリイボアブラムシ 

 Trichosiphonaphis tade (Shinji, 1927) 

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010). 

 

164.ヨモギキイロコブアブラムシ 

 Tuberocephalus artemisiae Shinji, 1929  

既報：【県南】石岡市 小幡 (松本, 2008). 

 

165.モモコブアブラムシ 

 Tuberocephalus momonis (Matsumura, 1917)  

既報：【県央】水戸 (進士, 1941：文献ではPhorodon属として

記載) ;【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

166.サクラコブアブラムシ 

 Tuberocephalus sakurae (Matsumura, 1917) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

167.ササキコブアブラムシ 

 Tuberocephalus sasakii (Matsumura, 1917) 

既報：【県南】石岡市 小幡 (松本, 2008). 

 

168.ウワミズザクラコブアブラムシ 

 Tuberocephalus uwamizusakurae Sorin et Remaudiere, 1998 

新規：【県北】4.Ⅴ.2023, 北茨城市 中妻：ウワミズザクラ 

[no.23502]. 

 

169.アマミヒゲナガアブラムシ 

 Uroleucon amamianum (Takahashi, 1930)  

既報：【県北】常陸太田市 里川町 (松本, 2009). 

新規：【県北】 22.Ⅶ.2023, 大子町 高柴 奥久慈憩いの森：ア

キノキリンソウ [no.23726＆23729]. 

 

170.シラヤマギクヒゲナガアブラムシ 

 Uroleucon fuchuense (Shinji, 1942) 

新規：【県北】22.Ⅶ.2023, 大子町 高柴 奥久慈憩いの森：シ

ラヤマギク [no.23727]. 

 

171.タイワンヒゲナガアブラムシ 

 Uroleucon formosanum (Takahashi, 1921)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 美浦村 信太

／牛久市 結束町／つくば市 高野台 (松本, 2008) ; 土浦市 宍

塚 (松本, 2010). 

 

172.アザミオオヒゲナガアブラムシ 

 Uroleucon giganteum (Matsumura, 1918) 

既報：【県北】北茨城市 華川町 (松本, 2008, 2012, 2013, 2015) ; 

日立市 金沢町 (松本, 2009) ; 高萩市 中戸川 米平 (松本, 2010). 

新規：【県北】31.Ⅶ.2021, 北茨城市 関本町才丸 花園渓谷：

Cirsium sp. [no.21730] ; 23.Ⅹ.2022 大子町 高柴 奥久慈憩いの

森 ：Cirsium sp., 有 翅 雄 虫 と 卵 生 雌 虫 を 含 む 

[no.22a39&22a40] ; 22.Ⅶ.2023, 大子町 高柴 奥久慈憩いの森：

Cirsium sp.[no.23731] ; 11.Ⅺ.2023, 北茨城市 関本町才丸 花園渓

谷：Cirsium sp., 有翅雄虫と卵生雌虫を含む [no.23b08(1)]. 

 

173.ゴボウヒゲナガアブラムシ 

 Uroleucon gobonis (Matumura, 1917)  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ; 水戸 (進士, 

1941). 

 

174.ヤマシロギクヒゲナガアブラムシ 

 Uroleucon monticola (Takahashi, 1935)  

既報：【県南】石岡市 上曽 (松本, 2009) ;【鹿行】鉾田市 二重

作 (松本, 2009). 

 

175.セイタカアワダチソウヒゲナガアブラムシ 

 Uroleucon nigrotuberculatum (Olive, 1963)  

既報： ;【県央】ひたちなか市 高野 (松本, 2009) ;【県南】土
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浦市 宍塚 (松本, 2010) ;【鹿行】鹿嶋市 中／鉾田市 二重作 

(松本, 2009). 

 

176.コウゾリナヒゲナガアブラムシ 

 Uroleucon picridis (Fabricius, 1775)  

既報：【県北】常陸太田市 里川町 (松本, 2009). 

新規：【県北】18.Ⅶ.2022, 北茨城市 華川町小豆畑：コウゾ

リナ [no.22712]. 

 

177.ツリガネニンジンヒゲナガアブラムシ 

 Uroleucon triphylli Miyazaki, 1966 

新規：【県北】23.Ⅹ.2022, 大子町 高柴 奥久慈憩いの森：ツリ

ガネニンジン [no.22a47] ; 23.Ⅹ.2022, 大子町 高柴 奥久慈憩い

の森：ツリガネニンジン，有翅雄虫と卵生雌虫を含む 

[no.22a38＆22a46] ; 22.Ⅶ.2023, 大子町 高柴 奥久慈憩いの

森：ソバナ [no. 23728] ; 22.Ⅶ.2023, 大子町 高柴 奥久慈憩い

の森：ツリガネニンジン [no. 23730]. 

 

178.キブシアブラムシ 

 Xenosiphonaphis japonica Takahashi, 1961  

既報：【県北】常陸大宮市 下伊勢畑 (松本, 2009). 

 

オオアブラムシ亜科 Subfamily Lachninae 

オオアブラムシ族 Tribe Lachnini 

179.クリオオアブラムシ 

 Lachnus tropicalis (van der Goot, 1916)  

既報：【県北】日立市 水木町 (松本, 2009) ; 高萩市 上君田・

下君田 (小菅ほか, 1991) ;【県央】水戸 (進士, 1941) ;【県南】

土浦市 宍塚 (松本, 2010) ; 牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991) ;

【鹿行】鉾田市 二重作 (松本, 2009). 

新規：【県北】12.Ⅺ.2022, 高萩市 中戸川：クリ，有翅雄虫

を含む [no.22b09]. 

 

180.ナシミドリオオアブラムシ 

 Nippolachnus piri Matsumura, 1917  

既報：【県央】水戸 (進士, 1941) ;【県南】牛久市 結束町 (藤

村ほか, 1991). 

 

181.ブナクチナガアブラムシ 

 Stomaphis fagi Takahashi, 1960  

既報：【県北】大子町 八溝山 (松本, 2009) ;【県南】つくば市 

筑波山 (松本, 2011). 

 

182.クヌギクチナガオオアブラムシ 

 Stomaphis japonicaTakahashi, 1960  

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

183.ヤノクチナガオオアブラムシ 

 Stomaphis yanonis Takahashi, 1918  

既報：【県南】土浦市 宍塚 (松本, 2010). 

 

184. ヤナギコブオオアブラムシ 

 Tuberolachunus salignus (Gmelin, 1759) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

オオアブラムシ亜科 Subfamily Lachninae 

マツオオアブラムシ族 Tribe Cinarini 

185.ハネナガオオアブラムシ 

 Cinara longipenis (Matsumura, 1917) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

186.ツガオオアブラムシ Cinara ozawai Inouye, 1970 

新規：【県西】18.Ⅳ.2021, 坂東市 大崎 茨城県自然博物館：

コメツガ [no.21411] ; 3.Ⅴ.2023, 坂東市 大崎 茨城県自然博物

館：コメツガ [no.23523]. 

 

187.マツエダオオアブラムシ 

 Cinara pinidensiflorae (Essig et Kuwana, 1918) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 

 

188.マツオオアブラムシ 

 Cinara piniformosana (Takahashi, 1923) 

既報：【県南】牛久市 結束町 (藤村ほか, 1991). 

 

189.マツホソオオアブラムシ 

 Eulachunus thunbergii (Wilson, 1919) 

既報：【県央】水戸 (進士, 1941). 
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